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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　放課後、如月きさらぎ武たけ琉るは学園の敷地内にある歩道を歩いていた。

　ふいに後ろを振り返る。

　武琉の黒髪が風に揺れた。

　数十人の女の子たちが黒い瞳に映る。

　彼女たちは様々な種類の武器を所持している。

　大剣グレートソード。刺突剣レイピア。ジャマダハル。湾刀シヤシユカ。両手剣ツヴアイヘンダー。双剣。

　少女たちは、そんな物騒な道具たちにはまったく似合わない、華やいだ様子を見せている。

　きゃっきゃと話す声が、嫌でも武琉の耳に入ってくる。

「ねえ、見た？　今わたしを見たよっ」

「はいはい。でも……黒い目って神秘的で素敵ねー」

「だねー」

「あの方がレナード様を倒したというのは、本当なのでしょうか？」

　半信半疑のような、そんなつぶやきが聞こえた。

　そこに興奮したようにうわずった声が重なる。

「わ、わたし見てましたっ！　最初は劣勢に見えたんですけど、途中からどんどん押し始めて……。まるで、レナードさんの技を吸収していったような……」

「うんうん。今思い出しても、胸がどきどきしちゃう」

「いいなあ。私も見たかったよ。《神域封剣レグナーレ》使いに勝ったなんて、歴史的瞬間」

「本当に、武たけ琉るくんって……」

　武琉はそんな言葉を聞いて、少しむずがゆい気分になっていた。正直言ってどんな対応をしていいか、わからない。わざわざ追い払うのも変な話だし、かといって勿論、彼女たちの中に入っていって賞賛を受ける気にもならない。どちらにしても面倒だ。

　そのうちに、武琉はいつも待ち合わせしている木の下の近くまでたどり着く。

　そこには武琉と同じ黒髪を持つ少女がいた。

　暑い夏の日差しを街路樹でさえぎりながら、立っている。

　そのとき、強い風が吹いた。緑色の木の葉が彼女の周囲を舞う。

　彼女は顔にかかった髪を手でかきあげる。さらりと艶つやめく髪が揺れた。

「咲さく耶や」

　声をかけると、彼女、此この塚づか咲耶は武琉の顔を見て、微笑ほほえみを作りかけた。それから、なぜかすぐに俯うつむく。

　武琉は咲耶の隣まで歩いていって、もう一度話しかける。

「帰ろうぜ」

　しかし咲耶の様子は今日もどこか変だ。












　いつもならば、すぐに「ヤマト男子はでれでれしないっ！　あなたたちも、散りなさいっ！」などと言って、後ろの女子を追い散らしたりしていた。

　だが咲さく耶やは武たけ琉るの背後に目を向け、何か複雑そうな顔をしただけだ。

　咲耶の様子がおかしくなってしまったのは、ごく最近のことである。

　武琉が神剣刀争ベルム・ラミナの本戦、その二戦目を勝ち抜いた後すぐだ。

　あのとき武琉は《神域封剣レグナーレ》使いであるレナードを倒した。さらにその後、人を狂わせる《偽剣レプリカ》を持たされたレナードの妹、ロザリンドと戦う羽目になった。

　事件は全てを画策したネオリカの国防長官補佐官の罪が明らかになることで幕を閉じた。

　戦いの最中、武琉が理事長にもらった第八階位偽剣《グラウィス》は折られてしまった。

　しかし、極限状態に置かれた武琉は、自らの中に眠っていた、祖父から譲り受けた武器を取り出すことができた。黒い龍りゆうの巻き付く名も知らぬカタナだ。

　カタナの力をもって事件は無事解決した。

　それ以降だ。

　咲耶の様子がどこかおかしい。

　ふと気づけば真剣な表情で武琉の顔を見つめていたり、どこか対応がよそよそしかったり、悩むかのように難しい顔で腕を組んでいたりしていた。

　そして、今もだ。

　武琉の隣を歩きながら、俯うつむいて眉をひそめている。

「なあ、咲耶」

「ねえ、武琉」

　言葉が重なった。

　咲耶はそのことを気にとめず、真剣な──本当に真剣な表情で武琉の目を見つめてきた。

　瞳は不安げに揺れている。

「あのね、聞きたいことが──」

　咲耶がそう言った瞬間だった。

　不気味な男が、二人の前に立ちふさがった。

　背丈は二メートルを越えるほど高く、手足は木の枝のように細い。

　落ちくぼんだ目で武琉を見ながら、彼は抑揚のない声でつぶやく。

「君が、如月きさらぎ武琉か」

「ああ。そうだ」

「私と、立ち合ってもらおう。異論などは、認めない。弱者は言葉を、以もつて戦う。強者たる、我らは力を以て、語るとしよう」

　独特の抑揚で喋しやべりながら彼は腰のベルトに吊つるしていた刺突剣レイピア型偽剣を抜き放つ。

　武琉はため息をついた。

　──またこの手合いか。

　レナードに勝利して以来、こうして戦いを挑まれることが何度もあったのだ。

　武たけ琉るについてきた女子たちが遠巻きして見ている。

「武琉くんがんばってー！」

　などという明るい応援の声も聞こえてきた。

　武琉は拳こぶしをかかげることで返事をしつつ、男からは視線を外さない。

「いったい、なんで最近こんなに喧けん嘩かを売られるのかね」

　男は不思議な区切りの話し方で答えた。

「君がレナードを、倒したからだ。君は、偽剣レプリカ使いなのに、《神域封剣レグナーレ》使いを、倒した。その君を、倒せば《神域封剣》使いより強いと、認められる。君は名を、上げるのに最も効率的な相手。それは明白である」

　つまりレナードより倒しやすいのに、倒せば大きな名声が手に入るということらしい。

「それはどうかな」

　言いながら武琉は咲さく耶やに離れるように目配せした。

　男は、武琉と咲耶にしか聞こえないような小さな声でつぶやく。

「私は、イングランスの裏一位。岩石のギディオン。君を倒し、イングランスの力を示す」

　──裏一位。

　それは各国が保有する、学科ごとの序列とは全く別の戦力のことだったはずだ。確かルシアのエリヴィラもそういった存在だった。彼女はルシアの持つ裏の戦力。そして、今目の前にいる男はイングランスの裏戦力。その中の、最強らしい。

　ギディオンが棒のような手を振り上げる。まるで刺突剣レイピアと繫つながっているかと見まがうほどに細く、まっすぐで長い。

「──剣気解放。君には、潰つぶれてもらおう」

　ギディオンから強い力の波動が放たれる。たったそれだけで離れて見ていた女生徒の数名がくらりと立ちくらみを起こしたように膝をつく。

「トマトのように鮮やかに、カエルのように汚らしく」

　細い刺突剣が操っているとは思えないほどに大きな岩が地面を突き破ってぼこりぼこりと浮かび上がる。

「風船のように一瞬で、心のように呆あつ気けなく、屍し人びとのように惨むごたらしく」

　抑揚のない声が響くたびに、浮き上がった岩に剣気がこもっていくのがわかる。

「そして君の最期おわりを彩る花火のように──！　鉄岩落園ロツク・フエール・トンベ──！」

　浮き上がった五つの巨大な岩石が、飛んだ。

　風を切る重たい音。それは確かな質量を感じさせる。

　落ちてきた茶色い岩肌で視界すべてが覆われた。

「ふっ──！」

　武たけ琉るは岩を粉砕するつもりで殴りつける。

　しかし、岩は砕くどころが弾くのが精一杯だった。

　次いで岩石が迫る、迫る、迫る。

　武琉はそれらを拳こぶしで弾き、軌道を逸らしていく。

「……思ったよりも硬いな」

　鋼鉄ですら叩たたき割わる武琉の拳を受けて砕けないなど、それがただの岩ではないことは明白だった。

　ギディオンが笑う。

「それで、防いだつもり、か？」

　言われて視線を追う。武琉の背後に抜けていったはずの岩が、武琉に吸い込まれるように超速で迫ってきていた。

「っ!?」

「それは、君を潰つぶすまで、止まらない。速度は、次第に増していく。堅さも次第に増していく。それの強度は《神域封剣レグナーレ》でも切れるかどうか……！」

　確かに、この男はなかなか強い。

　裏一位というだけあって、かなりやるようだ。最近襲撃してくる相手は、アレを解き放つまでもなかった。

　しかしギディオンはそうではない。そのことに少し胸が躍る。

　武琉は手に力を集中させる。腹の奥で何かがもぞりと動く感覚がある。手のひらから、見覚えのある柄が出てきた。

　──そのとき離れた場所にいる、誰かが息を飲む音が聞こえた気がした。

　武琉は観衆の様子など意に介さず、手の中から突き出た柄を握って抜き放つ。黒い龍りゆうの巻き付くカタナだ。

　刀身が儚ぼうと音を立てて炎に包まれた。それを見て咲耶が額の汗を拭った。

「なんて熱量……。エーテル障壁越しなのに……」

「行くぜ」

　燃えさかる火炎のカタナを、飛来する岩へと叩きつけようとする。

　しかし、カタナと岩が触れ合うことはなかった。

　なぜなら。

　岩はカタナにぶつかるまえに、表面がどろりと溶けた。

　鋼鉄よりも堅い岩はまるで元から液体だったかのように、べちゃりと音を立てて地面へと落ちた。

　圧倒的火力で以もつて、融解させてしまったのだ。

　炎が武たけ琉るの頰ほおを舐なめる。

「な、なんだと……!?」

　ギディオンの焦った声が聞こえた。

「さて、次で終わりだな？」

　武琉は言って、地を蹴った。地面が爆発する。大きな音ともに弾けた砂が舞い上がる。

　ギディオンがあとずさる間も与えず眼前に迫り、カタナを振りかぶった。

　峰で殴りつける。ギディオンが刺突剣レイピアで受けた。

「……か、はっ」

　防御した《偽剣レプリカ》がへし折れ、ギディオンが白目をむいて吹き飛んでいった。

　ギディオンが起きあがらないことを遠目で確認する。

　カタナは霧状になったあと、武琉の手のひらへと吸い込まれていった。

　遠巻きに見ていた女生徒たちが騒ぎ出す。

　いつの間にか、クラスメイトの四人もやってきていた。

「す、すごいー。今の人強そうだったのに、無傷で勝利なんてー」

「武琉さんなら当然ですわ」

「あんなの、ガンジーだってとっさに抵抗しちゃうよっ」

「さすが武琉さんですぅー。なんていう力強さ……。べ、ベッドの上でも……」

　だが、カタナをしまった瞬間、変化が生じた。

　武琉の身体にどっと疲労が押し寄せてきたのだ。

「くっ……」

　身体が重い。力が抜けていく。激しい疲労感が武琉を襲う。

　武琉は膝をついてしまう。

　汗が身体を流れていく。

　これは明らかに攻撃によるダメージではない。

　──くそ、なんだってんだ。

　レナードとの戦いのあと変化したのは、咲さく耶やの様子だけではなかった。

　武琉の体調も思わしくない。

　今のように、身体から急激に力が抜けてしまうという現象が何度か起こっていた。

　その脱力感は、日を追うごとに強くなっていくような気すらする。

「……は、あ」

　武琉は荒くなった息を整え、立ち上がった。

　頰ほおを伝う汗を手で拭ぬぐう。

　そんな武琉に、不意に声がかけられた。

「やあ、君。今日はいい天気だね」

　やや高い声だった。

「といっても、雲よりも高い神霊浮遊都市エーテル・フロートでは悪い天気ということはないね。これはこれで快適ではあるけど、風情ふぜいがない」

　視線を向けると声から想像した通り、少年がいた。くせのある灰色の髪に、中折れ帽をかぶっている。愛らしいというよりも、凛り々りしい顔立ち。腰には刺突剣レイピアを差していた。

　その少年に武たけ琉るは、どこか、壊れている、ねじれている、歪いびつな、そういった印象を抱いた。

　彼が何をしたというわけでもないのに、不吉な予感が武琉の胸をざわつかせた。













│一章│災厄の始まり






　光波剣科ルーメンの中庭。武たけ琉るは、咲さく耶やと女生徒たちが見守る中、灰髪の少年と対たい峙じしていた。

「今の、見ていたよ。うん、悪くないね。だけど二つほど不満がある」

　少年は武琉を眺めながら、腰に吊つるしていた刺突剣レイピアを抜き放つ。

「まずは、その程度の相手に、レナードを倒した君が苦戦したこと。──そしてもう一つ」

　彼は無邪気に笑ってみせる。歪いびつで空虚な印象。

「ボクの前で争ったことさ」

　武琉が気づいたときには少年は突きを繰り出していた。神速の突き。枯れ葉の色をした剣波が放たれた。

　今は倒れ動けないギディオンに向かって。

　どれほどの威力が込められた一撃なのか。

　一瞬にして肌が粟立った。

「何を、してやがる！　このクソガキ！」

　武琉は前に跳ねる。横合いから、剣波を殴りつけた。

「ぐっ！」

　爆発。右手の感覚がなくなった。体調が悪いのに無理したためか、平衡感覚さえ消え去りそうだ。立っているのもやっとの状態だった。

　少年は微笑を浮かべながら告げる。

「おいおい。ボクは地竜剣科ソルの二年。つまり君より先輩だよ？　さすがにクソガキはないんじゃないかな」

　少年は帽子をキザっぽく少し持ち上げた。

「てめえ、いったい何のつもりだ」

「ボクは、争いが嫌いなんだ。見ているだけで虫唾むしずが走る。それだけさ」

「だからなんだ。今のが当たったら、アイツ、死んでたかもしれないんだぞ？」

「かもしれない、じゃなくて、死んでいただろうね。……だから？」

「お前は何もされてねーだろうが……！」

「されたさ。争いは良くないことだろう？」

　武琉は、少年の思考が理解できなかった。不快感が胸の奥にわいてくる。

「てめえ……！」

　遠巻きに見ていた女生徒たちがざわつきだす。

「ねえ、あれ……イングランスの……」

「ほ、本当ですわ……」

「ホントだっ。イングランスの《神域封剣レグナーレ》使いだよっ……！」

　それを聞いて武たけ琉るは拳を握った。

「しかも同じ国の人間をかよ」

　少年が鼻で笑う。

「おかしなことを言うね。たとえば君はこういうのかな。仲間だから悪事を働いても庇かばえと。紳士はそんなことはしない」

　少年は小さな肩をすくめてみせた。

「おいおい。そんな怖い顔しないでほしいな。ボクはただ挨拶をしにきただけなのだから。──ボクの名前はフェリックス。フェリックス・ハーン。イングランスの《神域封剣レグナーレ》、《地霊剣フルンティング》の使い手。そして、君の次の対戦相手さ」

　イングランスのフェリックス・ハーン。その名前には聞き覚えがあった。

　武琉が二週間後に戦うことになる、神剣刀争ベルム・ラミナの三戦目の相手だ。

　彼は薄く笑いながら武琉を見ている。

「へえ。わざわざ挨拶ありがとうよ。オレの名前はわかってるよな。お坊ちゃん」

　フェリックスから強い剣気が叩たたきつけられた。

　同時に、汗が吹き出す。

「君は今ボクに見逃されているだけだ。君だって争っていたのだから、そこで倒れている彼と同罪さ。でも、君はもうすぐボクとの試合がある。試合の前に殺してしまうなんて、紳士的じゃない。ボクはそんなことはしたくないさ」

　フェリックスが一歩近づいてくる。武琉の目を、狂気を宿した瞳で見つめてきた。

「だから、どいてくれないか」

「どかねえよ」

　フェリックスは額に手を当てて空を仰いだ。

「ああ、ボクは君と話にきただけなのに、どうしてこうなってしまうんだろう」

　彼は自分の正しさを欠片かけらも疑っていない口調でつぶやく。

「──本当は君をちょっとしたグループに勧誘しにきただけだったんだけどね。しかし、どうにも君には合わなそうだ」

　フェリックスの剣は、ギディオンに向けられたままだ。

「さすがに、倒れている人間にトドメ、ってのはいい気分じゃないわ」

　咲さく耶やが龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくらを構え、立ちふさがる。

　フェリックスが熱のこもった震える声で言う。

「君も邪魔をするのかな？　ああ、なら同罪だよね。そうに違いない。試合でやるのも、今やるのも同じじゃないか」

　ズズ……と禍まが々まがしい力がフェリックスに集まっていく。

　そこに、パン！　と手を鳴らす音が響いた。

「あー、ちょっと君たち。待ちなさい。何をしているんだい？　おじさんに教えてくれないかな。さあ、ここは僕が預かろうじゃないか」

　髭ひげづらでアロハシャツをこれ以上ないほど胡う散さん臭くさく着こなした中年の男がいた。

　信じがたいことに、これが学園の理事長だ。

　フェリックスは顔をしかめてから、刺突剣レイピアを腰に吊つるした。くるりと武たけ琉るに背を向ける。

「邪魔が入った。それじゃ二週間後に。君の剣の力を全て見せてもらえることを願うよ」

　そう言い残してフェリックスは去っていった。その後ろ姿を見ながら武琉はつぶやく。

「…………なんだったんだよ、あいつ」




　武琉と咲さく耶やはそのまま髭づらにアロハシャツの男に捕まった。「ちょっとドライブでもどうかな？」と黒塗りの高級車に乗せられていた。

　以前、第八階位偽剣レプリカ、特定封印武装《グラウィス》を貰もらったときに乗せられた車だった。

　助手席には咲耶、後部座席に武琉と理事長が座っている。運転しているのは美人秘書だ。

　理事長は顎あご髭を指先でつまみながら、口を開く。

「挨拶にくるのが遅れて悪かったね。しかし、武琉くん。おめでとう。まさかレナードくんを倒すとはね。さすが、ヤマトの力は伊だ達てじゃないということかな。僕のあげた《グラウィス》も役に立ったのかな」

　そういって理事長は微笑ほほえんだ。

　──やべえ、そういえば伝えるの、忘れてた。

　あんなふうに大おお仰ぎような様子でもらったものを壊してしまったなどと、言い出しにくい。

　だというのに理事長は言葉を続ける。

「あれはすごい武器だからね。以前の戦争では、非常に強力な偽剣レプリカ使いが使っていたんだ」

　武琉の頰ほおに汗が流れた。

「そ、そうなのか」

「すべての国が警戒した。戦場で彼に会うことは死を意味する──とまで言われた人物さ」

「お、おう……」

「まあ、発狂して死んじゃったんだけどね」

「そ、そうなのか──って、なんてものを渡しやがる!?」

　理事長は手をひらひらと振った。

「大丈夫大丈夫。君に渡したときは、昔ほど危険なものではなくなっていたからね。で、どうかな？　《グラウィス》の調子は」

「いや、えっと、その、だな……」

　武たけ琉るが目をそらしながら言うと、理事長が目をのぞき込んでくる。

「んんー？　どうしたのかな？　武琉くん。そういえば、今持っていないようだけど、まさか、なくしちゃったとか……？」

　武琉が両手を打ち合わせ、頭を下げる。

「悪い！　申し訳ない！　あれ、壊しちまった！　せっかく貴重なもん渡してくれたのに」

　すると、理事長の頰ほおがひくひくとけいれんするように動いた。

　それから、大爆笑した。

「くっ、くふっ。は、はは、はーはははっ！」

　武琉に人差し指を向けながら、笑い転げる。

「はははっ！　知ってたよ。試合を見てたもん。それにしても、武琉くんすっごい焦ってたね。いやあ、このあと怒った演技もしたかったんだけどね、我慢できなかった。くく」

「……からかってたのか」

「まあ、うん。でもちゃんと謝ったのは偉い偉い。それに、道具なんてものは使ってたら壊れるものさ。アレも武器としての本分を全うしたんだ。気にする必要はないよ」

「そうなら、いいんだが……。でも、悪かったよ」

「くく。そんなしょげ返らないでくれ。僕はね、とても良い気分なんだ。君のおかげでね」

「……え？」

　武琉が顔をあげると、理事長は前の座席にいる咲さく耶やに言葉を投げた。

「ああ、それと咲耶くん。君もおめでとう。これでヤマトは生きながらえることができた」

　咲耶は振り返りもせずにつぶやく。

「相手が偽剣レプリカ使いだから当然よ」

「まぁ、まだまだ予断は許されないけどね。君たちは一敗もできない厳しい戦況だ。ぜひ、がんばってほしい」

　武琉と咲耶は同時に答える。

「ああ。任せてくれ」「ええ。もちろんよ」

「二人とも頼もしい限りだ。ところで、武琉くん、武器の方は大丈夫なのかな。よくわからない湾刀シヤシユカを使っていたようだけど」

「ああ。問題ないぜ」

　つぶやいて、武琉は手のひらからカタナを半分ほど取り出してみせる。

　理事長は興味深そうに、そのカタナを眺める。

「ほう……。そうだね、武器があるならいいかな」

　咲耶は振り返らない。

　けれど、車のバックミラー越しに見えた。咲耶の視線が武琉の手元をじっと見ていた。鬼気迫る顔つきだ。

　理事長が口を開いた。

「じゃあ、話はこれで終わりだよ。──君、光波剣科ルーメンまで頼む」

　そのまま武たけ琉ると咲さく耶やは理事長に送ってもらった。




　理事長はヤマトの二人をおろしたあと、思案するように言った。

「それにしても、《グラウィス》が砕けるとはね……。中に入っていたアレが弱まっていることは知っていたけど、もう消えちゃったのかな」

　秘書はハンドルを切りながら返す。

「アレ、ですか」

「生徒たちが狂信の災禍フアナテイクスって呼んでるやつ、あるでしょ？　それを巻き起こしたのが、あの《グラウィス》だったんだよね」

　秘書の目が細くなり鋭さを増す。

「おお、怖い怖い。もっと笑顔でいこうよ」

　理事長はいかにも軽口といった具合に言ってから、声のトーンを低くして続ける。

「ま、とても邪悪な混ぜモノが入っちゃってね。ただの偽剣レプリカじゃなくなっていたのさ」

「混ぜモノ、ですか」

「そんな《グラウィス》が折れたことにも驚いたけど、武琉くんにもびっくりだよ」

「ええ。まさか本当に勝ってしまうとは、思いませんでした」

「そうだね。いくら彼の中に《龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎ》があるとはいえ、戦い慣れしてなかったはずなのにね」

　理事長はうっすら微笑ほほえみを浮かべながら言った。秘書は眉をひそめ疑問を呈す。

「しかし、理事長。あれは本当にヤマトの《神域封剣レグナーレ》なのでしょうか……？」

「ああ。僕が見間違えるはずがないよ。アレは、本物だ。まったく、あんなのが出てくるなんてね。ありがたい話だ」

　理事長は楽しそうな笑みを浮かべた後、つぶやいた。

「彼は本当に番狂わせだ。そして、そんなところもあの人にそっくりだ」

「あの人、ですか？」

　秘書が不思議そうに尋ねると、理事長は窓から遠くを見ながら言った。

「ああ。………………昔の、恩人だよ」

　その声は昔を懐かしむような、寂しがるような、そんな響きを含んでいた。
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　　　二日前　ＰＭ11：12　　　　──ネオリカ　アリラド州基地






　──ちくしょう、なんで僕がこんな目に……！

　隻せき腕わんの男が胸中で恨み言を繰り返す。

　とある事件以来、彼は国によって監禁されていた。

　アルベルト・ブルーフォレスト。金色の髪をした眼鏡の男だ。

　元炎熱剣科フレイム上位であった彼は、強大な力を宿す血脈を求めヤマトの姫をさらおうとした。

　それを黒髪黒目の男に邪魔されてしまった。

　──如月きさらぎ、武たけ琉るめ……！

　消えない怒りとともに鉄格子の外の月を睨にらみつける。

　その瞬間だった。

　激しい爆音と振動が襲ってきたのは。

　それに続いて警報。窓の外に見える建物が炎に包まれている。

「な、何が起こっているんだ……？」

　アルベルトは感覚を研ぎ澄ます。空気中に漂うエーテルの流れを肌で読む。

　外で強いエーテルの流れがぶつかりあっているのを感じる。ばかばかしいほどに巨大な力が複数あった。決して今までネオリカの基地では感じなかった力だ。

「このネオリカに、敵襲？　そんな馬鹿なことをする国が、いや、できる国が、どこに？」

　わかることは、その相手が正気ではないということだけだ。

　政治犯の収容施設への襲撃は国家への挑戦に他ならない。ネオリカを相手に正面から攻撃など行えば、襲撃者も背後の組織や国も壊滅することはわかりきっている。

　一番強い国に、大義名分を与えてしまう行為だ。自殺に近い。一体誰が──。

　そのとき、前から威圧感を覚えた。

　次の瞬間、正面の壁が弾ける。アルベルトは驚いて尻餅をついた。鉄格子越しではない月が見えた。

「……なんだか知らないが、今しかない。僕はこんなところで終わる人間じゃないんだ」

　アルベルトは声を潜めてつぶやいた。決して襲撃者に見つかってはならない。ネオリカに襲撃をするなんて狂気じみた行動をとる相手だ。

　何をされるか、わからない。

　表に出ると、あちこちから火の手があがっている。えぐり取られたように、ぽっかりと土すらなくなっている箇所すらある。

　そこに声が響いた。爆音ががなり立てるこの場にそぐわない、落ち着いた少年の声。

「やあ。良い天気だね。月の美しい綺き麗れいな夜だ。あがる火の手が少々無粋だけどね」

「なっ……!?」

　急に声をかけられて、アルベルトは横の林を向いた。

　背の低い少年がいた。中折れ帽に茶色いコートを着ている。帽子からは灰色のくせのある髪がのぞいていた。腰には刺突剣レイピア。背中に大剣グレートソードを背負っている。

　アルベルトは彼に見覚えがあった。驚きを隠せずに叫ぶ。

「お、おまえは、イングランスの……！　ネオリカ相手に、こんなことをしてただで済むと思っているのか!?」

　イングランスの《神域封剣レグナーレ》使い。フェリックス・ハーン。

　彼は何でもないことのように答えた。

「思っているさ。どうせもうすぐ世界は塗り変わるからね」

「何を、言って……」

「だけど、今日はイングランスの人間としてここに来たわけじゃなくてね。人類救済会議のメンバーとして来たんだ」

　何気なく言われた言葉に、アルベルトは目をむいた。

「じんっ──」

　人類救済会議。

　またはただ単に『会議』。それはこの世界で最悪のテロ組織の名前だ。狂信の災禍フアナテイクスと呼ばれる、国が一つ消滅するという大災害を過去に起こした組織を受け継いでいると言われている。

「へえ……。驚いた。それとも案外、一般にも知られているものなのかな？」

「ぱ、パパの資料を盗み見たときに、す、少しだけ」

　フェリックスは自らの前に片手をあて、極めて紳士的に頭を下げた。

「そして今日は君をスカウトに来たんだ。どうだろう」

　想像すらしていなかった展開に、言葉がうまく出ない。

「君は相当な実力者だ。ボクは知っているよ。君の炎熱剣科フレイムでの活躍を」

　フェリックスは微笑ほほえみをたたえながらいった。

「だ、だけど」

「そんな君をこんなところに閉じこめるなんてネオリカも勿もつ体たいないことをする。君の力を、人々のために役立ててほしいんだよ。わかるかな？」

　それはアルベルトが言って欲しかった言葉だった。

　──まるで、見透かされているような、いや、そんなことあるはずがない。

「だ、だが、君たちはテロ組織で……」

　フェリックスが目を見ながら優しく言う。

「アルベルト。あの程度の罪で、君をここまで追いつめるネオリカは正義かな？」

　そんなはずが、ない。

「ち、違う。おかしいに決まってる……！」

　だって僕が正しいのだから。

　フェリックスは我が意を得たりと満足げに頷うなずく。

「そう。ネオリカは紳士的じゃない。ボクたちがテロ組織などという、ネオリカが勝手に決めつけたレッテルを、信じるのかい？　ならばここに君が閉じこめられていることも、正しいということになってしまうね」

「…………ネオリカは、し、信じられない……」

　フェリックスは穢けがれなき表情で笑う。

「ボクたちはただ、世界から争いをなくしたいだけなんだよ」

「……あ、ああ」

「もし君がボクの九人目の部下になってくれるなら、ボクは君に力を与えてあげられる」

　アルベルトは唾を飲み込む。

「これは君のために持ってきたものだよ。世界のために、君の力を役立ててみないか？」

　フェリックスが背中に背負っていた大剣グレートソードを取り外し、アルベルトへと差し向ける。

　それは純白の大剣だった。目を覆いたくなるほど、ねじくれた圧力を放っている。恐るべき威圧感を周囲にまき散らしていた。

「こ、これは知ってるぞ。ネオリカが研究していた、持つと死んじゃう剣、だ……！　おまえも僕を利用する気なんだな……!?　そ、そうなんだろ！」

　声を震わせるアルベルトにフェリックスは優しく諭すように声を出す。

「違うよ。アルベルトくん。ネオリカが使っていたものは未完成品なんだ。これは元々、人類救済会議が作り出したものなのさ。ボクらはネオリカに技術を流出させることで実験を行った。それを踏まえ、遂に完成させたのさ。これにデメリットなんかない。見たまえ、この白さを。純白の正義の剣だ」

「せい、ぎの剣……」

「これが僕らが掲げる正義だよ。君も正義になるんだ。アルベルトくん。ボクと一緒にね」

　その言葉は不思議と頭の中に染み渡ってくる。とても、なじみやすいものだった。

　能力が高く才能があり、人格的にも素晴らしい自分が、正義の剣を持つ。

　それは、なんと違和感なく自然で当たり前なことだろうか。

「……そうだ。僕が、正しいんだ。そ、そうに決まってる」

　アルベルトが手を伸ばそうとすると、フェリックスはひょいと純白の偽剣レプリカを遠ざけた。

「その前に、一つだけ試験をさせてもらおうかな」

　手に入りそうになった強い力。アルベルトはそれが遠ざけられたことに強い不満を覚える。それと同時に、強く『欲しい』と思った。

　フェリックスがパチンと指を鳴らすと、一人の男が歩いてきた。

　彼は不思議なことにネオリカ軍の制服を着用している。

　背筋を伸ばしいかにも軍人らしいキビキビとした動き。しかし、それとは裏腹に表情がおかしかった。恐怖なのか憔しよう悴すいなのか、ひきつった顔をしている。

　それは、アルベルトの友人だった。炎熱剣科フレイムの卒業生で、ネオリカ軍に出入りしている。

　アルベルトの友人は直立不動のまま口を硬く引き結んでいる。それでも何かを喋しやべろうとするかの如く口元を動かしていた。

「これは、いったい……」

「ボクの《神域封剣レグナーレ》は、魂に直接作用するのさ」

　フェリックスは冷たい笑みを浮かべ、アルベルトの友人を見て言った。

「アンドリュー・アイェロ。彼は武力でもって数々の国を威圧し、反乱する国を叩たたき潰つぶしてきた卑劣な男だよ。そして、君を牢ろうに閉じこめた唾棄すべき男だ。正義たる君を。つまり彼は──悪だ。彼のような男がいるから、争いはなくならないんだ」

　フェリックスは微笑ほほえみながら続ける。

「ボクが何を言いたいか、わかるね？　ボクたちの仲間に相応ふさわしいことを見せてくれ」

　ネオリカの元炎熱剣科フレイム二位は、歪ゆがんだ目で純白の《偽剣レプリカ》を見つめる。

　アルベルトの友人が顔をひきつらせる。しかし彼は口を開くことができない。

　アルベルトは手を伸ばし、フェリックスから剣を受け取り、振りかぶった。

「────ッッ！」

　くぐもった声にならない声と、フェリックスの叫びが月の夜に響く。

「素晴らしいよメルヴエイユーズ。アルベルト。ようこそ、──人類救済会議へ」






│二章│水着の楽園






　理事長と別れたあと、武たけ琉ると咲さく耶やは自分たちの住む部屋に戻ってきていた。

　神霊浮遊都市エーテル・フロートの中でヤマト唯一の領土である狭い畳部屋。加えて言えばキッチン付きの六畳間でしかない。

　領土が一室しかないこと自体、相当に厳しい現状を表している。

　そんな部屋の中に武琉たちが入ってからしばらくすると、鍵の開く音がした。

　開かれたドアの向こうには長い銀髪の少女がいた。低い背丈に、季節はずれのマフラーを巻いている。

　蒼玉サフアイアの瞳と視線があった。

　アーニャはぺこりと頭を下げる。

「……おじゃまします」

　アーニャは淡々と、しかしどこか申し訳なさを感じさせる声で言った。

　自分の靴と、咲耶と武琉の靴もしっかりとそろえている。

　咲耶がアーニャを見ないままにつぶやく。

「お邪魔します、じゃないわよ。あなた、ここに住んでるんでしょう？　だったら、『ただいま』でいいのよ」

　アーニャは少し押し黙った後、顔をあげてつぶやいた。

「…………ただいま」

　その声に、咲耶は温かな声で返した。

「おかえりなさい」

　どうやらアーニャと咲耶の関係は、それなりに上う手まくいっているようだ。

　武琉も手をあげながら口を開いた。

「おかえり、アーニャ」

「……うん。武琉も、ただいま」

　武琉にはアーニャがかすかに笑ったように見えた。気のせいかもしれない。

　アーニャが部屋の中に入ってこようとしたとき、チャイムの音が鳴った。

「……誰かしら。アーニャ、開けてくれる？」

　咲耶に言われてアーニャが扉を開く。

　茶髪でツインテールの少女がいた。

　今日は奇妙な格好はしていない。ごくふつうの装いだ。

　制服姿である。特徴のある部分をあげるとすれば、胸がかなり大きいことだろうか。

　翠玉エメラルドの瞳をした美少女だ。

「ただいま戻りました。風魔剣科ヴイント一年。如月きさらぎノエルです」

　そういって入ってこようとするノエルに、武たけ琉ると咲さく耶やが叫んだ。

「如月ってどういうことだよノエル!?」

「ただいまって、おかしくないかしら!?」

　ノエルは不思議そうに瞬まばたきをする。それから深く頷うなずいてみせた。

「なるほど。その二つの質問にはたった一つの答えで返すことができます。マニュアル的にも正しいはずです」

　ヤマトの二人はため息をついてからつぶやいた。

「……間違ってる気しかしねえ」

「……間違っている気しかしないわ」

「違いますナイン。論理で結べば、大抵のことには正しい答えが用意されます。それは私が如月武琉の第二夫人であることです」

「えっ」「えっ」

「妻は夫の待つ家に帰るものです。そして、帰ってきたときに夫に『ただいま』と声をかけることに何の不思議もありません」

「よし、まず最初に突っ込ませろ。ノエル、オレとおまえは結婚していない」












「えっ!?　で、ですが過去のヤマトの文献によれば、『事実上の婚姻関係』というものがあると、我が国の法学者ゲゼツツ・ゲレーアタアが言ってました。一緒に住んでいる咲さく耶やは言うに及ばず、私やアーニャ・イリンスキーも『内縁の妻』ということになるはずなのでは……!?」

　ノエルが叫ぶと、アーニャが無表情のまま両手を頰ほおに当ててつぶやいた。

「……ぽ」

　武たけ琉るは呆あきれを多分に含んだ声でいった。

「ならねえよ」

　咲耶もノエルに対して追撃を加える。

「それ以前にノエルは一緒に住んでないじゃない」

　ノエルは焦りをにじませた声で言う。

「た、たしかにマニュアル的には内縁の妻ではなくなってしまう可能性が否めません。で、では私もここで寝起きします……！」

　咲耶はきっぱりと言った。

「だめ。狭くなっちゃうじゃない。この前四人で泊まったときの混乱状態をわたしは忘れていないもの」

「ううっ……」

「それに、あなたには帰る場所、あるじゃない」

　咲耶のその声はどこか寂しげだ。

「ですが……。はい、そうですね。確かに私にはここに住む権利はありません。無む茶ちやを言いました」

　ノエルの消沈した声を聞いて、咲耶は顔を背けて口を開いた。

「…………別にいいけど。とりあえず、いつまでも玄関先にいないで、中に入りなさいよ」

　ノエルは「失礼します」とつぶやいて室内に入ってくる。咲耶は立ち上がり、狭い台所へと足を踏み出す。たった一歩で到着してしまう距離だ。

「今お茶を入れるから待ってちょうだい。──って、あれ、切れちゃってるわね」

「それじゃあオレが買ってくるよ」

　武琉がつぶやいて立ち上がろうとしたとき──。

　頭の中が一瞬白くなった。

　視界が回る。目の奥にじわりと鈍い痛みを覚える。

　顔を片手で覆う。

　今にも倒れてしまいそうなところを、なんとかこらえた。

「如月きさらぎ武琉？　どうかしましたか？」

「…………武琉？」

　ノエルとアーニャが心配するような声をあげる。

「…………いや……大、丈夫だ」

　そう言ってみたものの、未いまだ痛みは治まらない。

「ちょっと、待ってくれ……」

　十秒ほど目をつむり深呼吸してから、立ち上がる。

「悪い。最近ちょっと体調が悪くてさ。もう大丈夫だ」

　アーニャが気遣うように視線を向けて言う。

「……無理したら、だめ」

「そうですよ。如月きさらぎ武たけ琉る。早急な処置を行うことで、より重篤な症状を未然に防ぐことも可能かもしれません。どのような症状が？」

「……んー、身体がだるい、かな」

　武琉は思ったことを口に出す。

「なるほど。他には、何かありますか？」

「あとは少し熱っぽくて、ああ、さっきみたいに立ちくらみもある、かな」

　考えながら言っていると、一つの症状が思い当たった。

「…………よくわからないが、夏バテかもしれない」

　身体がだるい、熱っぽい、立ちくらみ、というのは典型的症状だった気がする。

「なるほど。夏バテ、ですか」

　ノエルが眉間にしわを寄せていると、アーニャがつぶやいた。

「……氷水」

「…………へ？」

　武琉が理解できないまま声を発すると、アーニャが続けて言った。

「……氷の張った水に、飛び込めば治る」

「それはまた、ずいぶんと大胆な治療法」

「……ルシア人はみんなそう。サウナの後なんかも、その辺の氷の池にダイブする。そういう慣習」

「…………お、おう」

　ルシアのイメージがどんどんとおかしなことになっていく。

　そういえば元の世界のロシアでも『凍死しかけた象にウォッカを飲ませて救ったぜ！　いえーい！』などという話を聞いたことがある。

　相当に大胆な人たちなのかもしれない。

「待ちなさい。アーニャ・イリンスキー。熱を寒さで冷やすという発想自体はいいでしょう。我が校紀隊のマニュアルでは、暑気あたりにはプールと決まっています」

　ノエルが言うとアーニャは首を傾かしげた。

「……？　どういうこと？」

「だから氷の池ではなく、プールがよいと言っています」

「…………？？？」

　アーニャは理解できないと言うように、本当に珍しく眉をひそめていた。

　──困った顔なんて初めて見たな。

　と考えながら武たけ琉るは尋ねる。

「アーニャは何がわからないんだ？」

「……だって、同じこと。ルシアのプールは氷が張ってる。氷の池と変わらない」

「それはプール、なのか？　寒くないのか？　寒いと思うが……」

「……うん。ちょっとだけ冷える。でも、それがいい。ルシアには、寒中水泳の愛好家が百万人以上いる」

「マジで!?　……というか、それで、ちょっと冷えるだけレベルなのかよ」

　アーニャはこくんと頷うなずいてみせる。

　ノエルがアーニャの顔を見ながら告げた。

「通常、プールには氷など張っておりません。そんなマニュアルはどこにもないです」

　するとアーニャは、そんなプールが存在するんだ、とばかりに両目を丸く開いた。

「…………おお」

「今の、そっちが感心するパートなのか!?」

「…………うん。びっくり」

　全くびっくりしていない表情でアーニャは言った。ノエルが室内を見回して口を開く。

「では、週末はプールへ行くということでいいですか？」

「……うん」

「わかったぜ」

「此この塚づか咲さく耶や？　聞いてますか？」

　言われて咲耶はハッと顔をあげた。

「あ、えっと……。ごめん。聞いてなかった」

「今週末、プールへ行って鋭気を養おうという話をしていたのです」

「うん。わ、わかった。プールね。行くわ」

「では、我がゲルツの技術の粋をこらして新たなプールを建設……、するには時間がないですね。中央街の公営プールへ行きましょう」

　ノエルは一瞬考えるように黙ってから、また口を開く。

「もう一人連れていきたい人物がいるのですが、大丈夫ですか？」

　咲耶は愕がく然ぜんとした顔でノエルを見ていた。

「ノエル、あなた、そういうふうに誘える人いたんだ……」

　かなり失礼な台詞せりふだった。

「どうでしょう。来てくれるかどうかわかりませんが、できればその方がよいと校紀隊保健マニュアル第四章に書いてあります」

「わたしはいいわよ」

　もちろん武たけ琉るにも異論はない。自分のためにこんな風に心を砕いてもらえることを嬉うれしく思ったほどだ。




　──その週末。

　同じ家からの出発のため、武琉は咲さく耶やとアーニャと三人で現地へと向かった。

　その先は屋外プールであるエーテルランドという場所だ。流れるプールやウォータースライダーなどもある夏の定番レジャー施設──らしい。

　その入り口には結構な人数がいた。

　少し早くついてしまった武琉は、そんな光景を見つつ手で太陽を遮る。

「今日も暑いな」

　アーニャはやや不思議そうに尋ねてきた。

「……そう？」

「そういや、前から思ってたんだけど、ずっとマフラーしててアーニャは暑くないのか？」

　尋ねると、銀髪の少女がとことこと近寄ってくる。無表情のまま近づかれると、何を考えているかさっぱりわからず、微妙に戸惑ってしまう。

　しかしアーニャが近づけばその意味がわかった。

「うお……。アーニャの近くはなんか、ひんやりしてるな」

「……うん」

　アーニャは銀髪を揺らしながら頷うなずいて、自らの腰に差してある《偽剣レプリカ》をみた。

「冷気を操ってるのか」

　もう一度頷かれた。

　それで夏場にマフラーか。

　さながら、冬場に暖房をガンガンに効かせてアイスを食べたり、夏場に冷房を効かせて毛布にくるまったりするような贅ぜい沢たくな使い方をしているようだ。

「便利だな」

「……まだ暑い？」

「少しな」

　アーニャがえいっと抱きついてきた。小さな身体がふれたところがひんやりと心地よい。

　まるで人の型をしたアイスノンだ。

　そのままアーニャは武琉を咲耶の方へと引っ張っていく。

「お、おい、アーニャ？」

　銀髪少女は咲さく耶やにぽふんと背を預けた。

　ぼうっとしていた咲耶が変な声をあげる。

「ひゃわっ！　な、なに!?」

「……これでみんな涼しい」

　武たけ琉るのすぐ目の前に咲耶がいた。至近距離で見つめ合う形になってしまう。

「なっ、えっ、あっ……。…………なんなのよ、もう……」

　咲耶が頰ほおを赤く染めながら、つつと視線をそらした。

　口元を隠すように指を当てながら、俯うつむいている。

　そこに涼やかな声が投げかけられた。

「お待たせしました」

　茶髪ツインテールの少女が颯さつ爽そうと歩いてくる。ノエルだ。

　そのやや後ろには初めて見る赤毛長髪の少女がいた。やや大きいサイズの紅あかいコートを羽織っている。

　黒いリボンが印象的だ。どこか引き締まった印象を感じさせる。

「初めまして。私はノエルの友人で、名はアウレーリア・シュトラウスと言う。練剣術科アルキミア高等部の一年だよ」

　そういって頭を下げた後、微笑ほほえむ。

「よろしく」

　すぐ近くで咲耶がつぶやいた小さな声が武琉の耳には聞こえた。

「…………妄エ想ア友達じゃなかったんだ……」

　──咲耶、さらりとひどいこと言うな。

　咲耶の言葉は聞こえなかったようで、ノエルが自然に口を開く。

「アウレーリア・シュトラウスは一年生ですが、現在の錬剣術科アルキミアではトップと言っても過言ではありません。錬剣術のみならず、薬学にも明るく、それらを合わせた発想や技術改良などで、いくつかの賞を貰もらっています。今日来てもらったのはそれが理由でもあります」

「うん。知ってる。私のことが好きだから呼んでくれたんだね」

　アウレーリアが言葉を投げると、ノエルがきっぱりと言った。

「違います。アウレーリア・シュトラウスは医療技術も持ち合わせているため、武琉に何かあったときのために来てもらいました」

　アウレーリアが楽しげに問いかける。

「そこに私への愛はないのかな？」

「ありません」

　きっぱり否定されたアウレーリアは、なぜか嬉うれしそうに笑った。

「よかった。ノエルのそういうところが好きだな。私は」

「それはよいことです。私もあなたの技能を好ましく思っています。お互いに必要なものを与えあえるのは、マニュアル的にも正しい関係かと」

　こんなことを言われてアウレーリアが怒るんじゃないかとひやひやしていると、アウレーリアはさらに笑みを深めた。

「そうだね。私は君にそういってもらえるのが一番嬉うれしいよ」

「それは重ちよう畳じようです。」

　続いてノエルがアウレーリアに武たけ琉るたちのことを紹介してくれた。




　武琉はプールの売店で水着を購入してから、更衣室で着替えた。

　更衣室から外に出ると、眩まぶしい陽ひの光が照りつけてくる。

　正面にある流れるプールの水面はその光を涼しげに反射させていた。

　その中で水着姿の男女が楽しそうに遊んでいる。

　見ているだけでどこか暑さが吹き飛んでいくような気がする。

　プールサイドを目を移すと、何かを待っている様子の人たちがいる。

　不思議に思ってその様子を見ていると、どうやら《偽剣レプリカ》をプールサイドに置いて見張っているようだった。

　確かにでっかい剣を持って泳ぐ訳にもいかないだろう。

　プール側の設備として武器保管庫があるが、高位の武器の安全は保証できないため持ち歩くこと。

　そんな注意書きを見て納得していると、更衣室のほうから咲さく耶やがやってくる。

「お、お待たせ」

　言うと咲耶は身体を隠すように両腕をおなかのところで重ねた。そのせいで逆に胸が強調されたように見える。

　桜色のツーピースの水着だ。

　あまりの可愛かわいらしさに一瞬目を奪われる。

「そ、そんなに見ないでよ……」

　咲耶は横を向きながらつぶやいた。武琉もあわてて視線をそらす。

「わ、悪い……」

「こちらを見てください。如月きさらぎ武琉。どうです？　似合ってますか？　我がゲルツの技術を凝らして作られた水着です」

　ノエルの言葉に嫌な予感を覚えつつ振り向く。

　ゲルツのことだ。どうせろくでもないものに違いない。武琉はそう思った。

「え」

　しかし、意外だった。

　ふつうに可愛かわいい。ごくシンプルな黒のビキニ。特に変な装いもない。ニーソックスすらも穿はいていない。スタイルの良さがよくわかる。

　思わず目が引き寄せられる。恐ろしく似合っているからだろうか。なかなか目が離せない。

　だというのに、見ているとどこか目がぐるぐるしてくる。

「この形状は人間工学エルゴノミクスの見地からみた、最高に私に似合う形状。人間の意識をとらえる形状なのです。色彩学フアルベレーレの権威が、私の肌の色、そして髪の色に似合う彩色を選びました」

「おお……。すごい、な？」

　よくわからんが、きっとすごいのだろう。

「さらになんと知覚心理学者と希き代たいの天才画家ゲニイ・マーラアの共同作業ツザンメンアルバイテン。如月きさらぎ武たけ琉る、ちょっと近くで見てください」

　ずずいとノエルが近寄ってくる。

　そのとき、武琉は気づいてしまった。

　ノエルの水着が通常のものではないことに。

「動いているように見えるでしょう？　目の錯覚を利用した騙だまし絵えです」

　水着が黒く見えていたのは細密で複雑な模様が組み合わさっていただけだったのだ。

「何の意味が!?」

　見ているだけで脳がおかしくなりそうだ。何も考えられなくなり意識が飛びそうですらある。

「ヤマトでは恋に落とすことを、懊悩させて殺害するライデン・テーテン、つまり悩殺するというらしいですよ」

「字面のままにとっちゃった……!?」

　武琉は戦慄を禁じ得ない。

　ゲルツ……恐ろしい国……！

「懸け念ねんを言えば、この作戦に、我が国の神の手を持つ医者ゴツツハントは最後まで反対していたそうです。『君たちは技術にとらわれ目的を見失っている』と」

「それは正しいぞ……！　でもその人に同意したくないっ！」

　たしか、スク水ニーソや裸パーカーを押していた男のはずだ。

「そしてこうも言ってました。『どんなに高い技術でも、それは正しい目的のために行使されなければならない。愛がなければならない。つまりニーソックスだ』と」

「同意しなくてよかった……！　途中まで理解できるんだが、最後だけ理解できない！」

「しかし、黒ビキニを推していた裏社会の首ボ魁スが、恐ろしいまでの黒推進派でして『黒は女を美しくする』とか。──そのせいでゲルツはほぼ内紛状態です」

「え……？」

「神の手を持つ医者と、黒ビキニ推進派のマフィアの首領が争いを始めたんです」

「え、いや。そんなことで……？」

「ええ。実は神の手を持つ医者は、ドイツ警察の権力者から現場の人間まで、今まで何人もの有力者を救っていたらしく、そちらに深いコネがあるらしいのです」

「ま、まさか……いや、まさかだよな」

　武たけ琉るは自らの想像を心のうちで否定する。いや、まさか、ありえないだろう？

「ええ。神の手を持つ医者サイドのドイツ警察と、裏社会の組織が今様々な策略を使い争っています。……幸い、まだ正面からの戦いには発展していませんが……」

「ニーソックスと、黒い衣装の争いで!?」

「ええ。だいぶ強引な手を使って、この黒ビキニは採用されたらしいです。『裏社会の人間は手段を選ばない』と警察側が憤慨しています。それゆえ、ここで結果を残し、ゲルツの内部崩壊を阻止することも私の役目の一つです」

　へえ、こんな服で、ねえ──。

　そう思って視線を向けると、またしても頭がぐるぐるしてきた。

　それ以上見ていたら頭がおかしくなりそうな気がして、ノエルから視線を外す。

　後ろからやってきていたアーニャとアウレーリアがいた。

「よ、よう」

　ノエルの暴挙と呼ぶべき衣装選択のせいか、二人の姿には安心感すら覚える。

　アーニャは白い水着でパレオを巻いている。アウレーリアは赤い水着の上からパーカーを羽織っていた。

　視界の外でノエルが『如月きさらぎ武琉。こちらを見てください。ほら、ほら』と言っている。

　と言われてもあのような冒ぼう瀆とく的なものを好んで見たいとは思わない。

　武琉は空耳だと自分に言い聞かせた。

　ノエルの声を遮断すると周囲から声が聞こえてくる。

「なあ、あの子たちめっちゃ可愛かわいくね？」

「マジだ……！　ってあれ、ヤマトの姫様に似て、いや、人違いだな。友達いなそうだもんな」

「声かける？　かけちゃう？」

　咲さく耶やたちに視線を投げかけてくる男たちだった。

　しかし。

「あ、あの茶髪ツインテの子も可愛い！　あれ、なんか目が離せない、ぞ……？」

「お、おう……。あ、あれ？　目が回ってき…………」

「…………くはっ」

　彼らはノエルの姿を目にすると、次々に頭を抑えて倒れていった。




　まずはゲルツの二人組が《偽剣レプリカ》の見張りということになった。何やらアウレーリアがノエルに尋ねたいことがあるらしい。見張りといっても置いてあるのはアーニャの湾刀シヤシユカ型偽剣だけだ。

　武たけ琉るは剣を持っていないし、咲さく耶やは手放すのを嫌がったためだ。咲耶は紐ひものようなもので水着にくくりつけていた。

　アーニャはとことことプールに近づいていき、縁のところでしゃがむと水面をのぞき込んだ。

「……おぉ。本当。氷が浮いてない」

　咲耶が苦笑しながら近づいていく。

「ふつうはそうなのよ。……でも、何をしたらいいのかしら」

　困ったようにつぶやいた。

「…………何をしたらいいんだろうな」

　自慢ではないが、プールなど学校の授業以外で来たことがない。おそらく咲耶も同じなのだろう。

「まあ、細かいことはいいから入ろうぜ」

　武琉はそういって水の中にダイブする。

　きらきらとした水しぶきがあがった。ひんやりと冷たい感触。強い日差しに暖められた肌に心地よい。

「ぷはっ」

　顔を左右に振って髪をぬらす水をとばす。

「咲耶とアーニャもこいよ。せっかくだし、楽しもうぜ」

　咲耶は眉根を寄せながらも、一度こくんと頷うなずくと、笑みを浮かべた。

　それから咲耶は決意するような声で口を動かした。

「……そうね。今日くらいは、楽しみましょう」

　つぶやいた咲耶の顔はとても真剣なものに見えた。まったくもってこういった遊ぶ場にはふさわしくない表情だ。

「…………うん。今日が終わったら、聞けばいいの、うん……」

　武琉は咲耶の様子を不審に思い、「何をだ？」と尋ねた。

「ううん。何でもないわ」

　咲耶は水の中に飛び込み、そのまま潜ってみせる。

「ん～っ！　気持ちいいっ！」

　咲耶は両手をあげて叫んだ。

「ほら、アーニャもおいでっ」

　未いまだに不思議そうに指先でプールをつついているアーニャを、咲さく耶やが引っ張り込んだ。

「……わぷっ」

　そんな声をあげながらアーニャが水の中に沈んだ。

　しかしいつまで立っても浮かんでこない。かと思うと、咲耶が斜めに傾かしいで水中に引きずり込まれていく。

「わ、わひゃぁっ」

　よく見れば、アーニャが潜水したまま咲耶の足を引っ張っていた。

　そのまま二人はじゃれあいだす。

「く～！　よくもやったわねっ！」

「……お返し」

「ほら、武たけ琉るもおいでっ！」

　咲耶が手をさしのべてくる。

「おう」

　水をかき分けて二人に近づいていく。

「えーい！」

　そういって武琉に水をかけてくる咲耶は、どこか無理しているように見えた。

　それが気のせいだといい──そう願いながら、武琉は水をかけ返した。




「ふー。楽しかった」

　武琉たちはしばらく遊んでから荷物の場所に戻った。

　ノエルとアウレーリアはベンチで何かを話していた。

　ノエルはこちらに気づいたようで金色の髪を揺らし視線を向けてくる。

「此この塚づか咲耶、少しはマシな顔になったようですね」

　それを聞いたアウレーリアが驚いたようにノエルを見た。

　咲耶は弱々しく微笑ほほえみ言葉を返す。

「うん。今は楽しむって決めたから」

「最近、何か悩んでいたようで気にかかっていました」

「……うん。ありがと。まだ解決したわけじゃないけどね」

「此塚咲耶、その悩みは、はヤいー、いいえナインで決められるものですか？」

「……うーん。どうかしらね。決められると言えば、決められる、かも」

「そうですか。なら、まだ悩むようならコレを放って決めればいいのです」

　ノエルが一枚のコインを手のひらの上に置いた。冗談ととったのか、咲耶が笑う。

「あは。でも、大丈夫。今日中に何とかなる予定だから、気にしないで」

「で、あれば良いのですが……」

「それより、ノエルも遊びましょ。アウレーリアさんもっ！　……あ、でも、誰か荷物見てなきゃいけないわよね」

　咲さく耶やが困ったように周囲を見回す。

「だったらオレが見てるよ。みんなで行ってくるといい」

　武たけ琉るは安あん堵どしつつ言った。最近咲耶の様子はなぜか変だった。今も少し無理をしているように見える。だが、だいぶマシにはなっている。このまま元気になっていって欲しい。

　咲耶が遠慮するように周囲を見た。

「でも……」

「オレはちょっと疲れたから、休みたいんだ。行ってこいよ」

　そんなふうに言いながら、武琉は咲耶を手で追い払ってみせる。

　アウレーリアが口を開く。

「それでは、私も見ているよ」

「二回連続で見張り番なんて、申し訳ないわよ」

「いいから。私はその後で遊ばせてもらうとするよ。それに如月きさらぎくんは体調が良くないんだろう？　ちょっと様子が見たいんだ」

　言われて咲耶は渋々頷うなずいた。

「そういうことなら……」

「さあ、アーニャ・イリンスキー。此この塚づか咲耶をつれて行きますよ」

「……ん」

　ノエルとアーニャが咲耶の手を引っ張ってプールへと向かっていく。

「ちょ、ちょっと!?　わたし後ろ向きなんだけど!?」

　咲耶は後ろ向きに歩かされながら、少々気がかりそうに、武琉を見ていた。

　咲耶たちはそのままプールの中に消えていく。

　プールサイドには武琉とアウレーリアだけが残された。




　咲耶たちの姿が見えなくなったとき、ベンチに座ったままのアウレーリアはぽつりとつぶやいた。

「如月くん、大丈夫かい？」

「ああ。ちょっとだるいけど、それくらいだよ」

　そういいながら、武琉はベンチに座った。

「……そうか」

　アウレーリアはつぶやいてから立ち上がると、武琉の前に立った。

「──えっ？」

　そして突如、押し倒してくる。

　赤髪が夏の日差しを受けながら揺れた。さわやかな香りが広がる。

　ベンチの上に倒れる武たけ琉るに、アウレーリアが覆おおい被かぶさるような状態。

「え、ちょ!?　アウレーリア!?」

「失礼するよ」

　アウレーリアが武琉の身体に触れてくる。

「こういうのは、もっと順序を踏んでからっ……！」

「何を夢見る乙女みたいなことを言っている。それともウブなネンネか？」

　アウレーリアが武琉の肩を押さえながら口元で笑う。アウレーリアの頰ほおを伝う汗が武琉の胸元に垂れる。

「おとなしくしていたまえ。悪いようにはしない。すべてを私に任せるんだ」

　アウレーリアは武琉の腕をとった。ひんやりと冷たい指先が武琉の手首に触れる。

「……いったい、何をっ」

「何って、診察だが？」

「…………え？」

　武琉がぽかんとしていると、アウレーリアは「くく」と笑った。

「襲われるとでも思ったかな？　尤もつともそう思われていることに気づいてはいたけどね」

「…………まじか」












　武たけ琉るは恥ずかしくなって顔を横に向ける。

　すると、アウレーリアの太ふと股ももがちょうど顔の位置にあった。形の良いおしりを包む水着に、武琉は少しどきどきしてしまう。

　アウレーリアは苦笑しながら口を開いた。

「……うん。気になるのは仕方ないんだが、あまり見ないでもらえると嬉うれしいな」

「わ、わるい」

　言われて武琉は顔を背ける。

「……ふふ。君が悪い人間じゃなくて安心した」

「え？」

「だってそうだろう？　君の立場なら暴君になれるよ。多くの人がそうなってしまうと私は思う。ならないのは人の良い人間か、とんでもない臆病者さ。そして君は臆病者ではないだろう」

「……ええっと」

「希少で有用なヤマトの血脈だ。さらに君は強くもある。女生徒に手を出し放題、そして威張り放題。権力者に取り入ることもできるし、そうすれば多くのことはもみ消せる。どんな最低なこともできるだろう」

「……んなこと、するかよ」

　武琉がつぶやくとアウレーリアが小さく笑う。

「うん。だと思うよ。そのような悪行三ざん昧まいな人間ならば、私の太もも程度で照れたりはしないだろうしね。君がそういう人間で良かった」

「……どういうことだ？」

「ノエルがひどい目にあっていないということさ。それに今の話を聞いて、君自身に興味が出てきた。あとでちょっと話したいことがある」

「え」

「ああ。勘違いしないで欲しい。恋愛的な興味ではないよ。杞き憂ゆうかもしれないが、君についての心配事だ」

　言うとアウレーリアは武琉の胸の上に手を置いた。ゆっくりとなでるように確かめるように手が動く。

「ちょっ……。くすぐったい……っ」

「暴れないでくれ。よくわからなくなる」

「おう……」

　アウレーリアは眉をひそめ、「む」とうなった。

「エーテルの流れが悪いかもしれない。……ちょっと失礼」

　赤髪が武琉の胸に触れる。さらりと心地よい感触。そのままアウレーリアは武琉の胸板に耳をくっつけた。

「ふむ、ふむ……なるほど……。少々音も弱いな」

「どうなんだ？」

　アウレーリアは耳を離してから口を開いた。

「…………ああ、もう身体を起こしていいよ。だいたいわかった。だが、今は気にしなくていい」

「え？」

「なんと言おうか……。まず、命の心配はないから、そこは安心していい」

「い、命以外の心配はあるのか？」

　アウレーリアは悩ましそうに顔をしかめて言う。

「まあ、あるといえばある。……うーん。いや、気にしすぎなくていい。ただ今言うことではない、そんな感じだよ。今はこの場を楽しみ、帰りに病院へ寄ればいいことかな。そこでキチンとした検査を受けるといい」

「そうか……」

「本当に心配はしなくていいんだ」

　アウレーリアは困ったように言った。

「……そうか。わかった。ノエルがつれてきた人が言うことだしな。信用するぜ」

「助かるよ」

「そういえば、さっきオレに話したいことがあるって言ってたよな。アレは何なんだ？」

「昔私にあった出来事が、今の君にも発生する可能性がある。だから、そうだね、私は君に自分を重ねている部分があり、忠告をしておきたい、というところか」

　話が要領を得ず、武たけ琉るが眉をひそめる。

「ただ、私が嫌な気分になりたくないというだけの話さ。たとえば、ある日私が詐欺か何かに騙されたとしよう。同じ間違いをするかもしれない人間が目の前にいたら、忠告したくなるだろう？　見過ごしたら私はちょっとだけ嫌な気分になる。そういう単純な話だよ」

　アウレーリアが指を一本たてて言った。

「まず、人を信用してはいけないよ」

「え？」

「信じるならばノエルのような人間がいい」

「えーと……」

　やや具体性を欠いた忠告に武琉は眉をひそめる。

「難しいな。なんて言えばいいんだろう。……うーん。裏切られても気にしないように、かな」

「何が言いたい……？」

「たとえば、誰かが誰かに好意を示すのは、その好意の見返りが欲しいからだ。そして感謝の意を示すのは、その恩恵をまた受けたいと願うからだ。人間なんて言うのは、そんなものなんだと私は思っている」

「……ふむ」

「そういった人間は君が思っているよりずっと多いよ。だからあまり気を許す範囲を広げてはいけない。気を許すべき人間以外を迂闊に信用すると、裏切られて大きな痛みを負うことになる。今の君の立場は、少々覚えがあるんだ。周りの人間を信用しないほうがいい」

「咲耶もアーニャもノエルもいい奴らだよ。クラスのやつらもな。だから、大丈夫だ」

「だが──」

　アウレーリアが言い掛けたところで、声がかかる。

「おまたせー！　アウレーリアさん、ごめんなさい。次は荷物は私が見ておくわ」

　咲耶たちがこちらへ向かって歩いてきていた。

「……そうか。助かる。──ということらしいよ、ノエル。何かしたいことはあるかな？」

　アウレーリアはノエルに尋ねた。

「ふむ……。私が気になっているのは、ウォータースライダーとゴムボートです」

「どっちがいいかな？　ちなみに私はどちらでもいい」

「……そうですね。困ったことにマニュアルがありません。こういうときは」

「ああ、いつものアレか」

　アウレーリアは頷うなずくと、財布から取り出した硬貨をノエルへと放ほうった。

「ありがとうございます。アウレーリア・シュトラウス。表ならウォータースライダー。裏ならゴムボートで」

　ノエルは受け取った硬貨を空に弾く。武たけ琉るはそれを見るとふとこの世界での初戦闘を思い出した。アレはノエルとの戦いで、開始の合図がコインが落ちたら、だったはずだ。

　ノエルはコインを隠していた手を持ち上げる。

「ふむ。裏ですね。ではゴムボートで遊びましょう。如月きさらぎ武琉──」

　アーニャがノエルを見ながら、「……ごむぼーと」とつぶやいた。

　武琉は苦笑しながらいう。

「アーニャ、行ってきていいぜ」

　銀髪少女は素早く武琉を振り返った。

「…………！」

「ではアーニャ・イリンスキー、行きましょう」

「…………行く」

　アーニャは軽い足取りでノエルについていった。

　次に残されたのは武琉と咲耶だった。

　咲さく耶やが近づいてきてベンチに座る。武たけ琉るの隣ではなく、一人分あいた距離だ。

　そのまま二人は黙りこくった。

　最近、沈黙が重い気がする。なんと話しかけていいかわからない。今まで咲耶にどんなふうに話していたのか思い出せない。

　意を決して武琉は口を開いた。

「あのさ」「あのね」

　同時に咲耶も声をかけてきた。二人の間に沈黙が戻ってくる。

「ええと、な。…………大丈夫か？」

　武琉が口に出したのは何のひねりもない言葉だった。

　咲耶はしばらく黙った後つぶやく。

「……わかんない」

「そうか」

　また沈黙。

　風が頰ほおをなでていく。

「何か、あったら、言えよな」

　しかし咲耶はその言葉には答えない。

　ヤマトの少女が切り出したのは、別の話だ。

「たとえばね」

「おう」

「ずっと、ずっと欲しかったものが、手に入ったの」

　咲耶が武琉の顔を見て言った。

「よかったじゃん」

「今まで望んでも叶かなわなかったものだった。でも、手に入ったそれはとても危ういバランスの上に成立していたの」

　声のトーンが低く悲しげになっていく。

「ああ」

「……このままじゃ、いけなくて。だけど触れたら壊れてしまいそうで」

　咲耶の切実な声に、武琉は黙る。

「だから、できるならなかったことにしたいことがあるの」

　その声には若干の迷いがあったように聞こえた。

「……でも、そのままじゃいけないんだろう？」

「うん。そうね。いけないわ」

「だったら、行くしかないだろ」

「わかってるわ」

　咲さく耶やは強い想いを感じさせる声で言う。それから首を横に振った。

「この話は、やめましょ？　──せっかく今は限られた楽しい時間なのだから」

「……ああ。んじゃあ、元気出せよ。今だけでもな。気になって仕方がない」

「ふふ。わたしが元気ないと気になっちゃうんだ？」

　多分、わざとだろう。いたずらっぽく問いかけてくる咲耶に、武たけ琉るは間髪入れず答えた。

「なるよ」

　咲耶が目を大きく開いた。

「そ、そーなんだ……」

「……何焦ってんだよ？」

　武琉が言うと咲耶はあわてて立ち上がる。

「わわ、わたしっ、飲み物買ってくるっ！」

「あ、ああ……」

　勢いよく駆け出して行く咲耶の後ろ姿を、武琉は目で追った。

「…………なんなんだ、いったい」

　それから武琉は咲耶たちとめいっぱい遊んだ。

　こんなふうに遊んだのはいつ以来だっただろうか。少なくとも不思議な力を手に入れる前のことだ。あの頃は友人もいた。武琉は彼らを信じていた。だから、こんな力を得てしまったのだと相談した。

　本当の友人ならば隠し事はしてはいけないと思った。それは彼らに対する裏切りだと武琉は思ったからだ。

　また、武琉は、きっと彼らは裏切らないと信じていた。

　だけど待っていたのは、彼らの恐怖と忌避だった。そのときの心臓の痛みを武琉は今でも覚えている。

　それ以来武琉は友人を作ることをやめた。

　人と関わることを諦めた。

　だけど今は違う。

　今まで不要だと思っていたこの力が、今は楽しい時間をくれている。

　そのことを考えるとつい頰ほおがゆるんでしまった。





　　　　　◆　◆　◆






「もう暗くなっちゃったわね」

　プールの外に出て、咲耶がつぶやく。

　夕方という時間はとうに過ぎ、時刻は八時に差し掛かろうとしていた。

　夜空が近く、星がくっきりと浮かび上がって見える。

　瞬く星明かりの下で、咲さく耶やが両手を広げてくるりと回った。その姿は星空の中で踊っているようにすら見えた。

「……楽しかったぁ」

　ヤマトのたった一人の女の子の声には、昼の余韻が残っていた。

「こんなの、初めてだったわ」

「……おう。オレもだ」

　ノエルが少しだけほっとした口調で言う。

「ならばよかったです」

　アーニャの足取りもどこか軽いように思える。

「……また、みんなで来よう。そのときは、妹も連れてきたい」

「だな」

「ええ。そのときはぜひ、ゲルツ首脳の方々にさらなる策を講じてもらいましょう。アウレーリア・シュトラウスも、よければ手伝ってください」

「……仕方ないな。私の能力が必要ならいつでも付き合おう」

　武たけ琉る、ノエル、アウレーリアが頷うなずいてみせた。

　咲耶だけが何も言わず寂しそうに微笑ほほえんだ。

「…………咲耶？」

「ううん。できたらいいわね」

　言ってから咲耶は真剣な表情になって、固い声を出した。

「…………ね、武琉。今夜、二人で話がしたいの」

「……おう？」

「これ以上は、もう無理なの」

「え？」

　何の事かわからず武琉は聞き返す。しかし咲耶は答えず、口の中で何事かをつぶやいた。

「……大事になればなるほど、後がつらくなるから」

「……咲耶？」

「ううん。ごめん。気にしないで」

　それから咲耶は黙りこくったまま何も言わなかった。




　帰り道の途中で、武琉たちはアウレーリアと別れた。

　そのあと、彼女の忠告に従い、病院へ行くことになった。

　しばらく街中を歩くと大きな敷地を持つ病院が見えた。神霊中央病院エーテル・ホスピターレという、若干胡う散さん臭くささを感じる名称だ。だが、この名称を武琉が胡散臭く感じるのは、元の世界の知識のせいだろう。

　真っ白な病院。その正面口はまだ開いていた。

　武たけ琉る、咲さく耶や、ノエル、アーニャの四人で病院の中へと入る。

　清潔感のある白い壁で覆われた場所だ。

　武琉たちは受付を終えて、待合室でしばらく待っていた。

　すると、女性の看護士がやってくる。

「如月きさらぎさん、如月武琉さんはいらっしゃいますか？」

　咲耶たちに向かって武琉は告げる。

「んじゃ、ちょっと行ってくる。遅くなりそうだったら、先に帰っててもいいから」

　咲耶は頰ほおを膨らませて言う。

「帰らないわよ。いいから、さっさと行ってきなさい」

「おう」

　言って武琉は進み出る。看護士が歩きながら口を開いた。

「まず、問診と簡単な検診を行います。それから必要であれば専門の科に案内することになりますが、よろしいですか？」

「はい」

　武琉は看護士に案内されるまま、ついていった。




　まず武琉は腹の出た中年の医師から診察を受けた。医師は武琉に質問を加えてきた。答えていくにつれて、だんだん険しい顔になっていく。

　そして、別の科へ案内された。




　薬を飲まされ、見たこともない器具を使った検査が行われた。

　告げられた結果は、決してよいものではなかった。

　武琉はさして広いとはいえない診察室にいた。同じ国の人間であり、武琉の身元引受人でもある咲耶も呼ばれている。

　白衣を着た顔色の悪い医師が二人の前にいた。

「如月さんは、突発性エーテル閉塞障害ですな」

　聞き慣れない言葉に武琉と咲耶は眉をひそめる。

「ああ、失礼。エーテル欠乏症によく似た症状の病気ですな」

　エーテル欠乏症──それはアーニャの妹がかかった、とエリヴィラが偽っていた病だ。

「体内でのエーテルの生成が極端に難しくなる、ということですな」

　咲耶が愕がく然ぜんとした顔でつぶやいた。

「それって……」

「これは非常に強力な偽剣レプリカ使いや《神域封剣レグナーレ》使いにしか起こらない病なんですよ。如月きさらぎさんは最近、突然強く、今まで使ったこともないほどのエーテルを使ったと問診で仰おつしやいましたね。原因はおそらくそれですな」

　レナードとの戦い、そして何より《グラウィス》を折られたロザリンドとの戦い。あのとき、かつてないほどの力が身体から吸い上げられた感覚があった。

「身体のエーテルを生成する細胞が急速な使用にびっくりしたのですな。すると、身体を守るためにエーテルの生成を邪魔するんですな。多量に吸い上げられすぎるのは、異変が起こったと判断するのです。本来は身体を守るはずの機能が、おかしく働いてしまったということですな」

　言われて武たけ琉るは固い声で返す。

「つまり……？」

「如月さんは二度とエーテルを使えない──」

　言われながら武琉は頭の中が真っ白になった。

　医師の言葉を遮るように咲さく耶やが叫んだ。

「ちょ、ちょっと待って！　な、なんで……？　それは、どうしようもないの……？　う、噓うそでしょう……？」

　今まで疎んできた力ではある。けれど、今ここで突然なくなると言われても、嬉うれしいという気持ちはまったくなかった。

　強く重たい負の感情が胸の中に渦巻く。

　この力がなくなってしまったら──。

　武琉の大会での勝敗に、咲耶の国の進退がかかっているというのに。

　武琉が今の調子でレナードと再び戦えば、勝てないだろう。更に、体調も日に日に悪化している。

　──このままだと。

　咲耶の願いが、叶かなえられなくなってしまう。

　この世界で武琉のために動いてくれた少女の願いが。この力を見て初めて祖父以外で受け入れてくれた女の子の願いが、叶えられない。

　それが何よりも痛い。

　咲耶がギリと歯をかむ。

　そして、立ち上がった。

「咲耶……？」

　咲耶はそのまま武琉の頭を自らの胸に抱き抱える。

「…………武琉」

　柔らかな胸の感触と、咲耶の暖かさが伝わってくる。

　それを見て医師は咳せき払ばらいをした。

「待ってください。二度と使えないと言われていたのは、数年前の話です。今はなんとかする方法もあるのでご安心を」

「なっ……！」

　咲さく耶やがバッと飛とび退のいた。顔が首筋まで真っ赤になっている。

「今までこの病にかかった強者たちは二度と戦えなくなってきました。ですが、近年になってこの病気の治療法を発見したんです。ただ──」

　武たけ琉るは眉根を寄せて尋ねる。

「ただ？」

「これは個人個人に合わせて薬を調整しなければならないので、大変時間がかかります」

「時間は、どれくらいかかるんだよ」

「大体、早くても三ヶか月げつほど見ていただきたい」

　三ヶ月。

　武琉の次の試合が二週間後なのだ。そこで勝てなければ、ヤマトは滅びてしまう。

　武琉は喉の奥から声を振り絞って尋ねる。

「…………なんとか、ならないのか？」

　しかし医師はにべもなく答える。

「無理ですな」

　武琉はそんな医師に頭を下げる。

「……頼む。再来週の土曜までに……治して欲しい」

「ふむ……」

「オレにできることなら、何でもする。だから」

「残念ですが、医師に時間は操れないもので」

　顔色の悪い医者は残酷に宣言した。

　武琉が試合に出られることはないと。

　即すなわち、ヤマトを救うこともできないという事だった。






│三章│病






　フェリックス・ハーンの思考は、幼い頃より争いを忌避していた。

　産まれたときからだったのかもしれない。

　三歳の頃には、言い争う両親を見て耐え難がたい気持ちになっていたように思う。

　そのとき両親に対して抱いた感情を今でもフェリックスは覚えている。




　──争うぐらいなら死んでしまえばいいのに。




　それを誰しもが持つ感情だとフェリックスは思っていた。

　だから幼少の頃よりフェリックスは目の前で起こる争いを、力を以もつて鎮めてきた。

　四歳の頃には飛行機のおもちゃをとりあって争う同級生を殴って黙らせた。

　七歳の頃にはかけっこの優劣で争う二人の足をへし折り、争いをなくした。

　それでフェリックスの心の平穏は保たれた。

　そうしなければいけないという、強い使命感すらあった。

　だが、八歳を少し過ぎた頃に気づく。

　この気持ちは、おかしいんじゃないのか？

　だから彼は正反対の人間を目指した。凶暴な自分の心を抑え、紳士的な人間になりたいと願った。

　だけど目の前から争いを消し去りたいという強い気持ちは決してなくならない。

　抗あらがうことなどできないほど、強い気持ちだった。

　ある日、フェリックスの元にある組織から勧誘があった。

　それは両親が協力者となっている組織だった。

　入ってみればその組織には熱心な信奉者がたくさんいた。彼らは両親と同じ熱に浮かされたような目をしていたように思う。

　フェリックスは組織に入ってからいくつかのことを知った。

　この組織がとても力のある──そう、そのあたりの国よりも軍事力を有する場所であること。そして、世界の各地に協力者がいることに。

　それらのすべてを使い、崇高な目的のために邁進していること。




　──人類救済会議。




　彼はその組織に入れたことを誇りにすら思っていた。





　　　　　◆　◆　◆






　武たけ琉るが突発性エーテル閉塞障害と診断されてから三日が経たった。

　三日も経ったというのに、咲さく耶やはまだあのことを尋ねることができていない。

　その咲耶は今、武琉の病室の前に暗い顔で立っていた。

　額を押さえ眉根を寄せて考える。

　──なんで訊きけないのかしら？

『あなたは何で、ヤマトにあるはずの《神域封剣レグナーレ》を──《龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎ》を持っているの？』

　そう、尋ねるだけだというのに。

　その質問をしようとする度に、身体がふるえる。口がうまく動かなくなる。

　心は知りたいと叫ぶのに、なぜか身体が拒否している。

　そんな感覚を覚えていた。

「聞かなきゃ、いけないけど……」

　ぎゅっと目をつむる。

「でも、しかた、ないわよね……」

　咲耶はつぶやきをもらす。

「だって、入院してる人にそんなこと聞けないもの」

　そう思うと、ぎしぎしと軋きしんでいた心が少し軽くなった。

「うん。そうよ。聞くのは武琉が元気になってから」

　──まだ聞かなくても大丈夫。違う。今は聞かない方がいい。そうに違いない。

　きっとそうだ。

　安あん堵どの混じった吐息をつく。後回しにすると決めただけで心が楽になった。

「それがいいわ」

　そのとき、突如背後から声がかけられた。

「何が、それがいいわ、なのですか？」

「ふぇ!?」

　咲耶は跳ね上がってから後ろを振り返る。背後にいたのは茶髪ツインテールの少女だ。

「の、の、ノエル!?」

　ノエルは心配そうに、咲耶の顔をのぞき込むようにして告げる。

「大丈夫ですか？　如月きさらぎ武琉も心配ですが、此この塚づか咲耶、あなたも心配です。平時と比べて反応が変化しています。何か悩み事があるならば聞きますよ」

「……大丈夫よ」

「もし必要があればゲルツの専門家の紹介も致しましょう。精神科医プスユヒアータアからコーチングの国家資格取得者までご用立てできるかと」

　咲さく耶やが眉根を寄せて返す。

「ノエルの、心配しすぎよ」

「そんなことはありません。あなたは若くして重たい責務を負わされています。そのような状態であれば精神にかかる負担は相当なものになると、役職者向けのマニュアルにもあります。そういった場合自身のメンタルのケアも重要な仕事となります。くれぐれも、ご無理はなさらぬよう」

　ノエルのその言葉に、咲耶はほんの少しの微笑ほほえみを浮かべた。

「………………うん。ありがと」





　　　　　◆　◆　◆






　──そういやオレ、入院なんて初めてだな。

　武たけ琉るは病室のベッドに身を横たえていた。

　代わり映えするものが何もない。ここには雲すら流れていない。気づかないほどの遅さで落ちていく太陽くらいだ。

　そんな陽ひの光をただ眺めていた。

　そこにノックの音が室内に響く。

「どうぞ」

　言うと、扉が開いた。現れたのは咲耶とノエルだ。

「調子はどう？」

　咲耶の気遣う言葉に武琉は笑みを返す。

「おう。元気元気。すぐに退院してやるさ」

　咲耶は弱々しく笑い返した。

「……そう。すぐに……できたらいいわね。うん。そうよね」

　そんな咲耶の後ろからノエルが顔を出す。

「如月きさらぎ武琉、差し入れです」

　ノエルはそう言って缶入りのオレンジジュースを手渡してきた。

「さんきゅ」

　武琉はその缶ジュースに手を伸ばし、銀色のタブに指をかける。

　開けようとしてつるりと指がすべった。

「……あれ」

　もう一度開けようと試す。

　だけどまたしても失敗。

　何度も指がすべってしまう。

　まるで寝起きのように指に力が入らない。

「…………悪い、ノエル。開けてもらってもいいか？」

　ノエルは険しい顔をしてから、頷うなずいた。

「ええ、もちろんいいですよ」

　ノエルはカシュっと音を立てて缶ジュースを開けてみせる。

「開きましたよ。如月きさらぎ武たけ琉る」

　武琉は受け取って口をつける。

「さんきゅ。──うまいな、これ」

　不意に、咲さく耶やが武琉に近づいてきた。

「武琉、これ」

　咲耶が見せてきたのは、古びたお守りだった。

「……おばあさまがくれたお守り。中に、なにかのお金がいれてあるの」

「なにかの？」

「うん。ヤマトの言葉で書かれてるんだけど、いつ、何に使われたのかはよくわからないの」

　いいながら咲耶が中から取り出したソレは、武琉も見覚えのあるものだった。それは鈍い輝きを放つ銀色の硬貨。

「これ。もしかしたらお金じゃなくて、ゲームか何かのコインかもしれないわね」

　武琉の知っている百円玉と何ら変わらない。少し錆さびが浮いていることくらいだろうか？

「この昭和？　というのは、よくわからないんだけど……」

　咲耶が手にとって武琉に裏表を見せる。裏には『１００』と『昭和』の文字と年数。表には花の柄。

　おそらく、武琉が生きてきた現代日本の通貨。

「これはね、絵柄が桜なの。ヤマトの象徴。わたしのお守り。だから、ね、武琉。武琉に持っていて欲しいの。はやくよくなるようにって」

　武琉は息をのんでつぶやいた。

「どうして、これがここに……？」

　咲耶が昭和を知らないということは、この世界に昭和はなかったという意味だ。なのに存在する百円硬貨。

　ということは、武琉と同じように世界を渡ってきたモノかもしれない。

「咲耶、これは、本当にヤマトの通貨じゃないのか？」












「…………ええ。調べたけど、これが使われた記録は、ないわね」

「これの入手経路は？」

　武たけ琉るは咲さく耶やの目を見つめながら尋ねた。咲耶は困惑したように眉根を寄せて答える。

「おばあさまが、渡してくれたの。それ以外は、さっぱりわからないわ」

　武琉がここに来たということは、過去にも同じような人間がいても不思議ではないのかもしれない。

　別に会いたい訳ではない。向こうに帰りたい訳でもない。ただなんだか気になる。そんな気持ちの悪さが武琉の中に渦巻いた。

　──もし、咲耶のばあさんに会うことがあったら、聞いてみるかな。

「と、とにかくっ！　これ、私のお守りだから、武琉に受け取って欲しいの」

　そういいながら咲耶は百円硬貨を古びたお守りにしまって、武琉の手においた。

「ありがとう。そんな大事そうなもん渡してくれんのは、すげえ嬉うれしい」

「そ、そう？」

「でも、咲耶が持っててくれ」

　咲耶の手にお守りを返す。

「…………そう」

「大丈夫だって。すぐ元気になるから、もうちょい待っててくれ。試合までには、きっと」

　武たけ琉るが言うと、咲さく耶やは首を横に振った。

「それは無理よ」

　──早くても三ヶか月げつ。それがここの医師の見立てだ。

「ヤブなんじゃないかと思って調べたの。他国の病院などにも電話をして尋ねたわ。しかしどこも、半年以上かかるという見立てだったの」

　つまりここにはだいぶ優秀な医師が集まっている。それでも、無理、ということだ。

　武琉はぎゅっと唇をかみしめた。

「……そうか」

「如月きさらぎ武琉。元気を出してください」

「あ、ああ。ありがと──」

「大丈夫です。今、ゲルツ上層部が、如月武琉が元気になる方法を考えてくれています」

　──今、なんと言った？

　嫌な予感が頭をよぎる。

「…………やめさせてくれ、今すぐに」

　ノエルがどんと、というか、たゆんと、豊かな胸をたたいて告げた。

「遠慮なんて水くさいですよ。如月武琉。ゲルツの本気を見せてあげます」

「違う！　決して遠慮なんかじゃない……！」

　いい予感がしないだけだ。

「ふふ。如月武琉も意外と遠慮深いところがあるんですね。ヤマトでは遠慮と謙遜は美徳と言うらしいですね。でも、似合ってませんよ」

　ダメだ。武琉の拒否が何も通じていない。

「『わかってます』みたいな顔で言いやがって……！」

「大丈夫です。我が国のトップエリートを信じてください」

「そいつらは、信じられることを今まで一つでもやったのか？」

「ええ。彼らは今まで信ずるに足ることしかしていません」

　きっぱりというノエルに、武琉は沈んだ声で返す。

「余計に信じられなくなったぜ……」

「では明日を楽しみにしていてください」

「明日なんて来なければいいのに」

　武琉はわりと本気でそう言った。




　しかし明日は来た。

　最初にやってきたのは咲耶とアーニャだった。

「ノエルが何するかわからないから」とは咲耶の言葉だ。『ゲルツの本気を見せてあげます』というノエルを警戒している様子である。

　やや遅れてノエルがやってきた。

「…………え？」

　そのゲルツ人の少女を見て咲さく耶やがポカンと口を開いた。

「如月きさらぎ武たけ琉るをゲンキにさせるために、考案された衣服です。似合いますか？」

　ノエルは、黒を基調としたナース服を着ていた。通常のナース服とはどこか違う。ナース服と軍服を足して二で割ったようなイメージ。

　そしてなぜか、赤い十字マークの入った黒いトランクを持っている。

「ふふ。見とれてしまいましたか？　いいんですよ。如月武琉。これはあなたのために作られた服です」

「……そういや、内紛はもう大丈夫なのか？」

　武琉はちょっと気になって尋ねた。こんなナース服を考える会議なんかしていて問題ないのだろうか？

「ええ。ご心配ありがとうございます。この、黒ナース服とニーソを組み合わせた服装を採用することにより、お互いに理解をしあい、握手までしたという話です」

「そんなもので!?　っていうか、どういうことだよ……！」

「それどころか、さらに絆きずなは強固になりました。元々は仲の悪い組織同士でした。警察と裏社会の組織ですから、当たり前ですね。しかし、上層部の考えは、下部にも伝わります」

「ま、まさか……」

「二つの組織は強固に繫つながりあいました」

「警察とマフィアが!?　一番繫がっちゃいけないところだよな……!?」

「その警察とマフィアの奇跡のコラボレーションでできた、この黒ナース服を、よく見てください……」

　きっとその奇跡は世間じゃ癒着と呼ばれる現象だ。

　ノエルが武琉に近づいてくる。

　咲耶はあまりのむちゃくちゃな内容にか、ポカンと口を開いていた。

　アーニャはいつも通り無表情で見つめてきている。

　ノエルが武琉のベッドに腰を下ろした。

「……どうですか？　似合いますか？」

　ノエルは恥ずかしげに笑う。その笑みが非常にかわいらしくて、心臓が高鳴ってしまう。

「お、おう……」

「可愛かわいいですか？」

　ノエルが大きな翠玉エメラルドの瞳で武琉を見つめてくる。

「……か、かわいい、ぜ」

「で、でれでれ禁止──っ！」

　咲さく耶やがそう叫んだ。

　そこではたとノエルの動きが止まる。

「そうでした。実は二人の分も用意してあるんです」

　ノエルは立ち上がり、入り口付近に置いてあった赤十字の黒いトランクを開く。

　中に入っていたのは、ノエルと同じ衣服だ。

「どうぞ」

　言われるままに、アーニャが黒ナース服を手に取る。

「……ん」

　しゅるりと音を立ててマフラーを外した。制服の上に手をかけ、ぺろりとめくりあげる。

「ちょ、アーニャ、何やってるのよ……！」

「……武たけ琉るが、この服、かわいいって」

「っっ……！　で、でもここで着替えなくたって……」

「……ほかに、着替える場所なさそう」

　咲耶はおろおろと周囲を見回す。

「……そう。そうよね。ほかに着替える場所ないし、武琉もかわいいって言ってたし……」

　咲耶は顎あごに手をあてて、ぶつぶつと何かをつぶやきだした。

「し、仕方ないわよね。仕方ない。そう。仕方ないの。だって武琉、病人だし。だったら看護しなきゃいけないし。それなら、こういう服を着るのが普通だもの。うん。そうよ。そうに違いないわ」

　などと謎の言葉を言っている。

「おい。咲耶……？」

「た、武琉はあっち向いててっ……！」

「ええ、えええ……？」

「はやくっ！」

「わ、わかったけど……」

　武琉が背中を向ける。すると。ぱさり、ぱさりと服を脱ぎ捨てる音が聞こえてくる。

「…………なんでこうなった」

　ちょっと意味がわからない。噓うそだ。ちょっとどころじゃなく、すごく意味がわからない。

　それから少しして、声が聞こえた。

「も、もういいわよ」

　言われて振り返ると、三人の黒衣の天使がいた。

　黒のナース服。これはありかもしれない。

「ど、どうかしら？」

「…………あ、ああ」

「かっ、かわいい？」

　なんていったものか。確かに可愛かわいい。非常に可愛いことは認めよう。しかし、こんなふうに顔を真っ赤にして、恥ずかしそうに横を向いて、でも目だけは武たけ琉るをちらちらと伺っている咲耶を目の前にすると──。

　本当に可愛すぎて、逆に言いづらい。

　だが、咲さく耶やは何かを期待した目で武琉を見ている。

「か、かっ、……かわいい、……よ」

　顔をそらしながら言う。普段使わないような言葉遣いになってしまった。

　首筋まで熱くなっていく。

　言われた咲耶は両手を頰ほおにあて、にへ、と笑う。

「かわいい……。かわいいって、言ってもらった……。ふふ、ふふふ」

　銀髪の少女が口を開く。

「……私は、どう？」

　アーニャはちんまりした看護士さんになっていた。子供のおままごとのような雰囲気すら感じる。

「ああ、よく似合ってる。可愛いよ」

　武琉がそう言うとアーニャは表情をかえないまま、両手をぎゅっと握った。

「…………よかった」

　そんな二人に向かってノエルが告げる。

「では、お二人にはこれからゲルツ流看護殺法についてお教えいたしましょう」

　ノエルは、ふふんと鼻を鳴らし、一冊の分厚い本を取り出した。

　──というか、殺法ってなんだよ。看護なのに殺すのかよ。前もゲルツ流恋愛殺法とか言っていたし。物騒な奴やつらだ。

　ノエルが本の内容を説明しだす。

「この本には様々なことが詳細に記されていますが、これを今すぐ覚えるのは少々大変でしょう。いえ、もちろん私は覚えていますが。──ですので、必要最低限の箇所を教えていくとしましょう」

　それは以下のようなものだった。

『「はい、あーん」は基本』

『身体をさすりながら痛いのトンデケー』

『膝枕で耳かき』

　などなど。

　やはりゲルツは何かがおかしい。

　咲さく耶やが叫ぶ。

「ひ、膝枕!?　そ、そんなの破廉恥だわ……」

「では、私にお任せください。膝枕耳みみ搔かきはゲルツ会議でも、高いポイントを得られると予想されております」

「だ、だめ。そんな破廉恥なの、任せられないわ……。み、みんなやりたくないだろうし、し、仕方ないわね。わ、わたしがやるわ……」

　咲耶が両手をぎゅっと握りながら言う。するとアーニャが挙手をして口を開いた。

「…………わたしもやりたい」

　三人は暫しばらく言い合っていた。だが結局じゃんけんで決めるという。

「それでしたら、ゲルツにもあります。シュニック・シュナック・シュヌックのことですね」

「……ウチにもある。かーみいぇに・のーじゅにつーい・ぶまーが。ルシアではそう言う」

　何やらやたら可愛かわいい発音が聞こえた気がした。

「じゃあ、行くわよ」

　咲耶がそういってぐーにした手を振り上げると、ノエルが口を開いた。

「申し訳ありませんが、二人とも。この場は私が勝たせていただきます」

「──ずいぶん余裕ね？」

　訝しげに咲耶がノエルを見つめる。

「……これに読み合いなんか、必要ない。……結局あるのは33％の勝利」

　じゃんけんは、グー、チョキ、パーの三つしかない。どれを選んでも勝率は同じだ。

「負けないわ。じゃあ、行くわよ。じゃーんけーん──」

「シュニック・シュナック──」「かーみいぇに・のーじゅにつーい──」

　誰も合わせる気がないのか、三者三様のかけ声がぶつかりあう。

「ぽん」「シュヌック」「ぶまーが」

　咲耶がちょき。アーニャは言ったとおり、ぐーを出した。そしてノエルは。

「何よそれ」「……？」

　親指とそのほかの指の先端をふれあわせ、丸を作っていた。

　ノエルは口元に勝利の微笑ほほえみをたたえて告げる。

「どうやら私の勝ちのようですね」

「だから、何なのよ、それ」

「これは、井戸です」

「はあ!?」

　叫ぶ咲耶に、ノエルは胸を張って答えた。

「井戸は石とハサミと火に勝利し、紙に敗北する、一番勝率の高い手札です」

「…………また知らないものが出てきたわ。なに、火って」

「火はハサミを熱で曲げ、紙を燃やすことができます。でも石と井戸には負けます」

「ず、ずるいわ。何それ、今考えたでしょう!?　反則よ、反則！」

　咲さく耶やに反則扱いされ、ノエルは両手をふりながら弁明する。

「ち、違います。此この塚づか咲耶。このノエル、マニュアルを曲げるなどということはしません。きちんとゲルツのシュニック・シュナック・シュヌックじゃんけんではあるのです！」

　咲耶は考え込むように腕を組み、アーニャに顔を向けた。

「むう……。でも、アーニャのところにもないわよね？」

「……ない」

「じゃあ、井戸と火、禁止で」

　咲耶が言うと、ノエルは不承不承といったふうに頷うなずいた。

「…………むう。わかりました。ではそちらに合わせましょう」




　そして現在。

　病室には武たけ琉るとノエルの二人きりだ。

　ノエルと咲耶とアーニャの間で何らかのとりきめがあったのか、現在は席を外している。

「さあ、如月きさらぎ武琉。遠慮せずにどうぞ」

　白いベッドの上にノエルが正座している。武琉の頭のすぐ隣だ。それだけでノエルの、どこか柑橘系シトラスを思わせる香りがした。

「だ、だが……」

「せっかくわたしがじゃんけんで勝利し、膝枕を獲得したのです」

　ずい、とノエルがそのまま膝を前に出す。

　ノエルはもう一度言った。

「如月武琉。どうぞ」

　その声には有無をいわさぬ力があった。しかし、武琉は胸を押さえながら言葉を返す。

「いや、大丈夫だ。それよりベッドから降りてくれ」

「嫌です」

「え」

「降りさせるためには、早く耳みみ搔かきを終わらせてしまったほうがいいですよ？」

「ぐ」

　それでも武琉は動かない。

「……もうっ」

　じれたようにノエルは、武琉の頭を優しく両手で包み、自分の膝の上に置いた。

　ノエルの香りが強くなる。頭の後ろに温かく、そして柔らかい感触が伝わってくる。心臓がどくんどくんと脈打ちだす。

「さあ、横を向いてください」

　もう、このまま任せてしまってもいいかな、という気分にすらなってくる。これがゲルツの恋愛殺法か。──なかなか、やりやがる。

「…………仕方ないな」

　武たけ琉るはそのまま横を向いた。すると頰ほおに、ノエルの太ももの感触があった。ナース服越しの太もも、しかし、その裾が少しまくれあがっており、ニーソとの間の領域が少し露出している。頰にぴとりと張り付くようなすべすべの心地よさが伝わってくる。

「……ふふ。そうです。素直になりましたね。如月きさらぎ武琉」

　ノエルが武琉の耳を手でもみもみともんでくる。柔らかな指先が耳をほぐしていく。

「少し、堅くなっていますね。まずはよく揉もみほぐしてからです」

　ノエルの少しだけひんやりとした指が耳の中をなぞっていく。

　普段触られない場所だからか、非常に感覚が鋭くなっている。触られてもいない背中がゾクゾクしてくる。

　ノエルが身体を動かした。瞬間、蠱こ惑わく的てきな香りを感じたような気がする。

「……く」

「どうですか？　如月武琉。声、出ちゃってますよ」

「…………言ってない。何も、言ってない」

「そうですか。ふふ」

　ノエルは前まえ屈かがみになる。ノエルの呼吸が、吐息が耳にかかる。

「…………ッ」

「ふぅ……」

　ノエルが温かな吐息を耳にかけてきた。

「………………ぐ」

「武琉の耳は、なかなかきれいですね」

「なら、掃除する必要なんかないだろ」

「いいえ。それでも掃除は必要ですよ。じっと、していてくださいね」

　いつの間にかノエルは耳みみ搔かきを持っていた。耳搔きの先端が武琉の耳に触れる。

　カリカリと耳の中に音が響く。

「どうですか？　それとも、私の指の方が心地よかったですか？」

「……いいから、早く終わらせてくれ」

「ええ。丁寧に丁寧に、掃除させてもらいますね」

「そんなこと言ってな──」

「おとなしくしてください。如月武琉。耳がどうなってもよいのですか？」

「ぐ……」

　現状、耳の中に耳みみ搔かきが突っ込まれている。この状態であまり暴れるのは、怖い。

　武たけ琉るは身体から力をくたりと抜いた。

　武琉の頭がより深くノエルのももに沈み込む。

　するとノエルが忍び笑いをもらした。

「そうそう。それでいいんです。しばらくの我慢ですよ」

　それからしばらくノエルに身を任せた。

　かりかりという音が耳の中にこだまする。ノエルの棒が奥の方をかりりと刺激する。

「……んっ」

　武琉が身体をついふるわせると、ノエルもみじろぎした。すると武琉の頭がさらに深く沈む。ノエルのももの間に片頰ほおを挟まれてしまったような体だ。

「この体勢はちょ──っ」

「動かないでください」

「…………わかった」

　動かない、というよりも、動けない。

　どんどん精神が消耗していく感覚がする。

　このまま心地よさにゆだねてしまいたいくらいだ。












　気がつくと身体から力が抜けていた。

「うん。えらいですね」

　ノエルが片手で武たけ琉るの頭をやさしくなでさする。

　ノエルが穴に入れていた棒を抜いた。

　それから吐息がかかるくらいに顔を近づけて。

「──ふぅ」

　息を吐いた。耳の穴に涼しい空気が入り込んでいく。ゾクゾクが止まらない。

「ぐっ……！」

　先ほどまで耳を刺激され続け、鋭敏になってしまった感覚がその吐息の感触を強く伝えてきた。

「……は、あ。やっと、終わった」

　武琉が安あん堵どの吐息を漏らすと、ノエルは微笑ほほえみながら告げた。

「さあ、次はもう片耳です」





　　　　　◆　◆　◆






　その数日後に、神剣刀争ベルム・ラミナの三回戦の第一戦目が行われた。

　神剣刀争の準々決勝からは《神域封剣レグナーレ》使い同士の戦いが始まる。

　その国の格付けを決める、今まで以上に重要な戦いになるため、たくさんのお偉いさんが見に来るらしい。

　お偉いさんの予定など様々なものが関わってくるため、若干変則的なスケジュールになっていると咲さく耶やから聞いた。

　本日、オリヴィアＶＳノエルの戦いが行われる。

　なんとノエルはまだ本戦を勝ち残っているのだ。

　そして、武琉とフェリックスの試合は翌週にある。またゲルツとルシアの《神域封剣》使いの試合も同じく翌週だ。

　咲耶とリンディア代表の試合は翌々週といった具合だ。

「……がんばれよ」

　武琉は病室でモニタを見ながら、画面の中のノエルに声援を送った。

　ノエルはなかなかの健闘を見せたものの、敗れてしまった。





　　　　　◆　◆　◆






　その日以降も、武琉の病室には様々な人が来た。

　ある日、ノックもせずに誰かが扉を開いた。

　オリヴィアだ。

「ハーイ。如月きさらぎ武たけ琉る。元気でしたカ？」

　白い病室はオリヴィアの輝かんばかりの金髪が存在するだけで、その様子を豪華に一変させたような気がする。

　いつもと変わらぬオリヴィアの様子に、武琉は苦笑した。

「……元気に見えるか？」

「ノン！　しかし如月武琉。早く身体を治すことデス。これかラ、きっと何か楽しいことが起こりマス。今までなかったような心躍る出来事ガ」

　オリヴィアは口の両端をつり上げた。

　爛らん々らんとした瞳で武琉を見ている。

「……何のことだよ？」

　オリヴィアは自信満々に胸を張った。

「ワカリマセン」

　それから更に笑みを深める。

「ワタシの予感。外れたことないんですヨ？　きっともうすぐ何かが起こル。何かガ」

　武琉は言葉の続きを待つ。

　やや間があって、オリヴィアは唐突に口を開く。

「マァ、それはいいデス。──最近とても暑いデス。ダカラワタシ、涼しいトコロに行きたくなっテ、試合を早めてもらいまシタ」

　先ほどの話は終わりということだろう。それに予感の話など聞いても仕方がない。

「……試合を早めるとか、できるもんなのか？」

　尋ねるとオリヴィアは力強く頷うなずく。

「相手は偽剣レプリカ使いデス。勝ちが確定した試合デス。ダカラ、大丈夫デシタ。ソレニ、ワタシがお願いすれば大体のことは許されマス。前に暇つぶしに校舎を一つ消し飛ばしたときモ、謝っただけで大丈夫デシタ」

「!?」

　さらりととんでもないこと言いやがった。暇つぶしに校舎壊すとか自由すぎるだろ。

　オリヴィアが得意げな顔でいう。

「誠意があれバ、大体のことは大丈夫デス」

「……ええと」

　ここまで自信満々に言い切られてしまうと、少々反論しにくい気もする。だが、絶対そんなことはない、と武琉は思った。謝れば何でも許されるなんて今日び小学生でも言わないだろう。

「正直に話せば、大丈夫……？　いや、それは噓だろ。さすがに」

「ワタシは『ゴメンナサイ』と正直に話して許されまシタ。ナゼカ？」

「本当は許されていなかった説を推したい」

「ノン。なぜならバ、ワタシがこの《焰獅剣（えんじけん）レーヴァテイン》を抜いたカラ」

「脅迫だ!?」

「ツマリ、ワタシが『オネガイ』をすれバ大抵のことは許されマス」

「お願いって言ってるだけで、ただの脅迫じゃねーか……絶対許されてねーよ。それ」

「ＨＡＨＡＨＡ！」

　そういえばオリヴィアはこの世界の《神域封剣レグナーレ》使いの中でも、別格の存在だと聞く。

　その力を遺憾なく発揮しすぎである。

「お、おう……。そうなのか」

「というワケデ、しばらく旅行に行って雪と戯れてキマス。デハ、お元気デ」

　オリヴィアはシュタッと手をあげて、武たけ琉るの返事も待たずに背を向けて歩きだした。

「フリーダムすぎる……」

　オリヴィアは病室の扉を開いたところでくるりと振り返って武琉を見た。

「ソウソウ。レンのことデス」

「レン──レナードか」

「そうデス。アレを打ち破るとハ、ヤハリアナタはワンダフルでス。さらニ、レン自身も更に面白くなりましタ。アナタに関わったおかげデ」

　オリヴィアは指を二本ピッとたてて武琉に向かって振ってくる。

「アナタは更に興味深くなりまシタ。──デハ」

　オリヴィアは今度こそ振り返らず、そのまま歩き去った。

「…………扉くらい閉めて行けよ」





　　　　　◆　◆　◆






　オリヴィアが現れたすぐあとのことだった。

「体調を崩したと聞いたが、大丈夫か？」

　銀糸の髪をした美少年。背はやや高く均整のとれた身体つき。落ち着きのあるテノールの声でいいながら彼は病室へと入ってきた。前はただひたすら冷たいだけだった声の中に、少しながら気遣いが含まれているように感じられた。

　レナード・ルクレール。

　ラナダの王子で、少し前に戦った《神域封剣》使いだ。

　武たけ琉るの表情には自然と笑みが浮かんだ。

「よお。レナード。久しぶり──ってほどでもねーか」

　レナードの後ろからひょこり、と茶髪を二つに結んだ中等部の少女が現れる。毛先がゆるゆると弧を描くような、かわいらしい髪型だ。

「きき、きっ、如月きさらぎ先輩。お久しぶり、で、ござい、ますっ──」

　首筋を真っ赤にしている。なにやら声のトーンがやけに高かった。

「ああ。ロザリンド。……おまえ、そんな口調だったか？」

「え、あっ、うんっ。元々こんな感じだよっ!?」

「早速違ってるじゃねえか。──にしても、顔赤いな。風邪とかか？　ああ、それで病院に来たのか」

「ち、ちがっ──」

　ロザリンドは手をわたわた振って混乱状態だ。

　それを見てレナードが、ふ、と軽く笑いをもらす。

「ロザリー。少し落ち着きなさい。ほら、ここに来る前に君が買ってきたものがあるだろう？」

「あっ」

　ロザリンドは慌てながら、後ろに回していた手を前に出す。フラワーバスケットが握られていた。

「えっと、あのですね。殺風景だと寂しいかなって……。ここに置きますね」

　ロザリンドはベッドの近くの棚の上にフラワーバスケットを置く。

　花の甘い香りが漂ってくる。黄色、赤、紫など色とりどりの花があった。その周囲は小さな白い花で彩られている。

「綺き麗れいだろう？　それは、先ほどロザリーが自分で花を選んで作ってもらったものなんだ」

「に、兄様！　黙っててください！」

　ロザリンドが二つに結った髪を跳ねさせ叫ぶ。しかしレナードはどこ吹く風とこれを完全にスルーしていた。

「ありがとな。ロザリンド」

　武琉がそう言って笑いかけると、ロザリンドの顔がさらにぶわぁっと赤くなった。

「はうっ！」

　ロザリンドは両手で顔を覆い隠した。

「それとロザリー」

「は、はい、兄様」

「あとアレもあるじゃないか。鞄かばんの中」

「あっ」

　ロザリンドが腕にひっかけていた手提げ鞄かばんの中から小さな包みを取り出す。

「こ、これ、よくうちで焼いてるんです。メープルクッキー。よかったら、その……」

　ロザリンドが包みをこちらに手渡そうとする。持つ手がふるえていた。

　受け取ると中から花とはまた別の甘い香りが漂ってくる。食欲を刺激する香りだ。

「いま、食べてもいいか？」

「どど、どうぞっ」

　中を開くと星や丸、ハートなどの様々な形のクッキーが出てきた。その一つをつまみ、口の中へと放る。

　さくりと心地よい音がした。自然な甘みが広がる。甘みがほろほろ口の中で溶けていく。

「うまいな。これ」

　武たけ琉るが笑うとすぐ近くにいたロザリンドが額に手をあてて、「はきゅう」と謎の声をあげてくたりと座り込んだ。

「…………ロザリンド。やっぱり調子悪いんじゃないか？」

「うう……大丈夫だよ、です……」

「そこに椅子があるから、座ってろよ」

「……はい」

　ロザリンドはよろよろと立ち上がり椅子の方に歩いていく。椅子にちょこんと座った。












　レナードが武たけ琉るに向かって声をかけてくる。

「さて、一応私は君の見舞いに来た。だが、それ以外にも用があってね。君ともう一度話がしたいと思っていた」

　武琉は眉をひそめてレナードに聞き返す。

「……オレと、話？」

「そうだ」

　レナードは武琉の身体を頭から足まで眺めてから告げる。

「その身体では今すぐに役立てることはできないかもしれない。だが、一応伝えておこう」

「いったい、何の話だよ？」

「以前、私と君が戦ったあと、君がロザリンドと戦ったときに気になったことだ」

「ん……？」

「君は強かった。君の攻撃は素晴らしい威力だった」

　レナードが武琉の目を見つめながら真摯に告げる。

「君の中には、私のこの、陽ひ喰はみ《ハティ》、月喰つくはみ《スコル》に決して劣らぬ剣が眠っていた。人の中に剣が入るなど、なぜ、そのようなことになっているのか私にはわからない」

　言ってレナードは悩むように、自問自答するように続ける。

「アレは、もしかしてヤマトの《神域封剣レグナーレ》なのではないか？　君が、ヤマトが隠していた秘密兵器だとしたら……、いや、今この段階になって出すのはおかしな話だ」

「……？」

「いや、言いたくないのなら、言わなくても構わない」

「いいや、よくわからないが違うと思うぜ。実際、オレはここのヤマトと何の関わりもないしな」

　武琉の言葉にレナードは一瞬だけ動きを止めた。

「……まるで、ここではないヤマトがあるような言い方をするな、君は」

「あるっていったら、どうする？」

　武琉が少々のいたずらっけを込めて言うと、レナードは考え込むように言った。

「まさか。この世界には、そんなものが存在できる場所はない。いや、もしその可能性があるとしたら……ありえないことでは、ないのか？」

「……信じるとは思わなかったぜ」

「信じたわけではない。だが、そうだな。如月きさらぎ武琉、君は《神域封剣》という名前の意味を知っているか？」

「お？」

「実はこれらの剣一つ一つの中に別の世界があると、《神域封剣》が発掘された遺跡に書いてあったらしい」

　レナードは思い出すように視線を少しだけ上に向けて言った。

「剣の中に、異世界か？」

「ああ。神が存在する領域だ。そういった場所を神域と呼ぶ。その神を神域ごと剣の中に封じ込め、あふれ出る力を兵器として利用したものが、この剣だ。つまり、神域をその身に封じる剣──」

　レナードがじっと武たけ琉るの目を見つめて告げた。

「《神域封剣レグナーレ》」

「…………なるほど、な」

「だから、剣の中に別の世界があるという話が本当ならば、それ以外に別の世界が存在しても不思議ではない。仮定の上に仮定を重ね、飛躍させた信しん憑ぴよう性せいのない理論ではある。確かめようがない上に、笑いたくなるくらい荒唐無稽だ。だが、それを言えばこの剣自体、過去の人類から見れば荒唐無稽な代しろ物ものだろうな」

「つまり？」

「純粋な可能性は否定できないが、信じるには値しないということだ」

　レナードはきっぱりと言ってから、しばらく間をおいて口を開いた。

「……だが、もし君がそうだと言うのなら、私は信じる」

「……そうか」

「さて、その話も気にはなるが、話を元に戻そう。君がとてつもない剣を持っていることが、今は重要だ。その剣の力は素晴らしかった。──だが、まだ足りない。君はその恐ろしい力を扱い切れていない」

　武琉が眉をひそめる。レナードは全く気にせず言葉を続けた。

「そうだな。例えるならば」

　レナードが窓の外をちらと見る。

　窓の外では太陽が明るく暖かな日差しを送り続けてきていた。

「君は、アレだ」

「…………太陽？」

「そう。君は圧倒的な力を持つのに、分散させてしまっている。ただ漏れ放たれる力に任せて攻撃してしまっている」

「…………ふむ」

「だが、もしあの周囲すべてに降り注ぐ拡散された力を一点に集めることができたら、どうだ？」

　──どんな金属、どんな鉱物も溶かし尽くすことができる。

　レナードが武琉の瞳を見つめながら言った。

「私の暗黒極光剣ノワール・リユミエールや闇黒特異点オプス・フエールのように、力を操り、収束させると比べものにならない威力になる。君もそれができるようになるといい」

　そこで一旦言葉を止めてから、レナードが人差し指を立てた。

「もう一つ。技と同様に、君自身のエーテルも垂れ流しだ。そちらも自らの体内で練り収束させろ。身体能力も跳ね上がるはずだ。────恐ろしいことに、今よりも更にな」

　武たけ琉るが鼻を鳴らす。

「……いいのかよ。そんなこと教えちまって。オレたちは一応敵なんじゃないのか？　おまえはネオリカ側で、オレはヤマト側だ」

「ネオリカではない。ラナダのために私は行動している。それに、な。如月きさらぎ武琉。君にはどこまでも強くなっていって欲しい。誰も届かない高みへと上って欲しい」

「せんせいみたいな言いぐさじゃねぇか」

　いつの間にかレナードは獰どう猛もうさを含んだ──それでいて子供のような無邪気さも併せ持った笑みを浮かべていた。

「強くなった君と戦い、私は更に強くなる。君に抜かれても、すぐに君を抜き返そう」

「…………くはっ。そう、だな。おまえはオレ一人先に行かせちゃくれないよな。すげえ楽しみだ」

　武琉も獰猛な笑みで笑い返す。

「私は君とならどこまでも行ける気がする。この胸の高鳴りは、子供のころ以来だ」

「……ああ」

　武琉がついつぶやきをもらす。

「身体が治ったら、訓練するといい。必要であれば私が付き合っても構わない」

「…………いいや、勝手にやる。おまえの力は借りない。そんで、びっくりさせてやるよ」

「それは楽しみだ。では、話は終わりだ」

　そう言ってレナードが武琉に背を向ける。

「もう帰るのか？」

「元々君にそのことを伝えに来ただけだからな。それとも、看病や励ましの言葉でも欲しいのかな？」

「いらねえよ」

「ああ、私たちは友達ではないからな。そういうのは、此この塚づか咲さく耶や嬢にでも頼むといい。違うか？」

「違わないな」

「さて、ロザリンド。そろそろ行こう」

「はいっ！　兄様！」

　レナードは病室から去り際に一言残して、帰って行った。

「養生を心がけることだ。決して無む茶ちやはしないように」

　レナードたちが帰った後、武たけ琉るはぽつりとつぶやいた。

「…………結局、心配してんじゃねえか」

　嫌な気分は、しないけれど。
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　先日オリヴィアに敗北したノエルは、なんてことのない様子で病室に顔を出した。

　武琉はその様子に少し迷ってから、声をかけた。

「その、残念だったな。昨日──」

　ノエルは目を丸くして尋ね返してきた。

「何のことですか？」

「試合だよ、試合」

　言われてノエルは、ぱちぱちと瞬まばたきをした。

「ああ。そのことですか。ですが、残念なことは何もありませんよ」

「そう、なのか？」

「偽剣レプリカ使いは《神域封剣レグナーレ》使いに勝てない。当たり前のことです。だから、あの戦いは元々負けて当然でした」

　強がりでも負け惜しみでもなさそうな口調だ。言葉の通りノエルは最初から勝つ気などなかったのだろう。

「……そうか」

「だからマニュアル的にも何の問題もありません。それどころか、あそこまで勝ち残るだけで、目的は十分達されたとさえ言えます」

「そういうものか」

「ええ。だから、如月きさらぎ武琉。何も気にすることはありません。それと、朗報です」

「朗報？」

「もしかしたら、試合までに、あなたの身体をなんとかすることが可能かもしれません」

　ノエルの言葉に武琉はつい身体を乗り出す。

「ほ、本当か!?」

「あくまで、『わずかに可能性があるかもしれない』という程度の提示ですが」

「い、いや。それでも十分だ。助かる！」

　ノエルが何かを言おうとしたところで、扉をノックする音がした。

「あ、ああ。誰か来たみたいだ。入ってもらっていいか？」

　武琉はノエルが頷うなずくのを見てから「どうぞ」と声を出す。

　武琉が言うと、入ってきたのは赤髪のゲルツの少女──アウレーリアだった。

「見舞いにきてくれたのか？」

「残念ながら違うかな。どちらかといえば治療だよ」

　アウレーリアは大きな茶色のトランクを持っていた。武たけ琉るの近くまでトランクを持ってやってくると、口を開いた。

「ノエルに感謝をするといい。彼女がゲルツ本国にかけあってくれたから、私が治療する許可が下りた。研究目的という建前はあながち噓ではないけどね」

「あ、ああ。……もしかしてアウレーリアが、治してくれるのか？」

「そうだよ。だけど、間に合うかどうかは、わからない。君に合わせた薬を作るのに時間がかかる。それだけでおそらく試合に間に合わない可能性もある」

「……そうか」

「けれど、私は私の持つ全力を尽くそう」

　アウレーリアは力強く頷うなずいてみせる。

　だが、ここにいるプロの医者でも無理なことを、錬剣術科アルキミアトップとはいえ一介の女学生が行えるものなのか？

「アウレーリアはそんなにすごいのか？」

「それほどでもないさ」

　首を横に振るアウレーリアの後ろから、ノエルが説明する。

「アウレーリア・シュトラウスは、突発性エーテル閉塞障害についての世界的権威です」

　ノエルは一度区切ってから言葉を続けた。

「アウレーリアは十五歳のときに、今あなたがかかっている突発性エーテル閉塞障害の薬の改良によって賞をもらいました。それ以降も数々の栄誉ある賞をとり、国に認められる専門家となったのです。実は彼女は名家の生まれなのですが、今では自身の実力によって周囲に自らを認めさせているのです」

　転落からの再生か。

「……それは、すごいサクセスストーリーだな」

「はい。彼女は天才です。今武琉が罹り患かんしている病は、彼女そのものがマニュアルです。彼女がどうにもできないなら、きっと誰にも無理です」

「ありがとうな。ノエル。アウレーリア」

　言うとアウレーリアは眉をひそめてからつぶやく。

「感謝はノエルにして欲しいな。私は私が必要とされたから、行うだけさ」

「……それでも、助かる。ノエルもアウレーリアもありがとう。頼んだ」

　武琉がアウレーリアとノエルに頭を下げると、ノエルは一つ頷いてから告げた。

「では、私は二人に飲み物を買ってきます」

　そういって茶髪ツインテールの少女は部屋から出ていく。

「アウレーリアは、すごい奴だったんだな」

「……そうでもないさ」

「オレは、周囲に再び認めさせることなんてできなかったよ」

　過去、現代日本でのことだ。不可思議な力を得た武たけ琉るは友人に化け物扱いされた。あのときは再び認めさせることなんて考えられなかった。ただ関わらないように距離をとっただけだ。

　──再び輪の中に入れるなら、きっと入りたかった。

「違うよ。如月きさらぎくん。私は、ノエルが言ったような大層な者じゃない」

　アウレーリアが思い出すように窓の外の、遠くを見た。

「私の家は政治家の家系でね。名家といってもよかった。それで学校などでもわりと目立っていて、人気者だったと言っていい。だけどある日、父が逮捕されてね。まあつい最近政敵の工作だったという判決が出たから、実は冤罪だったんだけどね」

「そうか……」

「当時はそれから一気に転落さ。今まで仲良くしていた人間も手のひらを返した」

「…………つらかったな」

　武琉は自分の過去を思い出しながらつぶやく。

　あれは、心にくるものだ。

　アウレーリアが目を丸くした。

「意外だ。如月くんが、こういったことに理解を示すなんて。ノエルから聞いた話だと、もっと前ばかり見ている人間かと思ったよ」

　武琉は窓に視線を向け、遠くを見ながら言った。

「まあ、オレも似たようなことあったんだよ。……大したことじゃないけどな」

　アウレーリアは「……そうか」とつぶやいたあと、話を続けた。

「それからは友人と一緒に何かをすることもなくなってね。とてもたくさんの時間ができてしまったんだ。だから私は研究しかすることがなかった。そこでちょっとした発見をしたら、大々的に認められたんだ」

　寂しそうにアウレーリアは告げる。

「よかったじゃんか。すげえよ。それは、オレにはできなかった」

　アウレーリアは首を横に振った。

「いいや。そのとき私がどういう気持ちを抱いたか、君に伝えよう。実はこの辺りのことはあまり他人に言いたくはないのだけど、なんというか、君を放っておきたくないんだ」

　何が言いたいかわからず、武琉は眉をひそめる。

「どういうことだ？」

「私が抱いた気持ちは、不信だよ。人間なんか信じられるか、とね。あんなものはサクセスストーリーでもなんでもない。元々の友人などは家柄目当てで集まってきていただけの集団で。ちょっと失敗したらすぐに打ち捨てる。そして、次に成功したらまた態度を変えたのさ」

　確かにそういう考え方もできるが──。

「…………それは」

「次に私が失敗したら、彼らはまた私を貶おとしめるだろうね。そして、君は今そのようなことが起こり得る立場にいる。君に流れる血を、みなが有用だと思うから君は尊重される。しかし、それが逆に働いた時、転落するだろうね」

　ああ、これは、そうか。

　プールのときの話の続きか。

「だから、あまり周囲の人間に期待を持たないで欲しい。私は君が裏切られたときに負うだろう痛みは理解できる。あれはつらいものだ。私は過去の私に君を重ねている。だから、君にあの痛みを味わって欲しくないと思っているのさ」

「…………あんた、いい人だな」

　武たけ琉るが言うと、アウレーリアは露骨に嫌な顔をした。

「やめてくれ。私は私のためにやっているだけだ。君がそうなったとき、私が嫌な思いをしたくないだけだよ。なぜ放っておいたのか、ということに加えて、昔のことを思い出して、ほんの少し嫌な気分になる。そうなりたくないから肩入れしているだけだよ。私は誰の味方にもなりたくない」

　武琉が言うと、アウレーリアはわずかに頰ほおをゆるめた。

「…………ああ。あの子は、特別だよ」

「特別？」

「昔は、仲が良くなかった。私も別に好きじゃなかった。だが、お互いに能力だけは認めていたのさ。そして、私の父が冤えん罪ざいで捕まってからも彼女だけは態度が変わらなかった。彼女は家柄や噂に判断を狂わされない。そこを私は気に入っているのさ」

　アウレーリアは寂しげな声でつぶやく。

「でもふつうはそうじゃない。だから、人は簡単に裏切るということを想定した上で動いた方がいいと、私は思う」

　それからアウレーリアは少し怒ったように言った。

「だいたい君は警戒心がなさすぎる。私が敵で、君に毒でも飲ませようとしていたらどうするんだ」

「でも、敵じゃないって言ってただろ？」

　アウレーリアは『度し難がたい』と言わんばかりに頭を抑えながら口を開いた。

「敵が、『はい、私は敵です』と言いながら現れるとでも思っているのか。本当の敵はね、味方みたいな顔していることが往々にしてあるんだ。君はそれを知っておくべきだ」

　アウレーリアは顔をしかめたまま言う。

「……今渡すのは、非常にタイミングが悪い気がする。だが、渡しておくものがあるんだ」

　いいながらトランクの中からアンプル容器に入った液体を取り出す。

「これは突発性エーテル閉塞障害を促進させるものだ。突発性エーテル閉塞障害は初期段階では薬の効き目がない。だから、ある程度病状が進行していなければならない」

　真剣な目で武たけ琉るを見てくる。

「もちろん飲むと危険が伴う。病状が進みすぎて死に至る可能性もある。私は急いで薬を作るが、間に合わないかもしれない。だが早急に快復させるためには必要なものだ」

　アウレーリアの細い指がアンプル容器を武琉の手に置いてくる。

「飲むか飲まないかは君に任せる。だが、大きな危険を伴うことを知っておいてくれ。リスクについてこれから説明しようと思う。──って、ああ───っ！　なんでもう飲んでるんだ君は!?」

　武琉は顔をしかめながらつぶやく。

「ちょっと苦いな、これ」

「さっき人を簡単に信用するなと言ったばかりだろう!?　それにリスクが──」

　武琉はアウレーリアの紅あかい瞳を見ながら言った。

「んなもんどうでもいい。リスクなんか上等だ。だってこれしかないんだろう？」

　咲さく耶やの大事なモノヤマトを救うための方法は。

　だったら決まってるじゃないか──。

「あ、れ──？」

　突如、頭の中から眼球が圧迫されるような感覚が襲ってきた。

　頭の中がぐるぐると回っていく。視界もぐにゃりと歪ゆがむ。

　アウレーリアの平へい坦たんな声が聞こえた気がした。




「──君は人を信用しすぎる」




　武琉の試合が行われる四日前。

　如月きさらぎ武琉の意識は刈り取られた。

　そして、彼は意識不明の状態になり、翌日も目覚めることはなかった。
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　アウレーリアは一人で歩いていた。












　太陽ひが落ちてきて、赤く染まった街だ。

「やあ、いい夕焼けだね。まるで君の髪のように美しい赤だ。アウレーリア・シュトラウス。久しぶりだね」

　中折れ帽をかぶった灰髪の少年がが薄笑いを浮かべながらアウレーリアの名を呼んだ。

　アウレーリアは目を細めて言った。

「…………フェリックスか。本当に久方ぶりだ」

「ああ。君が人類救済会議に入ってくれたのも、ちょうどこんな夕焼けの日だったね」

　言われてアウレーリアは渋い顔になる。

「あまり、思い出したくないな。昔のことは。私にとって忌むべき思い出だ。だが、アレがあったからこそ今の私があるんだと思うと、感謝したほうがいいのかな」

「へえ？」

　アウレーリアは冷たい声で告げた。

「君たちは、いいや、私たちは盲目の豚だ」

「おや、君自身もか。人々が愚かであることは、ボクも同意だけどね。彼らは何もわかっていない。ボクらと違ってね」

「ふん。自分だけが賢明でありたいなんて、それこそ狂気の沙汰だよ」

　フェリックスがそれを聞いて肩をすくめてみせる。

「人々は冤えん罪ざいの父を責め、私を責めた。彼らはその口で私を、わずかな成功で褒ほめ称たたえたのさ」

　アウレーリアは目を細める。

「そのときに私は『会議』に入りテロリストの仲間になっていたというのにね。彼らは何も見えていなかった。目の前にあるものすらね。周囲に誘導された認識を考えることもなく受け入れていた。これはまさに盲目の豚じゃないか」

「かもしれないね。ふつうの人たちは」

　少年はバカにするような口調で言った。

「フェリックス。君の認識が誰かに誘導されたものではないと、どうして言える？」

　フェリックスは手首を顔の前で振った。

「確証の得られないことで思い悩むことほど無駄なことはないだろう。アウレーリア？」

「私は他人の思惑に乗せられることが嫌いでね。つい考えてしまうのさ。私の両親を追い詰めた人間と同じにはなりたくないからね」

「──ところで、お願いがあるんだ。我が同志」

　フェリックスは夕陽に照らされ赤く染まった顔で話を切り出した。
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　病室で咲さく耶やは武たけ琉るの顔を覗のぞきこんでいた。

「…………なんなのよ」

　武琉が元気になるまで、咲耶は疑う気持ちをしまっておこうと思っていた。

　だけど武琉は一向に元気にならない。

　聞きたい気持ちと聞きたくない気持ち、その両方がない交ぜになり、心の中をかき乱す。

　──でも、もう聞けない。

「…………苦しいよ」

　どこへ吐き出していいかすらわからない。

　咲耶はぎゅっと拳を握りしめた。

「………………どうしたら、いいのよ」

　武琉と一緒に話したりしているうちは、少しは気が紛れた。

　だけど、こうやって武琉が何も話さなくなってしまうと、否いやが応にも考えてしまう。

　気持ちを無む理り矢や理り取り繕うこともできない。

　どういった手段かわからないが、彼はヤマトの宝というべき剣を所持していた。

　咲耶が欲してやまないその武器を。

　彼はヤマトが苦しい目にあっている間もずっと持っていたのかもしれない。

　頭の中をいくつかの問いがぐるぐると駆けめぐった。

　──武たけ琉るは、異世界から来たんだよね？

　──だったら、何で、龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎを持っていたの？

「武琉、あなたが持っていたのは、ヤマトの《神域封剣レグナーレ》。龍刀天叢雲──。ずっと、わたしが、求めていたカタナ、なんだよ？　なんであなたがそれを持っていたの？」

　おかしい、よね。

　もしかして、何かわたしに隠し事、してたのかな……。

　わかんないよ……。

「…………ほんとに、武琉は異世界から来たの？」

　武琉の頰ほおに指を滑らす。

「わたしと、同じ色の肌」

　武琉の髪の毛を指ですいていく。

「わたしと、同じ色の髪」

　そして閉じられた武琉の目を見ながらつぶやく。

「わたしと、同じ色の瞳」

　ねえ、武琉。

「アナタは、噓うそなんてついてないよね……？」

　胸が痛い。心が軋きしむ。

　いつも強くて明るくて脳天気な武琉が、今は弱々しく見えた。

　今なら誰でも武琉を倒せそうなほどに。

　咲さく耶やは武琉に向かって手を伸ばす。

　そして、上下する武琉の胸の上に顔を乗せた。

「…………どーしたら、いいんだろ……。もう、やだなぁ……」

　咲耶はもう一度つぶやいた。

「ホント、やだな…………。何も、考えたくない」

　武琉の試合は、明後日に迫っていた。





　　　　　◆　◆　◆






　ＡＭ１：25　神霊浮遊都市エーテル・フロート内某所──。




　夜の闇が辺りを支配していた。

　飛行場の近くにある貨物庫のある一画である。

　昼は物資や人員を運ぶための飛行機が行き来して騒がしいこの場所も、夜は耳の痛くなるほど静かだった。

　そこを一人歩く少年がいた。

　灰色の髪に低い背丈。中折れ帽をかぶり、腰に刺突剣レイピアを吊つるした少年。

　フェリックス・ハーン。イングランスの《神域封剣レグナーレ》使いだ。

　彼は鍵をくるくると手の中で弄びながら、一つの倉庫へと近づいていく。

　倉庫の通用口を開き、中へと入っていった。

　その中にある大きなコンテナにまっすぐに向かう。

　人が十数人ほど入れそうなサイズだ。

「やぁやぁ。お待たせ。悪かったね。遅くなって」

　つぶやきながらコンテナの鍵穴に鍵をねじ込んで回す。ガチ、と大きな音がした。彼は細腕でコンテナの扉を軽々と開いてみせる。

　中から、金の髪をして洒落しやれた眼鏡をかけた少年が進み出てくる。

「遅かったじゃないか。導師フェリックス。待ちくたびれたよ」

　──導師。会議の指導者の称号。彼は史上最年少でこの地位に上り詰めたのだという。

「君を正々堂々と入れるわけにはいかないからね。アルベルト。元気だったかな」

「元気なわけがないだろう。ああ、いや、導師フェリックスに文句がある訳じゃない。僕も勧誘してもらって感謝をしているんだ」

「ああ。それは紳士的でいいことだね。恩には恩を、だ」

　アルベルト・ブルーフォレスト。

　それはおよそ一ヶか月げつほど前、神霊浮遊都市エーテル・フロートで問題を起こした男だった。

　ネオリカ人である彼は、ヤマトの姫君である此この塚づか咲さく耶やに強引に迫り、如月きさらぎ武たけ琉るという男に倒された。

「……如月、武琉め。ちくしょう。この僕に恥をかかせやがって……」

「アルベルト。それは目的の一つでしかない。僕らの大義を忘れてくれるなよ？」

　フェリックスが冷めた声で言うと、アルベルトは頷うなずいた。

「当然だろう。導師フェリックス。確かに如月武琉は憎い。だが、僕らには大望がある。ネオリカの監獄生活から抜け出させてくれた恩と、僕に力をくれた恩、忘れてはいないよ」

　そう言って彼は純白の大剣グレートソードの柄を握ってみせた。

「ああ。遂に明日から動き始めようじゃないか。ボクら人類救済会議の目的はただ一つ」

　フェリックスとアルベルトは歩き出す。

　二人は夜闇に包まれた神霊浮遊都市の中に消えていった。

「──この世界から争いをなくすことだ」






│四章│少女共同戦線






　如月きさらぎ武たけ琉るは夢を見ていた。

　とても幸せな夢だった。

　武琉が以前いた現代日本の夢。

　そこでは武琉は不思議な力など何も持っておらず、ただの学生だった。

　クラスメイトに咲さく耶やがいた。

　咲耶は武琉の幼なじみで、いつも笑っている少女だ。責任感が強く、みんなに頼りにされるリーダーだった。

　ノエルがいた。

　彼女は学級委員長をしており、規律規律とうるさいが、わりとポカをやらかすような人間だった。そして心の内はとても優しい少女だ。

　アーニャがいた。

　無口で無表情だが、周囲に愛されていた。

　レナードがいて、ロザリンドもいた。

　そして家に帰れば祖父がいた。

　毎日が楽しくて楽しくて、仕方なかった。

　ずっとここで暮らしたいと思った。

　だけど、胸がチクリと痛む。

　このままじゃいけないと、頭のどこかで警鐘が鳴っている。

　突然、見ていた景色から色が抜け落ちていった。

　咲耶が、ノエルが、アーニャが、レナードが、ロザリンドがモノクロに染まっていった。

　武琉は彼らに手を伸ばそうとした。

　でも武琉の手は動かない。まるで身体に何の信号も届いていないようだ。

　モノクロの咲耶が言った。

「だって武琉はわたしがずっとほしかったモノを隠し持っていたんだもの」

　ノエルが言う。

「如月武琉。強者の血筋という価値がないあなたを追いかける意味がありません」

　アーニャは何も言わず冷めた目で武琉を見ていた。

「………………」

　レナードが口を開く。

「今の君に追いかける価値はない」

　ロザリンドは武たけ琉るのことを見向きもしなかった。

　待ってくれと叫んで追いかけたかった。でも身体は動かない。

　ピキ、と音がした。

　咲さく耶やが、ノエルが、アーニャがレナードがロザリンドが……。彼らのモノクロの身体にヒビが入っていった。バリバリと音を立てて崩れ落ちていく。

　武琉は叫ぶ。

　けれど、それは一切声にならない。





　　　　　◆　◆　◆






　武琉の試合前日。

　それは勝たなければいけない試合だ。

　しかし、武琉が目覚める兆候は一切無い。

「……武琉」

　咲耶は、病室で武琉の顔を見つめている。

「なんで今更、龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎなんて出てきたのよ……」

　咲耶は、昔のことを思い出す。

　幼い頃の話だ。

　咲耶は、ヤマトにはいないはずの年頃の少女だった。

　過去の戦争で皆殺しにされたヤマト人。そこで何があったのか、なぜ殺されたのか、どうして今は老人たちだけが生き残っているのか。

　咲耶は疑問にも思わずに育ってきた。

　そして、咲耶がおばあさまと呼ぶ老人が、自分の母だと思っていた。

　でも違った。

　それがわかったのは確か八つのときだ。

　神棚の奥にしまってあった手紙を見つけ、読んでしまったのだ。

　その手紙は、自分の娘への愛がつづられたものだ。そして、読んでくれた相手に娘のことを託す手紙だった。しかもそれは特定の誰かに出した手紙ではなかった。

　見ず知らずの誰かに向けた手紙だった。

　娘の名前は『咲耶』だった。

　ずっとおかしいと思っていた。どうして母親を『おばあさま』などと呼ぶのか。なぜ周りには年寄りしかいないのか。

　ひとりぼっちになってしまったと、思った。

　違う。

　ひとりぼっちだったことに気づいた。

　泣いて、暴れて、たくさん迷惑をかけた。

　──でもおばあさまは、そんなわたしを抱きしめてくれた。

　その想おもいが信じられなくて暴れても、それでも骨と皮だけのようになった腕で抱きしめていてくれた。

「大丈夫。咲さく耶やちゃんは、ひとりじゃないからねえ。わたしらがいるから、大丈夫」

　そう言って、ずっと、咲耶が暴れ疲れて寝てしまうまで付き合ってくれた。

　いつもおなかを空かせていたからすぐに疲れ果てて寝てしまうのではあったが。

　ヤマトの人々はみんな常におなかを空かせていた。

　咲耶はそんな生活を当たり前だと思っていたが、昔はそうではなかったらしい。

　そんな状況になってしまったのは、《神域封剣レグナーレ》がなくなってしまったからだと、誰かが言っていたのを耳にした。《神域封剣》を持って姿をくらました男がいるという話だった。

　おばあさまにそのことを聞いたら、悲しそうな表情で『咲耶ちゃんは、気にしなくて大丈夫だからね。あなたは本当に優しい子だねえ』と笑った。

　──わたしは、おばあさまにあんな顔をさせる、《神域封剣》を持って消えた男が許せなかった。直接知っているわけではないけれど、それでも苛いら立だちが消えなかった。

　なぜ自分の大切な人たちに、あんな顔をさせるのかと。

　この人たちを守りたいと、強く思った。

　領土もなく、武力もなく、老人しかおらず、そして貧しいこの国を。

　──わたしの、国を。

　そんなときに咲耶は知った。

　半分だけになった《神域封剣》が神霊浮遊都市エーテル・フロートにあると。それは失われた龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎの半身の鞘さやであり、名前のない《神域封剣》。ただ、《鞘》と呼ばれていた。

　半分だけだとしても、ずっと探し求め、手にしたかった剣だ。

　みんなを守るために、欲しかった武器だ。

　咲耶はそれを得るため、周囲の反対を押し切って神霊浮遊都市入居のための適性試験を受けようとした。ヤマトの様子を見るためにやってくる、神霊浮遊都市の人間に頼み込んで受けさせてもらった。

　そのヤマトの血脈ゆえか咲耶には適性があった。

　ヤマトの《神域封剣》の半分である赤い鞘は、他の《神域封剣》と違って所有権が学園預かりになっていた。

　通常の《神域封剣》は所有者が国となっており、その国に属する人員の中から使い手が選ばれる。つまり、他国人は持つことができない。

　しかし《鞘》は優秀であれば持つことができる武器だった。

　だから咲さく耶やは努力した。文字通り血を吐いたこともあるし、骨を折ったこともある。そして咲耶は光波剣科ルーメンの上位となり、《神域封剣レグナーレ》と契約することを試す資格を得た。

　すべての《神域封剣》は使い手を選ぶ。選ばれる基準はよくわかってはいないが、使い手は例外なく『強い』ことだけがわかっていた。

　半分だけの《神域封剣》は特に気むずかしく、今まで契約できた人間はいなかったという。

　だから他の《神域封剣》と違い、使い手が空席のまま浮いていた。

　しかし、咲耶が《鞘さや》を握った瞬間、桜が舞った。

　まるで咲耶を祝福するかのような桜吹雪が顕あらわれたのだ。

　それ以来、《鞘》は咲耶のものとなった。

　元々がヤマトのものであったこともあり、理事長の尽力もあって、再びヤマトのものとすることができたのだ。

　咲耶は《鞘》に、龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎの名前を半分だけとって、龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくらと名付けた。

　二度と戻ってこない龍刀天叢雲のぶんも、この《鞘》だけで戦ってみせると心に決めて。

　だけど──。

　失われたもう半分、カタナの部分が咲耶の前へと現れた。

　それを。

　初めて、大事だと感じた男の人が持っていた。

　誰かが持ったまま姿をくらましたはずの、《神域封剣》を。

「……どう、しよう……」

　咲耶にはわからない。

　自分が何をしたらいいか、何も決められない。

　こんなことは初めてだった。

　両手で額を押さえる。そのとき、後ろから声がかかった。

「此この塚づか咲耶、大丈夫ですか？」

「…………え？」

　振り返れば、ノエルとアーニャがいた。

　二人は翠みどりと蒼あおの瞳に心配そうな色を宿し、咲耶を見つめている。

「…………わかんない」

「ひどい顔ですよ。『簡単に読める表情学入門』にある、泣くことを堪えている表情に合致する顔です」

「…………うん」

　咲耶はうなだれ、反論すらできなかった。

「本当に、どうしたのです？　最近様子がおかしいことと、関係、ありますか？」

「………………うん」

「……咲さく耶や。元気、出して。よくわからないけど、泣いてもいい」

　アーニャはそういってマフラーの端っこを咲耶の目元に当てた。

「………………うん」

　咲耶はマフラーで目元を覆ったまま、何も言わなかった。

　アーニャが、小さな手で頭をなでてきた。優しく、ゆっくりと。

　その手が、おばあさまの手と重なって感じられた。

　つらいだけならまだ我慢できた。だけど、優しくされるともうだめだ。

「……ぇぅ」

　喉の奥からしゃくりあげるような声がでた。

「……あ、あうっ、くっ……。ど、どうして、いいか、わからないの」

　声が震えていて、まともに喋しやべれてすらいない。

　とても不細工な声だと咲耶は思った。

　頰ほおがけいれんしたような感覚に、痛みすら覚える。

「わ、わたし、おばあさまたち、守らなきゃ、でもっ、た、武たけ琉る、も、信じなきゃ。でも、む、無理で、うぁっ……」

　アーニャが何も言わずに、椅子に座る咲耶の頭をきゅっと抱きしめた。

「ご、ごめ、んっ。な、んか、心配、かけてっ。でも、だいっ、じょうぶ、だから……っ。すぐ、落ち着く、から……」

「大丈夫です。此この塚づか咲耶。無理をしすぎてはいけません。休むことも大事な仕事です」

「で、でもっ、でもっ……頭から、消えなくてっ……」

「此塚咲耶。休息は大切です。休息時間の大小により、作業効率には大きな変化があります。休まないと、事故を起こす確率、病に罹り患かんする確率も上昇します。たとえば──」

　そのとき、パッと何かが光った。

　同時に女子の元気な声がスピーカーから流れた。

『さて、先週からいよいよ始まりました、神剣刀争ベルム・ラミナの三回戦ッ！　しかもっ！　今大会初めての、《神域封剣レグナーレ》同士のぶつかりあいだァ！　これが燃えないワケがないッ！』

　アーニャの手にモニタのリモコンが握られていた。

「……試合が始まる時間。これでも見て、気分転換。咲耶」

　モニタの中には闘技場が映っていた。

　非常にたくさんの観客たちが両手を振り上げ騒いでいる。いつもより広い闘技場だ。だがその大きな場所も、生徒や外から見に来た人などで、会場が満席になっている。

　ＶＩＰ用の観覧席には多数の偽剣レプリカ使いが護衛についていた。

『さぁ、すでに会場は盛り上がりきっている！　観客は、今か今かと戦いを待ち望んでいるッ！　それもそのはず、《神域封剣レグナーレ》同士のぶつかり合いは、これからの国際情勢すら決めてしまう、この大会の華なのですッ！　各国のお偉い方々も、ＶＩＰ席でごらんになられてるはずッ！　ではそろそろ時間も迫ってきたので始めていきましょう！』

　実況がいったん言葉を区切る。

『まずは、ルシア最強の《神域封剣》使い、ヴィクトール・ゴリデンヴェルセエエエイ！』

　モニタが切り替わり、巨石のような大男が映し出させる。顔つきはまさに巌いわお。学生だとは思えないほどの貫かん禄ろくがある。この晴れの大舞台にも全く緊張していないどころか、いつもとさして変わらないといわんばかりに堂々としている。

　その手にはアーニャと同じ型タイプの湾刀シヤシユカが握られていた。

『ついた別名は、雪崩なだれのヴィクトール！　彼の自由自在に操る雪の力は、すべてを凍らすルシアの力！　たった一人でルシアの戦力の大半を担う、まさに怪物！　今日はどのような戦いを見せてくれるのか！』

　ヴィクトールは紹介も意に介さず、闘技場の中央へと歩みでる。

『対するは、ゲルツの女帝！　ローゼマリー・レーヴェンガルド……！　華麗なる剣技の数々で、一昨年このルシアの英雄を下しております！』

　モニタが移り変わる。

　相対するのは気品あふれる美女だ。優雅な歩き方、だが、揺れずにまっすぐと進む様は芯の強さを感じさせる。

『風を我がものとして操り、命令を下す！　その姿から風女帝ローゼマリーと呼ばれています……！　彼女にひざまずきひれ伏しその足をなめさせていただきたい、という人間は男女問わず、それどころか生徒教師問わずいるとの噂うわさッ！　今大会では、ルシアの英雄をひれ伏させることが、できるのか!?　それでは防護結界を！』

　二百人近い偽剣レプリカ使いが客席の最前列に立ち、剣を掲げた。前の試合の十数倍というバカバカしいほど多くの人員によって結界が張られていく。

　モニタの中の様子を見ながら、ノエルが口を開く。

「ローゼマリーさん。彼女は、我が校紀隊の隊長でもあるのです。しかし、私が見るところ二人の実力は五分と五分。双方とも恐るべき強さを持っています。──と、咲さく耶や、あなたは彼女たちと戦ったことがありましたね」

　ノエルは咲耶に話しかけるが、咲耶は返事すらできずしゃくりあげていた。

　モニタの中では《神域封剣》使いの二人が向かい合っている。

　その様子を見ることもなくうつむく咲耶に、ノエルが言葉を投げた。

「そうです。此この塚づか咲耶、どうしても迷って決められないのならば、コインを振ってください。これは昔の心理学者の考案した方法です。理由は──」




　ノエルが言い掛けたそのとき、突如何かがモニタの中に現れた。




　闘技場の中央に黒い影が衝突。

　闘技場は真ん中からひび割れ、地割れは放射状に広がっていく。

　現れたのは、黒い衣服を身にまとった長身の男だ。目元をサングラスで隠している。

　対たい峙じする《神域封剣レグナーレ》使いのちょうど中央。そこに純白の《偽剣レプリカ》を持って出現した。

　モニタに白いノイズが走る。バ、ババ──という音を立て、モニタは映らなくなった。

「な、何です？　今のは──」

　ノエルがつぶやいた瞬間、何かのメロディが流れ出した。

　発信源はノエルの携帯だ。

　彼女は携帯を手に取り、耳に当てる。

「もしもし。ノエル・リーヴェンです。どうしまし──ッ!?」

　焦ったような声を出す。

「はい、はい──。わかりました。少し詳しく場所を教えてください。座標で構いません」

　それからノエルは咲さく耶やとアーニャを見る。眉をひそめてから携帯に告げる。

「今すぐに向かいます」

　告げたノエルに向かってアーニャが尋ねる。

「……ノエル。どうしたの？」

「ちょっとしたトラブルです。此この塚づか咲耶──」

　ノエルは咲耶を見て逡しゆん巡じゆんするように言葉をいったん止めてから、続ける。

「そういったわけなので、行ってきます。アーニャ。如月きさらぎ武たけ琉ると、此塚咲夜を頼みました。いいですね？」

「……ノエル。焦ってた。手伝う？」

　ノエルは視線を左右にさまよわせてからはっきりと告げた。

「いえ。必要ありません。マニュアルに鑑みれば、今の状態の此塚咲耶など足手まといにしかなりません。それに、一人にしておくこともできません。大したことではないので、こちらは私一人で十分です」

　それを示すように、ノエルは病室からゆったりとした歩みで出口へと向かった。




　ノエルは病室を出ると、茶色い二つ結びの髪を振り乱しながら走りだした。

「…………少々、まずいことになりましたね」

　院内で、背中に差した大剣グレートソードを抜き放つ。

　看護士が大きな声で注意をしてきた。

　無視。

　手にするのは修理が完了した《偽剣レプリカ》──《ブルトガング改》。

《偽剣》は使うことで成長する武器だ。中に神を宿すという《神域封剣レグナーレ》を模したそれは、生き物に似ている。負荷を経て強くなり、成長する。

　ノエルの持つ《偽剣》は修復が完了すると、今までとは比較にならないほどのエーテル増幅率になっていた。

　練剣術科アルキミアの検査を受け、第七階位から第八階位に位階上昇ランクアツプしたと認定されたのだ。

　ノエルが大会で勝ち残れたのは、この《偽剣》の力も多分にあった。

　以前とは比べものにならないほどに上昇した出力を解放し、ノエルは駆ける。

　院内を出ると、剣の力を最大解放。風の流れを操り風に乗り、半ば空中を翔かけるようにしてノエルは急ぐ。

　──まさか、そんな──。

　向かった先は中立領の、街中だ。

　そこで、以前この学園を追い出された人間が見つかったらしいのだ。

　アルベルト・ブルーフォレスト。

　彼は職務質問をした警備の人間を殺害し、何かを探しているらしい。そして彼を止められなかった街の警備が、校紀隊に助けを求めてきた。

　現役の偽剣使いが多数在籍している校紀隊は、一般の生徒よりも多くの実戦経験を積んでいることもあって、相当の力を持っている。

　それでもなお、彼を止められていない。

　──いくら何でも、彼にそこまでの力はなかったはずです。

　そんなことができるのは、《神域封剣レグナーレ》使いくらいしか、存在しない。そのはずだった。

　しかし現にアルベルトはたった一人で校紀隊を相手取って戦っているらしい。

　──見えました。

　街中から、煙が上がっている。いくつかのビルが炎上しており、その中には斜めに切られ、断面がバターのように溶けているものすらあった。

「なんてことですか……」

　ノエルは爆音の鳴り響く場所へと向かった。

　そこには五名の偽剣使いと、純白の大剣グレートソードを持った金髪眼鏡の男──アルベルトがいた。

　周囲には、見えるだけで十数名は越える偽剣使いが倒れ伏している。

　五名の偽剣使いが、アルベルトを取り囲みながら剣を向ける。

　彼らは、校紀隊の中でも上位に位置する生徒たちだった。

「これ以上、おまえの好きにはさせない。俺たちは、決して負けない──！　食らえ！」

　彼らの《偽剣》から剣気と、氷の矢や風の刃といった現象が巻き起こり、アルベルトへ牙をむく。

　アルベルトはそれを鼻で笑った。

「……その程度なのかい？」

　無造作に剣を一振り。その先端から火炎が放射され扇状に広がる。

　ただそれだけで、アルベルトに向かった攻撃はすべて飲み込まれた。それどころか、五人の偽剣レプリカ使いも炎にまかれ、悶もだえ苦しんでいる。

「そこまでです！　アルベルト・ブルーフォレスト！」

　ノエルは《ブルトガング改》を振るう。風の力が生徒を包む炎を消し飛ばしていく。

「以前の罪を忘れましたか？　その結果追放されたことも……！　ならば、私が思い出させてあげましょう……！」

　アルベルトはノエルに視線を向けた。

「ああ、君は、たしか、デイヴィッドに一撃で伸された、校紀隊の副隊長さんか。今の僕の相手になるとでも？」

「当然です。あのときは武装が第一階位《偽剣》でしたが、今は違う。第八階位の《ブルトンガング改》ならば、負けはしない」

　ノエルがアルベルトを睨にらみつける。

「ふうん。そんなもので、僕に勝つつもりなのか」

　そこでノエルは違和感に気づき眉をひそめた。

「…………アルベルト、あなた、なぜ腕があるのです？」

　報告書では切り落とされたと記されていたはずの右腕。それが、存在していた。その右腕はなぜか黒い包帯で覆い隠されている。腐敗物から滲む黒い汁で染めたような包帯だ。

「ああ。これかい？　これはね──」

　言いながらアルベルトが包帯を解いていく。

　現れたのは黒く染まった腕だ。遠目でわかりづらい。だが表面で何かが蠢うごめいていた。

「僕の新しい右腕さ。この白い《偽剣》は特殊な製法で作られていてね。《瀆とく神しんノ匣はこ》というものが混ぜ込まれ、従来のものよりもとても強くなっているんだよ。その《瀆神ノ匣》を注入した細胞を右腕にも移植してもらったのさ。おかげで、ほら」

　アルベルトが《偽剣》を振るう。

　肌を突き刺すような鋭い剣気が放出される。

　炎が放たれ、一つのビルに直撃した。そのビルは、光に包まれると、跡形もなく溶けて消えた。

「な、なんて威力ですか……。これでは、まるで《神域封剣レグナーレ》クラス……」

　先日決して偽剣使いでは勝てないと断じたものと同等の力に、ノエルが唾を飲み込む。

　声が聞こえた。すぐ近くに倒れていた少年だ。彼はノエルを見上げながら口を開いた。

「ふ、副隊長。あと、お、お願い、します……。ぼ、ぼくらでは、もう……」

「大丈夫です。任せてください」

　ノエルは強く断言する。たとえ不安があろうとも、ついてくる部下にそれを感じさせてはいけない。そうマニュアルにあるからだ。

　アルベルトは両手を広げて哄こう笑しようする。

「ははっ。この威力を見て、まだそう言えるのか。僕は力を得た！　とても強い、正義の力だ！　見ただろう!?　これが、正義の炎だ！　君如きでは、相手にすらならない！」

　その力は恐るべきものだった。立っているだけで汗がふきだしてくる。

「この力を手に入れられたのは、武たけ琉るくんのおかげだよ。僕は彼に感謝している！　感謝しても、しきれない。だから、僕はこの手で彼を殺すんだ……。僕が、僕がァ！」

　アルベルトが昂たかぶったように叫んでいる、その感情の上下が発するかすかなエーテルの余波だけで、心臓が握られたように痛い。

　勝てるはずなどない。だとしても、試合と違い今この場面でノエルは負けることは許されていない。ならば──。

　ノエルはくじけそうになる心を叱咤して告げる。

「その程度の力では、如月きさらぎ武琉には到底及びませんよ。それどころか、この私にも、ね」

　首筋に汗を垂らしながらノエルは不敵に笑う。

「──くく。よく吼ほえた。君から血祭りに上げてあげるよ。力の差を感じることすらできない、無能めえ……！」

「はっ！」

　ノエルは《偽剣レプリカ》を振るい、アルベルトにの足元に向かって旋風をぶつける。砂での目潰つぶし狙いだ。

「こんなもの！」

　アルベルトが砂を振り払うころには、ノエルは跳ね上がり後ろへ向かって走っている。

　──場所を誘導しなくては。ここでは、倒れてる人たちを巻き込んでしまいます──！

　──こんなとき、マニュアル的には──！

「こちらです、この、シャイセ、ネオリカくそつたれのネオリカ人！　ドゥ、ネァフストエヒトおまえに腹が立ちます！　ファザーガァ負け犬がつ！」

　ノエルは極めて冷静に強く言った。そういう口調で言うと効果的だと『ネオリカ人に対する罵倒辞典』に書いてあったからだ。

　元々ネオリカとゲルツは国家レベルで仲がよくない。ゲルツ人からの罵倒はたくさん聞いてきているはずだ。そして嫌な思いもいくらかしているだろう。であるからこそ、ネオリカ人はゲルツ人の罵倒に対して怒りを露あらわにすることが多い、はずだった。

　狙いは違わず、アルベルトの声が背後から聞こえた。

「なん、だとぉ……!?」

「アーシュロッホこのクズ野郎！」

「てめえ、僕に向かってなんてことを！　よく言った。ああ。よく言ったよ！」

　ノエルは背後から怒声と、強い熱を感じた。

　咄とつ嗟さに倒れ込むように姿勢を低くする。

　頭のすぐ上を、超高熱が駆け抜けた。

　一瞬遅れれば、おそらく死んでいたとすら思える一撃。

「そんなもの、当たるわけがないでしょう！　フォルイディオットこの間抜け！」

　言うとすぐさま背後から灼しやく熱ねつの閃せん光こうから飛来する。

　ノエルは前に飛んで回避。地面に身体を打ち付ける。風を操り予備動作なしで立ち上がると、そのまま駆け出す。

　何度も後ろから飛んでくる炎を、ノエルはかろうじてかわしながら、近くの広い公園へと向かう。

　公園に到着するとノエルは風の刃を地面に叩たたきつけて、爆発を起こさせる。

　続いて《偽剣レプリカ》で操った風に乗せて声を辺りに響かせる。




『今からここは戦場になります！　近くにいる方はすぐに避難してください！　繰り返します！　この公園は戦場になります！　この声が聞こえた方はただちに退避を！』




　目標は至って単純シンプル。

　ただ耐えて凌しのげばいい。

　そうすれば《神域封剣レグナーレ》使いが助けにきてくれるはずだ。

　あれだけ大きな争いがあり、警備の人間も、校紀隊もボロボロにされてしまった。

　であれば、誰かが通報、もしくは戦いの剣気を感じて、救助が現れるに違いない。

　ネオリカのオリヴィアはしばらく出かけると聞いていたから、彼女の手助けは望めない。

　だが、それ以外の《神域封剣》使いが来てくれればいい。

　ゲルツのローゼマリー。ルシアのヴィクトール。ラナダのレナード。イングランスのフェリックス。リンディアのラクシュミ。

　誰であっても構わない。

　──ただ、私は耐えるのみです。

　アルベルトが薄ら笑いを浮かべながら、声をかけてくる。

「逃げるのはやめたのかい？　ゲルツ人」

「逃げる？　何を言っているんですか？　今から始まるのは、あなたの処刑です」

　言ってノエルは《偽剣》をアルベルトに向けて構えた。片足を一歩前に出す。

「風に削られ塵ちりと化せ──！　風塵劫風斬シユナイデン・ヘレヴイント！」

　風の渦を叩たたきつける。しかしアルベルトは避けもせず、黒く染まった右腕で受けた。

「……痛みすら感じないよ。ゲルツ人。で？　なんだって？　僕を処刑するって？」

　ノエルの必殺の一撃は容易に片手で止められてしまった。

　息が、詰まる。

　──まさか、ここまででしたか。

「…………わずかにすら、効いていませんか」

「で、どうするんだっけ？　僕を処刑するんだって？　さあ、はやくしてほしいなあ。さぁ、さぁ、さぁ！　殺してみろよ！　できるんだろう？　傷つけてみろよ！　できるんだろう？　なあ、どうなのかなゲルツ人。今の僕を傷つけることが、君ならできるんだろう!?」

　アルベルトは愉快そうな、どこか壊れた笑い方でノエルに近づいてくる。

　──はやく、来てください。《神域封剣レグナーレ》使いの方々──！





　　　　　◆　◆　◆






　神剣刀争ベルム・ラミナの試合会場は静寂に包まれていた。

　万を超える観客たちは、今目の前で起きていることが信じられなかった。

　悪い夢でも見ているんじゃないかとすら思っていた。

　──なぜなら。

　今、目の前で、二人の《神域封剣》使いが、防戦一方になっているのだから。

　この学園で、──否いや、この世界で最強と目されている《神域封剣》使いが二人掛かりで勝てていない。

　相手が大群の偽剣レプリカ使いであれば、まだ話はわかる。

　──だが、たったの一人だ。

　たったの一人相手に《神域封剣》使い二人が押されていた。

「あなた方の力は、その程度ですか？　《神域封剣》使いとは、ずいぶん弱いんですね」

　サングラスに黒い衣装をまとった瘦身の男があざけるように言う。

　堅い表情で二人の《神域封剣》使いが瘦身の男と対たい峙じしていた。

《神域封剣》使いの片方、ルシアのヴィクトールが低い声で尋ねる。

「貴様、何者だ。その力はいったい……」

「これは偉大なる我が主の力の一片。この剣に込められた力は、ただの《偽剣》とは比べものにならない」

　ゲルツの風女帝、ローゼマリーが口を開く。

「そなたに力があるのは理解できました。ですが、何ゆえこのような戯れを？」

　瘦身の男はローゼマリーやヴィクトールの攻撃をしのぎながら、たまに強力な攻撃を放ってくる。そして、とどめは刺さない。

　まるで二人に攻撃させたいようにも見える。

「そなたさえその気ならば、妾わたしたちはすでに負けています」

　その言葉にヴィクトールが顔をしかめ低い声でたしなめるように言った。

「……ローゼマリー」

「事実です」

　ぴしゃりとローゼマリーが言い放つと、ヴィクトールは厳しい顔で押し黙る。

「して、そなたの狙いはなんですか？」

「それは秘密です。ただ、倒すことが目的なのではない、とだけ。さて、そろそろ攻撃してきてもいいですよ？　さァ、私に、あなた方の力のすべてを見せてください」

　瘦身の男が口を三日月に歪ゆがめる。

「今頃、他の《神域封剣レグナーレ》使いの方々もきっとがんばっていますよ。ほら、あなた方も負けないように」

「なるほど。妾たち以外も今襲われていると……。それは困りました。では、あなたを倒し助けに向かうとしましょう」

　ローゼマリーはヴィクトールに向かって言った。

「ヴィクトール。妾はそなたの力を知っています。だってずっと争ってきましたから。今だけ、協力いたしません？」

「…………面白い」

　ヴィクトールは岩のような顔を笑みの形に歪めた。




　その後しばらくして、地に伏したのは二人の《神域封剣》使いだった。くわえて、会場を警護していた高位偽剣レプリカ使い数百名も、たった一人に制圧されてしまった。

「この程度ですか」

　という瘦身の男の退屈そうなつぶやきだけが闘技場の中で小さく響いた。





　　　　　◆　◆　◆






　──なぜ、誰も来ないのですか!?

　周囲の木々は燃やされ、または薙なぎ倒たおされている。緑豊かな公園だった場所は、もはやどこにもなくなってしまった。

　ノエルのわき腹を凝縮された炎の線がかすめた。

「ぐ、あっ……！」

　ノエルはよろけて半ばからぷっつりと折れた木にもたれ掛かる。

「よく避けるものだね。ゲルツ人。だが、そろそろ飽きてきたよ」

　アルベルトがにたぁと笑いを浮かべる。

「ん、くっ……は、ぁ……」

　ノエルは木に身体を預けたまま荒い息を吐く。言葉を紡ぐことすら、できない。

　アルベルトが剣の切っ先をノエルに向けた。

　先端から三連続で赤い光の筋が走る。

　その細い光の中にどれほどの力がこもっているのか、判断できない。

　先ほどノエルが張った全力のエーテル障壁すら、やすやすと貫かれてしまった。

　ノエルは身をひねって、ぎりぎりで急所を避ける。腕、太ふと股もも、首筋を熱が焼いた。踏ん張ることもできず、無様に地面へと倒れてしまう。

「かはっ……」

　もう、起きあがることすらできなかった。

　腕にも足にも身体にも、力が入らない。

　目線だけを動かして、かすむ視界でアルベルトを見る。

　アルベルトが炎に燃える純白の剣を振り上げていた。

「燃えろ、燃えろ、燃えろォ──！」

　剣の切っ先に、炎を固めて作られた球体が浮かんでいた。

　その炎は周囲にまき散らされるエネルギーだけで、被害を生んでいた。触れてもいない周囲の木が黒ずみ、煙をあげた。

「さあ、喰くらうといい。僕の燃えたぎる炎を！」

　存在するだけで周囲を圧倒する炎の球体が、目の前にあった。

　それが示すのは絶望的なまでの力の差。

　──如月きさらぎ武たけ琉る、此この塚づか咲さく耶や、ごめんなさい──。あなたたちの下へいく、この男を止められそうにない。

　──私は、ここで、もう──。

　巨大に膨れ上がった炎に照らされたアルベルトの顔が喜悦に歪ゆがむ。

「死ねェ──！」

　赤い球体が放たれる。

　ノエルに向かって飛んでくる。

　ノエルは目が離せない。炎の熱さが頰ほおに当たった。

　視界が焼かれる。

　赤い球体は、赤い炎をまき散らして破裂した。

　ノエルの、目の前で。

　しかし炎はノエルに届かない。

　爆発が直撃した、花びらは炭化し地に落ちる。

　多量の桜がノエルの周囲を舞っていた。

　それは桜で作られた結界だった。

「ノエル、あんた、何してんの」

　少し枯れた声が聞こえた。

　目元の赤く腫れた咲さく耶やが、立っていた。

「……この、づか、さく、や……。なぜ、来たのです……」

　咲耶は唇をとがらせて言う。

「…………アンタの、様子がおかしいと思ったから。気づくの遅れて、ごめん」

「なぜ、あなたは、私を気にかけるの、ですか。理解、できません。自分が、大変だと、いうのに。自分が、苦しかったと、いう、のに……」

　その問いに咲耶は吐き捨てるように答える。

「知らないわよ」

　それから咲耶は低い声で言った。

「…………よくもやってくれたわね。わたしは今、怒っているわ」

　咲耶は赤い鞘さやを、龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくらを強く握った。

「久しぶりだね。咲耶くん」

　相手の顔を見て、咲耶は信じられないとばかりに目を見開いた。

「あなた、アルベルト……どうして……」

「くく。僕は、生まれ変わったんだよ。この剣でね」

　アルベルトが握る純白の大剣グレートソードを見て、咲耶が目を見開く。

「その剣……まさか！　ネオリカの……！　……持つだけで自殺行為の」

　アルベルトが口元を歪ゆがめて言った。

「残念。これは使っても死んだりはしないよ。それに今の僕は、ネオリカじゃない。『会議』の選ばれしメンバーなのさ！　僕はもらったこの力で、あいつを、──────如月きさらぎ武たけ琉るを殺すッ！」

　咲耶の胸がずきんと痛んだ。

　──武琉。

　きっと今のアルベルトを向かわせてしまえば、武琉は為なす術すべもなく殺されてしまうだろう。彼は今抵抗一つできない身体なのだから。

　咲耶は赤鞘を握って言った。

「…………武琉の下には、いかせないわ」

　迷いの消えないまま咲耶はそう告げた。それからノエルを横目で見る。

「ノエル。わたしはこれから戦うけど、あなたは寝ててもいいわよ。終わらせておくわ」

　ノエルはぺ、と横に赤い色の唾を吐き捨てて、よろける身体で立ち上がる。

　立ち上がるために摑つかんだ木に、爪が食い込む。

「まさか。私も、戦います」

　咲さく耶やは短く「そ」と言ってから、アルベルトの後ろを見て叫んだ。

「アーニャ！」

　蒼あおい円えん錐すい状じようの氷柱つらら。

　一つ、二つ、三つ──合計で、二十本以上。

　それらが、アルベルトが避けようもないほどの勢いと数で襲いかかった。

「ぐっ!?」

　直撃した氷柱が粉みじんに砕ける。氷の霧が視界を塞いだ。

　銀髪長髪の少女が樹木の枝の上に立っていた。氷柱を放った余波か、その樹木は半ば焦げながら凍っている。彼女は颯さつ爽そうと飛び降りると、誇らしげに口を開いた。

「……全部、直撃」

　氷の霧が晴れていく。

「く、くく。ああ、びっくりした。まだ、いたのか」

　アルベルトが姿を見せた。傷一つない。

「氷雪剣科ザミルザニイの使う水は、僕の炎に対して攻撃力が高い。だから、勝てると思ったのかい？」

　アルベルトが口元を引いて笑う。

「──だが、僕の圧倒的な力の前では、それも無意味だ」

　ノエルが息も絶え絶えに言う。

「此、塚、咲耶っ……あの、黒い、腕の、防御力はっ……い、異常です。ですが、それ、以外なら……つ、付け入る、隙があり、そうです」

　咲耶はこくりと頷うなずいた。

「──舞え──桜焰結界」

　咲耶が朱塗りの龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくらを手の中でくるりと回しながら涼やかに言う。

　桜が乱舞した。

　アルベルトを中心にして。

　触れた花びらは白い炎となって彼の身を焼く。

「ぐ、あつっ……！」

　アルベルトが声をあげた。

「さすが、此この塚づか咲耶です。効いてます、ね」

　ノエルが言う。それに続きアーニャがぼそりとつぶやく。

「……《神域封剣レグナーレ》使いは、最強。敵は《神域封剣》使いくらいしかいない」

　だが。

「貴様らァ！」

　今のは以前アルベルトが直撃することを恐れ、防御に専念した焰の桜だ。

　しかし、彼が剣を振る──それだけで、宙を舞う桜のすべてが一瞬にして燃え尽きた。

「いい、度胸だ。よくもやってくれたね。覚悟は、できているんだろうね？」

　咲さく耶やが目を見開いて、つぶやく。

「う、噓うそ……桜焰結界が、効か、ない……？」

　ありえないと咲耶は思った。現状、咲耶が使える技の中でも高い威力の攻撃だ。それを、あんなにも容易に振り払うなどとは。

　咲耶の頭の中に強い警鐘が鳴り響く。

「いいや。効いたよ。熱かった。夏の砂浜をちょっと踏んじゃったくらいには、熱かったよ。でも、くく、くはは」

　アルベルトは哄こう笑しようをあげる。

「《神域封剣レグナーレ》も、そんなものか。ちょっと熱いだけ。ほんのちょっぴり我慢すれば何とかなる。そんな程度」

　アルベルトが口元を歪ゆがめる。

「僕は強くなった。ああ、これはある意味で如月きさらぎ武たけ琉るのおかげだ。彼には感謝してもし足りない。うん、ぜひお礼を言いたいね」

　咲耶が叫ぶ。

「ならっ……！」

　咲耶は龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくらを手に地面を蹴る。土が爆砕した。

「やっ、てぁっ、たぁっ！」

　咲耶が鋭い連撃を放つ。常人には目にも留まらぬ速度の剣撃。

　しかしそれは軽々と防がれてしまう。

「くっ……！」

「はは。実にいい気分だ。まさか君に正面から勝てる日が来るなんてね」

　言われた瞬間、咲耶は素早くバックステップを踏む。

　アルベルトの後方から、アーニャとノエルの攻撃が飛んだ。

「──氷雪鋭砕刺連剣シユトウルム・サスリカ・ヴイスプリルイヴ」

「風ふう塵じん、劫風斬シユナイデンヴイント！」

　鋭い氷の槍やりと、風の渦がアルベルトの背中に直撃する。

　しかしそれでも傷一つつかない。

　咲耶たちには圧倒的に攻撃力が足りなかった。攻撃を直撃させても、彼にダメージを与えることができない。

　咲耶は険しい顔で睨にらみつける。

「三人掛かりで、しかも、後ろからなんて──。恥を知れッ！　この、卑ひ怯きよう者ものがァッ！　やはり君たちは悪だ！　この僕の、この正義の剣が君たちを切り刻むッ！」

　叫んでアルベルトは炎の扇をノエルとアーニャのいる方向に向かって打ち出した。

「た、盾を成せ──氷結長盾リヨート・シチート」

　アーニャは焦りを帯びた声で詠唱。透明な氷の盾が正面に形成される。

　炎の扇はそれをブチ割って、二人を直撃した。

「……かは」「……ぐ」

　彼女たちは地面に崩れ落ちる。

　ノエルはおなかを押さえながら、うつ伏せに。アーニャは仰あお向むけに倒れ、銀の髪が放射状に広がっていた。

　アルベルトは倒れた二人に向かってとどめを刺そうというのか、剣を振り上げる。

　咲さく耶やに優しくしてくれた彼女たちが死んでしまうかもしれない。そう思うと咲耶の胃の奥が熱く煮えたぎるような感覚があった。

「させないっ！」

　咲耶は叫びをあげて飛びかかる。

　アルベルトの背中に、桜色のカタナで斬撃を加えた。

　だが、アルベルトのエーテル障壁に阻まれ、衣服にすらたどり着けない。

「ぐ、くぅぅっ……！」

　咲耶は力任せにカタナを押しつけた。ビリビリと手がしびれる。

　アルベルトはうっとおしそうに咲耶を一いち瞥べつすると、腕を振るった。

「かはっ……！」

　咲耶は弾はじき飛とばされて、地面を転がった。桜のカタナが解ほぐれ、消滅する。

　がつ、と何かにぶつかった。倒れたままのアーニャだ。

　アーニャはくぐもった呻うめき声ごえをもらす。

　アルベルトが揶や揄ゆするように笑う。

「たしか、その《神域封剣レグナーレ》は防御特化型だったね。そんなものじゃあ、僕は傷つけられないよ。まったく、ね。それにしても三人仲良くおねんねか。そのまま全員消し炭にしてあげようか。それとも死ぬ前に、命乞いでもするかい？　最後のお話とかでもいいよ？　少しくらいの時間はあげてもいい。正義は慈悲深いからね」

　咲耶は思考を巡らせる。

　何か、起死回生の一打はないのかと。

　しかし考えは浮かんできそうもない。

「…………咲耶。一つ、考えがある」

　倒れたままのアーニャの小さなつぶやきが聞こえた。





　　　　　◆　◆　◆






　如月きさらぎ武たけ琉るは夢を見ていた。

　そこは武琉が寝ている病室だった。

　それが実際に起こった出来事だと、武琉にはわかった。

　身体は動かないのになぜか周囲が把握できている。

　咲さく耶やが武琉の寝ている近くで、武琉の顔を見ていた。

　暗い表情だ。

　武琉が倒れてから咲耶はずっと、二人きりになると、こういった暗い表情になっていた。

　いったい何が彼女の心に影を落としているのか。

　咲耶が「…………苦しいよ」とつぶやいた。

　何が苦しいのかわからなかったが、手を伸ばしたいと思った。

　でも、武琉の身体は動かない。

　咲耶が泣きそうな顔で、震える声で言う。

「武琉、あなたが持っていたのは、ヤマトの《神域封剣レグナーレ》。龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎ──。ずっと、わたしが、求めていたカタナ、なんだよ？」

　噓うそを言っているようには感じられない。

　武琉にはそれが真実なのだと、理解できた。

　カタナの名前を呼ばれた瞬間、自分の中に眠る何かが蠢うごめく感覚がしたからだ。

「…………ほんとに、武琉は異世界から来たの？」

　咲耶の言葉を聞いたとき、胸の奥から何かが抜け落ちる感覚がした。

　大事な何かが、失われようとしているような気持ちになった。

　咲耶は悲しそうに武琉の肌を、髪を、瞼まぶたを見た。

「アナタは、噓なんてついてないよね……？」

　──噓なんてついていない！

　世界の端まで届くような声で叫んだつもりだった。

　だけど、武琉の口はまったく、わずかにすら動かない。

　胸が痛い。心が軋きしむ。

　いつも強くて明るくて優しい咲耶が、何よりも弱々しく見えた。

　ふれるだけで壊れてしまいそうなほどに。

　咲耶が武琉に向かって白い手を伸ばしてきた。

　そして、胸の上にぽふんと顔を乗せた。

「…………どーしたら、いいんだろ……。もう、やだなぁ……」

　武たけ琉るは何も言えない。

　もし声が出せたとしても、かける言葉が見つからない。

「ホント、やだな…………。何も、考えたくない」

　疑われるのもわかる。

　自分の世界にあったはずの《神域封剣レグナーレ》を、『異世界からきた』と名乗った男が持っていたのだから。

　それは明らかに、おかしな話だ。

　武琉は──疑われても仕方ない──そう思った。





　　　　　◆　◆　◆






「…………咲さく耶や。一つ、考えがある。……わたしの属性は、氷。反元素規則アド・レグラ・エレメントウム。火とはお互いに弱点。だから」

　それを聞いていたノエルが口を開く。

「ですが、あなたの、攻撃で、は、彼の、障壁を貫け、ません」

　幾分呼吸は整ってきたものの、ノエルはまだ苦しそうにしていた。

「……そう。だから、咲耶の力を使う。咲耶のエーテルを、龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくらで増幅して、わたしの《偽剣レプリカ》、《マロース》に込める」

　咲耶が口を開く。

「…………それは、無理よ」

　たしかに剣にエーテルを込めることはできるかもしれない。けれど、アーニャの偽剣ではきっと耐えられない。それに慣れない量のエーテルを身体に流し込まれたら、全身に重圧を受けて動けなくなる。

　いくら巨大な力を得たとしても、動くことも難しくなるだろう。動くことができなければ、意味がない。当たらない攻撃より最悪だ。当たれば威力が高くても、振ることすらできない。

「さ、咲耶。そこは、私が、なんとか、してみせ、ます」

　咲耶はノエルの目を見て、頷うなずく。

「わかったわ……。一いちか八ばちか、やってみましょう」

　アルベルトはもはや勝利を確信した声で告げる。

「そろそろお喋しやべりは終わりにしてもらいたいんだけどね？　泣いているのかな。後悔しているのかな。この、僕に、逆らったことを！　今ここで涙を流し、地獄でも永久に悔い続けるといい！」

　咲耶は倒れたまま全身のエーテルを意識する。身体からだ中じゆうの力を一点に振り絞る感覚で、両手で龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくらを強く握る。

　ヤマト人のエーテルが赤い鞘さやに流れていく。そのエーテルは赤い鞘を経由し、爆発的に増幅する。本来であれば、このエーテルを身体にまた戻すことで身体能力を強化する。だが、咲さく耶やはただ鞘に力を溜ためる。溜め続ける。

「アーニャ」

　短く告げ、赤鞘をアーニャのほうに突き出す。

「……ん」

　アーニャは蒼あおい湾刀シヤシユカをこつん、と赤鞘に当てた。力の奔流が赤鞘から蒼い湾刀に激流となって注ぎ込まれていく。

「……あっ、あ、ぐ、あうっ……！」

　アーニャの身体がけいれんするように跳ね上がった。

「あ、アアあぁアアアァ阿ああああァァアアアア嗚あ呼あ亜亞阿！　あァアアアアッ！」

「アーニャ!?」

　ルシアの銀髪少女は口から異様な叫び声をあげ、身体を震えさせながらも、咲耶に目で訴えてきた。

　咲耶は小さく頷うなずいて、立ち上がる。

「まだ、終わってないわ。アルベルト。わたしは、負けない……！」

　咲耶は地を蹴りアルベルトに向かって跳ねる。背後で地面が爆発する音がした。

　アルベルトの前で急激に制止、横っ飛びしてアルベルトの視線を誘導する。

　アーニャとノエルに視線がいかないように。

「こっちよ！」

　咲耶は赤鞘を一いつ閃せん。白い波のような、剣の衝撃波を生んでアルベルトにぶつける。

　アルベルトは避けすらしない。

「はっ。ずいぶん弱々しい攻撃じゃないか。咲耶くん。もう体力は尽きているようだね？」

　アーニャに多量のエーテルを渡したためだ。そのため咲耶にはもうほとんど力は残っていない。

「うっさい！」

　咲耶は叫んでアルベルトに切りかかる。

　──全然、速さがでない。

　アーニャがアルベルトの背後で、ノエルの肩を借り、身体を振るわせながら立ち上がるのが見えた。

　ただ立つ、それだけのことすら、どれほど難しいのか。

　自分の許容以上のエーテルを保有することは、常人が重力を数倍にされることに近い。

　人間は三倍の重力下にいるとき、歩くどころか、立つことすらおぼつかない。今のアーニャはそれと似たような状態のはずだ。

　アーニャの蒼あおい湾刀シヤシユカが強い力に耐えきれず、ぴきぴきとヒビが入っていく。

「ほらほら、咲さく耶やくん。当たっちゃうんじゃないか？　ていうか、さっさと当たって倒れてくれよ。なあ」

　軽口とともに振るわれる斬撃を防ぐことすら、一回一回が命がけだ。予想を立て、その攻撃を読み切った上で、ようやくかわせるかどうか。

　──アーニャ、はやくっ──！

　アーニャがどさりと崩れ落ちた。

　咲耶の頰ほおに汗が流れる。

　──はやくっ！

　アーニャが再び、かろうじて立ち上がる。

　指一本でも押せば、否いや、落ちる木の葉一枚でも当たれば倒れてしまいそうなくらい、アーニャは危うい。

　その脇でノエルが詠唱を開始するのが見えた。

　剣気がノエルに集まっていく。

　もうすぐだ。

　あとほんの数秒。いや、それすらもかからないかもしれない。気づかれず済めば──！

「ん……？　なんだ、この力は？」

　しかし、アルベルトは後ろを振り返ってしまう。

　ちょうど、ノエルがアーニャ本体を風で吹き飛ばした瞬間だった。

　劫こうッ！　アーニャが身体ごとアルベルトへ迫る。

　アーニャは腕を震わせ、それでも蒼い湾刀だけはしっかりと握りしめている。

　銀髪の少女は、剣を握るその身そのものを矢へと転じていた。

「なっ!?　おまえら……！」

　攻撃の矢は放たれた。だが、偽剣レプリカ使いであれば飛んだのを確認してから回避することは可能だ。

　風を受け弾丸となったアーニャは速度は増したが直進しかできない。

　わずかに身をずらされたら、それで終わり。

「させないっ！」

　咲耶が叫んで後ろからアルベルトに組み付いた。

「邪魔だ！」

　咲耶がアルベルトに振り払われ、はねとばされる。

　咲耶の口元に笑みが浮かぶ。

　その一瞬の時間で十分だった。

　ノエルの風を受け、咲さく耶やの膨大な力を借り、弱点属性の氷であるアーニャの剣。

　それがアルベルトの腹部に突き刺さる。すでにボロボロになっていた蒼あおい湾刀シヤシユカが音を立てて砕ける。その刀身に持つ力のすべてをアルベルトに叩き込むようにして。

「──か、はっ」

　アルベルトはアーニャに弾はじき飛とばされるようにして後ろに飛んでいく。

　何度も地面に叩たたきつけられる。

　横倒しになっていた樹木に身体を打ち付け、樹木が爆砕する。もうもうと土煙が立ちこめる。そのまま何も反応がなくなった。

　咲耶は両手をぎゅっと握って、小さく声を出す。

「……よし」

　健闘をたたえ合おうと、ノエルとアーニャに目をやると、二人は地面に突っ伏していた。

　立ち上がることもできなさそうな有様だ。

　咲耶は小さく息をはいてから、咲耶は先ほどからずっと静かになっているアーニャに駆け寄る。

　土まみれになったルシアの少女は目を閉ざし、その身を大地に横たえていた。

　柄だけになった《偽剣レプリカ》をその手に握っている。

　──よかった。

　薄い胸が上下している。呼吸がある。

「──アーニャも、よく頑張ったわ」

　咲耶は意識を失ったアーニャに声をかけ、両手で抱き上げる。

　次にノエルへと近づいていく。

「……大丈夫？」

　ノエルは膝と手を地面についた姿勢で返す。

「だ、大丈夫、です。せ、生命活動に、支障は、ありません。で、ですが、戦闘はおろか、移動も、不可能、でしょう。し、しばらくしたら、歩けるように、なります。先に、帰っていて、ください」

　咲耶は一度、アーニャを優しく草の上に置く。ノエルのすぐ近くまで歩み寄り背を向けると、しゃがみこむ。

「ほら」

「…………咲耶？」

「乗って。首にしがみつくくらいなら、できるでしょ」

「………………いいの、ですか？」

「いいわよ」

「…………………………はい。…………咲耶」

　咲さく耶やの背にノエルの重みが加わる。

　それから咲耶は再びアーニャを抱き上げてつぶやく。

「そういえば、ノエル。呼び方変えた？」

「…………はい。ふ、深い、意味は、ないの、ですが。咲耶と……、そう、呼びたく、なりました。…………ダメ……でしたか？」

　咲耶が小さく笑う。

「別に、いいわよ」

「……ありが、とう、ございます」

　咲耶はアーニャとノエルを抱え上げ、一歩を踏み出す。

　歩きながら周囲を見回した。

「……それにしても、ひどい景色になっちゃったわね」

　先日、武たけ琉るとレナードが一戦交えた公園は、見る影もなくなっていた。

　木々はへし折れ、燃えつき、炭と化している。

　公園の外の街からも煙が上がっていた。

「この神霊浮遊都市エーテル・フロートで、この異常事態。いったい、何があったってのよ……」

「ええ。これは、ま、間違いなく異常、事態です。それも、極めて、緊急度の高い」

　次の瞬間、ノエルの厳しい声が飛んだ。

「さ、咲耶ッ……！」

「わかってるわ！」

　ダンッ！　と一人の男が咲耶の近くに着地する。

　サングラスをつけ、黒衣をまとった瘦身の男だ。

　彼が持つのは、アルベルトと同系統の純白の《偽剣レプリカ》。

「まさか、もう一人なんて……。ごめん、ノエル。ちょっと離れてて」

「わか、り、ました」

　ノエルは咲耶の肩に回した手をゆるめ地面に降りる。よろよろとした動きで離れていく。そして、わずかに歩いたところで膝から崩れ落ちた。

「……く、うっ」

　咲耶はアーニャを近くの草葉に優しく置いた。

　黒衣の男は鼻をならす。

「一人？　おかしなことを言いますね」

　その男に続いて、さらに七人。

　合計八人の男女が咲耶へと向かって歩いてきた。

　彼らは皆黒衣をまとい、サングラスで顔を隠している。全員が剣を持ち、それ以外の何かを引きずっている人間が四人。

　咲さく耶やは息をのむ。

　彼らが持っていたのは大剣グレートソードだけではない。

　刺突剣レイピア、湾刀シヤシユカ、両手剣ツヴアイヘンダー、双剣、ジャマダハル。

　様々な種類の武器を持っていた。

　そのすべてが純白に塗りたくられ、見るだけで目を背けたくなるほど禍まが々まがしい剣気を放っている。

「なに、それ……」

　ここにいるだけで感じる。

　彼らは一人一人が今倒した、強化されたアルベルトと同格。

　──または、それ以上。

　ノエルとアーニャと協力してやっと倒した敵、そんな人間が八人もいるのだ。ノエルとアーニャはもはや戦うことができないほどに痛めつけられている。

　咲耶は胸に空虚な絶望感を抱き、歯をぎりりと鳴らす。

　大剣を持った瘦身の男が、やや離れた場所で倒れているアルベルトを見て言う。

「おや。アルベルトはやられてしまったんですね。一人先走って、このていたらくですか。まあ、彼は新入りですし、力の使い方を知らなかったのかもしれません」

「…………くっ！」

　勝てる気はしない。それでも咲耶はアーニャとノエルを守るように立ちふさがり、龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくらを正眼に構える。

　震える心を鼓舞して口を開いた。

「これだけ騒いだ場所にわざわざやってくるなんていい度胸ね」

「いい度胸？　なぜです？」

　不思議そうに尋ねる瘦身の男に、咲耶は告げる。

「他の《神域封剣レグナーレ》使いがやってきてくれるわ。もう連絡はきっといってるはずだもの」

　現状、唯一の勝機。

《神域封剣》使いの援軍だ。

　瘦身の男は手をポンと叩たたいて「ああ」とつぶやく。

「《神域封剣》使い。まさか、アレのことですか？　ほら、見せてあげなさい。保険として持ってきているアレを」

　背後の七人のうち何かを引きずっていた人間が進み出る。そのうち一人がソレを放り投げる。どさりと音がした。

　ソレは人間だった。

　巨きよ軀く。巌いわおのような表情は血にまみれている。地面に落とされても身動き一つとれない。ただその巨大な身体を横たえるだけ。わずかに上下する胸が、命が失われていないことを知らせてくる。

　ルシアの《神域封剣レグナーレ》使い。ヴィクトール・ゴリデンヴェルセイだった。

　咲さく耶やが以前大会で戦ったときは、その堅けん牢ろうな守備と耐久力、そして一撃一撃に込められた破壊力に、手も足もでなかった男だ。

「そ、そんな……」

　また一人、とさりと地面に打ち捨てられる。

　手足のほっそりとした美女だ。壊れた人形のように崩れ落ち、起きあがることはない。

　それはゲルツの風女帝。ローゼマリー・レーヴェンガルドだ。

　相手の力すら利用する権謀術数、そして様々な知略を可能とする目にも留まらぬ速さを持つ女性だ。

「ロ、ローゼ、マリー、隊長ッ……」

　後ろでノエルの悲鳴が聞こえた。

　また一人、とさりと放り捨てられる。

　褐色の肌の、神秘的な魅力を持つ女性だ。だが今はその神秘性は見る影もない。彼女は、咲耶の、次の対戦相手だ。

「ラ、ラクシュミ……まで……」

　リンディアの詐術姫。ラクシュミ・シン。

　変幻自在な戦法で惑わし、その相手は何をされたかわからないまま倒される。咲耶が対策に対策を重ね、それでもなお勝ち目は薄いと思われた相手、だった。

　そして最後にもう一人。

　ずりずりと地面を引きずられている男がいた。銀の髪が土にまみれている。

　黒衣の一人がそれを引きずっていた。

　銀髪の男を放りながら、投げた男は言う。

「こいつは手こずっちまった。二人ほどやられかけたよ」

　どさ、と地面に投げ落とされたのは銀髪の男だ。

　レナード・ルクレール。

　泥にまみれてなお凛り々りしさは損なわれていない。だが瞳は堅く閉じられている。

　──武たけ琉ると、あそこまで競い合ったレナードまで──。

「う、うそ…………」

　この世界で名実ともに最強だった。《神域封剣》使い。そのうちの四人が敗北を喫し、今目の前に倒れている。

　そのことが、咲耶には信じられなかった。

　今まで信じていた常識が頭の中で崩壊していく。

「な、なんで……」

　いいや、違う。噓うそだ。こんなのは噓だ。

　咲さく耶やはまるで自分の信じたいことにすがるように言葉をもらす。

「ま、まだ、オリヴィアがいるわ……。最強の《神域封剣レグナーレ》使い。星焰のオリヴィア。彼女が今神霊浮遊都市エーテル・フロートにいなくて、よかったわね。彼女さえいれば……」

　瘦身の男が告げる。

「ああ、アレですか。いいものを見せてあげましょう」

　言って、懐から携帯端末を取り出す。何か操作をするとパッと宙に映像が投影された。

　一面の吹雪だった。地面が雪に覆われた場所。ここではない外国のどこか。

　そこに半ば雪に埋もれるようにして、金髪の少女が倒れていた。

「なんでこの時期に旅行なんて行っているのだか。面倒なことです」

　咲耶はそれを見てポカンと口を開けた。

「う、噓よ……。だって、《神域封剣》使いが。全員が負ける？　あ、ありえない。ありえないわよ……。あの、オリヴィアまでもが……」

　うわ言のようにつぶやいてから、咲耶はハッとした様子で叫ぶ。

「も、もう一人いるわ。イングランスの《神域封剣》使いが……！」

　瘦身の男は含み笑いを浮かべてから言った。

「そちらも期待するだけ無駄です」

《神域封剣》使いが、全員倒された？

「しんじ、られない……」

「事実です。さあ、次はあなたと、あの如月きさらぎ武たけ琉るという男ですかね」

　咲耶はキッと瘦身の男を睨にらみつける。

「さ、させない──からっ！」

　咲耶は龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくらを握りしめ、身体に残ったエーテルすべてを一点に集める。

「閉ざせ──！　桜花結界・天神道──！」

　幻想的な桜の花びらが現れる。それはこの場を円形にとりかこむようにして、漂う。

　──指向性結界。

　外からは触れただけで崩れ落ちるくらいの防御力しかない。しかし、内側の攻撃に対しては絶大な防御力を発揮するものだ。

　これは誰も逃がさないための結界だった。





　　　　　◆　◆　◆






　如月武琉は夢を見ていた。

　舞台は現代日本だった。

　それは過去に実際起こったことだ。

　記憶に眠る思い出が、早送りのフィルムのように流れていく。

　事故があった。トラックにひかれそうになった武たけ琉るを助けるために、祖父が代わりに下敷きになったのだ。

　武琉はそんな祖父を助けようと、蔵にあったカタナを手に取った。

　そして武琉に恐るべき力が宿り、友人を失った。

　今まで住んでいた場所から引っ越すことにもなった。

　祖父が、亡くなった武琉の両親や、祖母と一緒にいた、思い出の場所だった。

　祖父は『新しい街に行くのも悪くない』『ちょうど飽きていたところだった』などと武琉の前で喜んで見せた。

　だけど、武琉は祖父が本当は以前の家から離れたくなかったことを知っている。

　でも祖父はそんなことを武琉の前ではおくびにも出さない。

　──それが、逆につらかった。

　武琉は祖父を助けるために『ふつう』ではなくなった。

　そのことを、祖父はずっと気にしていた。

　元は武琉の不注意でしかなかったのに。

　祖父の人生を武琉は狂わせてしまった。

　──じいさんが、まったく望んでないのに助けてしまった。

　だから、武琉は祖父のために何でもしたいと願った。

　祖父の教えを受け、祖父が誇れる男になる。

　祖父が望む以上にすらなってやる。

　そのときの武琉はそう思っていた。





　　　　　◆　◆　◆






　咲さく耶やは思い知っていた。

　まるで相手にならないということを。

　瘦身の男一人相手に、何もできなかった。

　咲耶の攻撃は相手にダメージを与えられず、一方的に咲耶がやられていた。

「ぐっ……」

　身体からだ中じゆうが痛い。いくらか骨も折れているかもしれない。

　瘦身の男が興味深げに尋ねてきた。

「なぜ、そうまでして立つのです？」

「わから、ないわよっ……！」

　もはや体内のエーテルはほとんど使い切っていて、技すら出せない。

　赤鞘さやを握りしめてたたきつける。上から殴りかかり、正面から突いて、横から薙なぎ払はらう。

　そのすべてをいなされ、大剣グレートソードの腹をたたき込まれる。

　咲耶は吹き飛ばされ、石や土をはねとばしながら地面を転がった。

　立ち上がりながら、口を動かす。

「……なんで、殺さないのよ」

　明らかに手加減されていた。今たたきつけられたのが剣の腹でなく刃であれば、咲さく耶やはおそらく死んでいた。

「あなたに死なれては困るからです。あなたには、これから龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎを使っていただかなくてはなりませんので」

「……どういう、ことよ」

「如月きさらぎ武たけ琉るの代わりに、です。ああ、できたらこちら側についてくれると最上ですね」

　無視して咲耶は赤鞘を打ちつける。

　ノエルとアーニャの援護も期待できない。

　ノエルは何度も立ち上がろうとして、立ち上がれない。何度も地面に崩れ落ちている。もう制服もボロボロだ。

　アーニャの持つ《偽剣レプリカ》の刀身は砕けている。彼女の蒼玉サファイアの瞳は閉じられたままだ。

　動ける人間は咲耶しかいない。

　けれど、咲耶の攻撃の一切が通じない。

　──どうすることも、できないじゃない。

　何度も攻撃をしながら、咲耶の心を諦観が占めていく。

　──なんで、わたし、がんばってるんだろう。

　心が、折れそうになる。

　瘦身の男がつぶやいた。

「さて、此この塚づかさん。そろそろ諦めていただけませんか？」

「──うっさいっ！」

　咲耶が振り下ろした赤鞘を、瘦身の男が摑つかんだ。

「あなたは今の状況が、わかっていますか？　誰一人として彼を守るものはいない。君がここで私たちの足を止めたところで、何の意味もない。無駄死にだ」

　咲耶が唇をかむ。赤い血が口元を伝う。

「あまり君が刃向かうようならば、彼女たちに死んで貰もらってもいいんですよ」

　瘦身の男がノエルとアーニャに視線を向ける。瘦身の男の仲間が、二人のすぐ側に歩いていった。いつでも殺せる距離だ。

「……ぅ、くっ……」

「我々はあなたに龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎを使ってほしい。そのために、あなたに死んで貰もらっては困るのです。あなたが望んだ、あの武器を、あなたに使ってほしいのです、欲しかったのでしょう？　ずっと望んでいたのでしょう？」

　瘦身の男が咲さく耶やの黒曜石オブシディアンの瞳を覗のぞきこむように言った。

「どうして、それを……」

　喉がひりつく。

「推察すれば誰にでもわかります。それに、あなたについてはいろいろと調べさせていただきました」

　瘦身の男は契約を持ちかける悪魔のようにささやく。

「ここを通していただければ、彼があなたたちから奪った武器を、あなたに返しましょう」

「で、でも、それじゃあ武たけ琉るが……」

「大丈夫。殺したりしませんよ。ちょっと、龍刀天叢雲を取り出すだけです」

　瘦身の男が笑う。

「ど、どうやって……」

「それは秘密です。私たちには、たくさんの協力者がいて、優れた技術があるのですよ」

　噓うそだ、と咲耶は思った。

　でも、噓ではないと思いたかった。通せば、ノエルもアーニャも死なず、武琉も死なない。それでいて、あの剣が自分の手に入るのだ。

　それは咲耶にとって最良の結果のはずだった。少なくとも以前の咲耶ならばそうだった。

　だけど、この男が言っていることが噓であれば、武琉は死ぬ。

　咲耶の決断で武琉が死ぬ。

　──そんな、こと。

　思考がぐわんと揺れた。立ちくらみのように目の前にチラチラと暗幕が見えた。

　咲耶には、決められない。

　選べない。

　武琉を守るか、見捨てるか、選ぶことができない。

「…………わ、わたし、は……」

　瘦身の男は咲耶に問いかける。

「そもそも、如月きさらぎ武琉は果たして守る価値のある男でしょうか？　そこの二人や、此この塚づかさんの命を賭けてまで。いいや、賭けずとも、彼に守る価値などない」

　彼は咲耶の赤鞘さやを片手で押さえたまま、もう片方の手で携帯端末を取り出した。

「これを」

　空中に静止画が投影される。

　モノクロの古めかしい静止画だ。

　着物を着た一人の男が、カタナを片手に立っている。その男は──。

「……たけ、る？」

　そして、手にしているのは龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎだ。

「戦前の写真です。そこに写っているのはヤマトの《神域封剣レグナーレ》使い。龍刀天叢雲を持ち逃げした男、ですよ」

　目の前が暗くなった。吐き気すらしてくる。

　どういうことか、何一つわからない。

　けれどそれがとてもショックなことだけがわかる。

　龍刀天叢雲を持ち逃げした男は、武たけ琉るにそっくりだった。そして異世界から来たという彼は龍刀天叢雲を持っていた。武琉はこの写真の男と関わりがある。この世界の男と関わりのある武琉が、異世界から来た？

　もしかしたら武琉は咲さく耶やに噓うそをついていたのかもしれない。

　武琉が異世界からきたというのが噓かもしれない。

　ずっとずっとずっと咲耶を騙だましてきたのかもしれない。

　咲耶に感謝しているのはフリだったのかもしれない。

　咲耶が龍刀天叢雲を探していたことを、あざ笑っていたかもしれない。

　武琉を信じていた咲耶は愚かな道化師になっていたのかもしれない。

　胃が、重い。

　頭も重くて、痛くて、真っ暗だ。

　何も考えたくない。

　武琉が、わたしの味方じゃなかった。

　そう考えるだけでつらくて仕方がない。

　だってそうだ。

　ずっと一人でがんばってきて、初めて、同じ場所に立ってくれる、味方だったのだ。

　彼だけが咲耶の味方だったのだ。

　その彼のおかげで、ノエルやアーニャといった友人もできた。感謝しない理由がない。

　それゆえに咲耶は思った以上に武琉を頼っていたのだろう。

　もう、全部どうでもいいとすら思ってしまった。

　そんな咲耶に瘦身の男が言う。

「さあ、通してください。此この塚づかさん」

　瘦身の男は公園を覆う桜吹雪を見ながら言った。

「…………わ」

　咲耶の口から声がこぼれた。

「すみません。もう一度お願いします」

「…………決められ、ない、わ」

　胸のうちで苦しい感情がぐるぐると回る。出口の見えない感情の流れは、身のうちを巡れば巡るほどに黒くなっていくような気すらした。

「どういうことですか？」

　選ぶことができない、ではない。

　もう何も考えたくないのだ。

　まるで縋すがるかのように、咲さく耶やは懐から古びたお守りを取り出していた。

　中に入った銀色の硬貨を手に持っていた。

　瘦身の男が言う。

「決められないから、コインで決めるというんですか？」

　──それも、いいかもしれない。

　咲耶はそう思った。

　だけど手が動かない。コインを上に放ることができない。

「どうしたんですか？」

「──ッ」

「では、代わりに私が振ってあげましょう。数字が出れば、如月きさらぎさんを見捨ててください。花が出れば、抵抗すればいい」

　言って瘦身の男は咲耶の手から硬貨をもぎ取った。

　彼は指で硬貨を空に弾いた。

　咲耶が空を見つめる。冷たい風が吹き、咲耶の黒い髪がなびく。

　くるくる、くるくると銀色の硬貨が回る。

　落ちてくるのが怖かった。

　だけど硬貨は回りながら、瘦身の男の手の中に落ちてくる。

「裏ですね」

　瘦身の男が言った。

　それは、武たけ琉るを裏切るという結果。

　咲耶はうつむいたまま何も言わない。

　なぜか頰ほおを涙が伝っていく。

　──もう、これで、いいのかな。諦めちゃってもいいのかな。

　思った瞬間、胸の奥から黒い気持ちが奔流となって荒れ狂う。

　心臓が、そのまま手で摑つかんで押さえたいくらいに、強く脈打つ。

　痛い。痛い。痛い。

　胸が痛い。

「さあ。結界を解除してもらいましょうか」

　息が荒くなっていき、身体が震えた。

　小刻みな呼吸と心臓の音だけが咲さく耶やの耳に響く。

「……それに、触れるな」

「え？」

「それにっ、触れるなっ！」

　咲耶は赤鞘さやを引いて瘦身の男の手をひきはがすと、そのままたたきつける。男がかわしたときに硬貨が宙に浮いた。

　その硬貨を咲耶が片手でキャッチした。

　手のひらを開いてみれば、硬貨は裏。

　咲耶は、手のひらの上にあった銀の硬貨を、もう反対の手で、ひっくり返した。

　現れたのは表の八重桜。

　咲耶の持つ半分だけの《神域封剣レグナーレ》が冠する名前の由来。

「やっぱり──。やっぱり嫌──！　見捨てられないわ──！」

　咲耶が叫んだ。

　身体に気力が戻ってくる。手足に力が入る。

　戦う力は足りなくても、有り余る戦う意志が心を満たす。

　背後でせき込む音とともに、ノエルが口を開く。

「──そうです。此この塚づか咲耶、それがっ、正しい、使い方……。けほっ……。コインを投げて、決める……。その結果に、己の心が、否いやと叫ぶのならば」

　ノエルが倒れたまま顔を上げて咲耶を見た。

「……ぜ、全力で、心のままに行動しなさい。咲耶ッ！」

　咲耶は青い空を見上げる。

　雲一つない、いつもの晴天。

「ええ、そうね。ノエル。その通りよ。それだけで、十分よ」

　心地よい風が咲耶の黒髪を揺らす。

「ええ。十分だわ。本当に十分。わたしは、武たけ琉るを守りたい。武琉を信じたい。絶対にわたしは武琉の味方でいたい。なぜなら、なぜなら──！」

　──武琉は、何もないわたしの味方でいてくれた！　だからわたしは武琉を──ッ！　それだけで、よかったの──。

　咲耶が笑いを漏らす。

「よく考えれば、武琉がわたしを騙だますとか、噓うそをつくとか、あり得ないわ」

　──そんな人じゃないもの。武琉が龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎを持っていたとしても、きっと彼はそのことを知らない。知っているなら、きっとわたしに伝えるはずだから。申し訳なさそうな顔で『ごめんな』って謝るはずだから。私にはその表情までわかる。わかるもの。武琉は絶対にわたしの敵にならない。そう信じられる。だから──。

「結局、同じところに戻ってくるのね。わたしは武たけ琉るを守りたい。──たった、それだけで十分だわ」

　咲さく耶やは龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくらを強く強く握りしめ、瘦身の男に突きつける。

　握った赤鞘さやに剣気を込める。

　幻想の桜が咲耶の周囲を飛び交う。

「はぁあアアァァァァ！」

　赤い鞘の周囲が、剣気で包まれる。あまりにも強い力ゆえに、目ですら見て取れるほどの剣気。

　瘦身の男が表情を強こわばらせた。

「いったい、何が……」

　咲耶は滔とう々とうと語る。

「あなたたちが出来損ないと呼んだ《偽剣レプリカ》を見て、思ったの。アレ、三十分で死んじゃう武器なんでしょう？」

　瘦身の男が身体を後ろに引いた。

「まさか、此この塚づかさん、君は……」

「わたしは全部使ってたつもりだった。全力を尽くしていたつもりだった。でも、わたしにはまだ使っていない力があった」

　咲耶が瘦身の男を睨にらみつける。

「それは、このわたしの命。命を燃やしてエーテルにすれば、これくらい……！」

　物を燃やせば熱量が生まれる。それと同じで命を燃やせばエーテルになる。そう感じた。

　──あまり、長くは持たないわね。今からの十分間に、総すべてを、賭けるわ。

「……正気ですか？　それは、試すだけで命を失うような、ばかげたことです。なぜ、あなたにはそんな真ま似ねができるのです？」

　咲耶が大地を蹴る。爆音を置き去りにして、敵に肉薄する。

　その挙動に、瘦身の男も、その後ろの偽剣使いたちも反応できなかった。

　赤鞘で、上から叩たたきつける。

「っ！」

　瘦身の男が純白の《偽剣》で防ぐ。

　だけど、瘦身の男は後ろに吹き飛ぶ。ずざざと足を引きずりながら。瘦身の男の足が残した二本の線が地面に残る。

「ぐっ!?」

　瘦身の男は剣を握り、未いまだ信じられないというように言った。

「自殺行為です。そんな、後先考えない無謀な真ま似ねを、よく……」

　それを聞いて咲さく耶やが鼻で笑う。

「はっ！　後先？　知らないわ。そんな言葉」

　咲耶は笑みをもらす。今の言葉が、武たけ琉るの影響だと思ったからだ。

「今を護まもれなきゃ、先なんて決して護れないのよ！」

　自分はこんな考え方はできなかったはずだ。

　ただの特攻精神にも思える。

　けれど、なぜかとても心地がよい。

「でぇぇぇいっ！」

　咲耶の放った白い炎の波。

　触れてすらいない地面を削りながら、瘦身の男に直撃する。

「くっ!?」

　瘦身の男は手で顔を覆いながら、汗をだらだら流している。

「やめなさい、此この塚づかさん、死にますよ。あなたに今死なれるわけには……」

　咲耶の連撃が怒ど涛とうとなって瘦身の男を追いつめる。

　咲耶は瘦身の男に龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくらの切っ先を向けた。

「ここで、あなたたちを止める……！」

　龍刀薄紅桜の先端に力の流れが集まっていく。

「──閉ざせ──真・桜華結界！」

　桜の結界が現れた。それはごく小さな結界。

　瘦身の男を飲み込んでいく。

「……！」

　瘦身の男は声を通さない結界に、がんがんと《偽剣レプリカ》を叩たたきつける。しかしひびすら入らない。

　咲耶が小さくつぶやく。

「──舞い、狂いなさい──」

　結界の内部が桜の花びらで満たされる。

「──ッ！　────ッ!!」

　バン──バンバンバン──！　と桜の花びらが中で破裂する。

　断続的に何度も何度も爆音が鳴り響く。

　その音にかき消されたのか、悲鳴は一切聞こえない。

　そして。

　結界が消える。中にいた瘦身の男は、どさりと地面に倒れた。

「さあ、次はあなたたちよ」

　言うと咲耶は残った七人に切っ先を向ける。

　七人は警戒するように咲さく耶やを取り囲んできた。





　　　　　◆　◆　◆






　赤髪の少女、アウレーリアは如月きさらぎ武たけ琉るの病室にいた。

　白い部屋にいるのは目を閉じたまま動かない武琉と、アウレーリアの二人だけ。

　今、口に毒物を入れれば──。または、心臓に剣を突き立てれば──。

　誰でも簡単に武琉を葬ることができてしまう。

　そんな状態の武琉を前に、アウレーリアは医療用トランクからアンプルを取り出す。

　大きめの赤いコートを着たまま、武琉のすぐ脇に立った。

　武琉の口元に薬の入ったアンプルを近づけていく。

　その細い指が震えていた。

「く──。ただこれを、彼に飲ませるだけだというのに」

　アウレーリアは、先日のフェリックスを交わした会話を思い出す。




『──ところで、お願いがあるんだ。我が同志』

　未いまだに仲間のように扱ってくる彼に、アウレーリアは吐き捨てるように答えた。

『私はもう同志ではないよ。フェリックス。会議はすでに抜けている』

『戻ってきてはもらえないだろうか？　君の技能は有用だ。それに、周囲の裏切りにあって失意の君を拾ってあげたことを、忘れてしまったとは言わせないよ──などといって罪悪感を刺激しても君には意味はないんだろうね』

『ああ。ないな』

　アウレーリアがそう答えると、フェリックスは思い出すように言った。

『そういえばアウレーリア。君には仲のいい子がいたね』

　言われた瞬間、アウレーリアは痛いほどに強く拳を握っていた。

『……フェリックス。それを行えば、私は絶対に君たちを許さない。そして、それは君たちのためにはならないことを告げておくよ』

　あの子に絶対に手は出させない。

『君たちが私を何に使いたいかは知らない。確かに、ノエルを人質に取られれば、私は屈服し従うだろう。だが従うフリをして君たちに気づかれないように毒を流し続ける。私ならどんな情況でもやってのけると自負しているよ』

『……なるほど、ね。だとしたら君の使い道は限られてしまいそうだ。残念だ。心変わりを待っているよ。君ほど聡そう明めいなら、きっとボクたちの思想が正しいとわかってくれるだろう。なぜならボクたちこそが世界の真理なのだから。ではまた近いうちに』

　アウレーリアの意志が伝わったのか、フェリックスは深く帽子をかぶりなおし、そのまま去っていった。




　あの日起こったのは、そんな出来事だった。

　アウレーリアはノエルと元から仲が良かった訳ではない。ましてや父が逮捕されて仲が良くなったわけでもない。

　ノエルは、ただ、変わらないでいてくれた。

　それがどれほど有り難がたいことか。

　多くの人間は無責任な噂うわさなどアウレーリア自身とは関係のない場所で、アウレーリアに対する評価と行動を決めた。

　だけどノエルはそうではなかった。彼女が見ていたのは、最初から最後までアウレーリアという人間だけだ。

　家族の犯罪など関係なく、アウレーリアそのものを見てくれる。

　そんなノエルのおかげでまっとうな道に戻ることができた。

　だから。

「──あの子に借りを返すんだ」

　アウレーリアはノエルの顔を思い出す。胸が温かくなった。

　それから真剣な表情で武たけ琉るの顔を見る。

　──ノエルのためにも失敗はできない。

　アウレーリアが手に持つ薬は睡眠時間を削りに削って作ったものだ。

　効果を数倍にまで高めた濃縮薬。

　精製をしくじっていたらと思うと、手が震える。

　たとえ作製に成功していたところで、上う手まく作用しない場合もある。

　──反動、というものが存在する。

　突然たくさんのエーテルを使いすぎて、細胞が身体を守るためにエーテルを生成しなくなった。それが今回の武琉の病気の原因。

　だから、治すときにも反動を用いる。今度はエーテルの生成量をほぼゼロにし、身体に危機感を覚えさせる。

　アウレーリアが作った薬は、細胞に無む理り矢や理りエーテルを生成させるためのものだ。

　それを呼び水にして、再び武琉の細胞の動きを活発化させる。

　そうすれば武琉は一時的に、とてつもない量のエーテルを生成することができるはずだ。

　薬の精製が成功しており、上手く作用したならば、武琉は──。

「──うまくいってくれ」

　アウレーリアは慎重に、動けない武琉の口元に薬を流し込んだ。






│五章│黒龍の刀と桜の姫






　如月きさらぎ武たけ琉るは夢を見ていた。

　それはこの世界に来てからの記憶だ。

　アルベルトにさらわれ、咲さく耶やがボロボロにされたとき。

　武琉は咲耶を助けに行った。

　咲耶が腕の中で「助けて」と口にしていたはずだった。

　だからあの時、武琉は咲耶を救った。

　けれど今は違う。

　頭の中では咲耶の武琉に対する疑心の言葉が鳴り響いている。

　──本当に武琉は異世界人なの？

　──なんで、ヤマトの《神域封剣レグナーレ》を持っているの？

　──うそ、信じられない。

　──ずっと騙だましていたんでしょう？

　──もう顔も見たくない。

　──わたしの前から消えて。

　その合間合間で、咲耶の泣き顔が見えた気がした。

　でも、助けを呼ぶ声なんて、何一つとして聞こえない。

　望まれていないのに、手を貸すことなんてできない。

　──否いや。

　なら、なんでオレは前に辻つじ斬ぎり犯を探していたロザリンドを、無む理り矢や理り助けようとした？　彼女は嫌がっていたのに。なぜオレは、あのとき強引に彼女についていった？

　──ああ。

　きっとオレは、他人の責任まで負う覚悟がなかったんだ。武琉のせいで後悔することになった祖父の背中をずっと見てきたから。

　だから、辻斬りになら無理にでも介入できた。

　自分が傷つくだけなら躊躇いなど一切ない。

　だが、助けようとした相手が武琉のせいで傷つくことには耐えられない。

　ヤマトが策謀により潰つぶされそうなとき、咲耶の意思を先に確認したのは、彼女の気持ちを尊重したかったから？

　──違う。怖かったからだ。

　自分の決断の結果、彼女が可能性に耐えられなかったからだ。

　だから彼女自身が選択したという免罪符を自分に与えたかった。

　なんて、情けない。

　こんな今の自分が、なりたかった自分か？　祖父が誇れる自分か？

　──まさか。

　そんな訳がない。それでいいはずがない。

　目の前に泣いている咲さく耶やがいる。

　彼女は泣いているだけだ。

　助けなど一切求めていないかもしれない。

　嫌われているかもしれない。

　けれど、それでも構わない。

　武たけ琉るは腕を伸ばす。




「──咲耶ッ！」




　混こん濁だくしていた意識がクリアになる。

　気がつけば、病院の一室で武琉は宙に手を伸ばしていた。

　病院特有の消毒液のような匂いがする。腕に取り付けられた点滴の器具が煩わずらわしい。

　窓から差す夕陽が目に痛い。

　まるでずっと暗闇の中にいて、久しぶりに目を開けたかのようだ。

　それらの感覚が、今が夢ではないと告げてくる。

　病室に、咲耶もノエルもアーニャもいなかった。

「……驚いた。薬は投与したけれど、目覚めるのに一週間はかかると思っていたからね」

　赤毛の少女、アウレーリアだけがいた。目を丸くしている。

「なんだこの感覚は──」

　空気の粒子一つ一つすらわかる。

　その研ぎ澄まされた感覚が、胸の中で何かが響いていることを伝えてくる。

　身体の中にある《神域封剣レグナーレ》龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎが警鐘を鳴らしていた。

　危機に陥っていると。

　おそらくそれは、《神域封剣》の片割れ──龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくら。

　すなわち、咲耶だ。

「咲耶は!?」

　武琉はアウレーリアにつかみかかる勢いで尋ねる。

「わからないよ。ただ、表には出ないほうがいい。何者かからの襲撃があったと連絡があったからね。それに、今君は目覚めたばかりだ。安静にしていたほうが賢明だ」

「…………いや、絶好調だぜ。身体が力であふれている気分だ」

　武たけ琉るが横に首をふると、アウレーリアは息をはいた。

「それは、突発性エーテル閉塞障害のおかげだろうね。活動を休止させられていた細胞には、逆の負荷がかかる。細胞が騒ぐのさ。エーテルを作りたいと。だから、君は今、いつも以上の──」

「そんなことは、どうでもいい。咲さく耶やの場所は、わかるか？　──いや、やっぱりいいや」

　身体の中に埋まった《神域封剣レグナーレ》が何かに引き寄せられるような感覚。わかる。きっと咲耶はそっちにいる。

「行くことはおすすめしないよ。あと、あまり他人を信じすぎることもね。人の気分の変わりようなんて、運命の女神様の気分より変わりやすい」

「問題ない。じゃあ、ありがとな。薬の礼はまた今度。オレ、急ぐから」

　言って武琉は病室の窓に手をかける。

　するとアウレーリアは渋い顔をして言った。

「やっぱり行くのか。だけど、入院着では格好つかないだろう？　せめて、これを着て行くといい。うちの国のやつだけどね」

　アウレーリアが紅あかい薄手のコートを放ってきた。

「さんきゅ」

　武琉はそれを手で摑つかむと、病室の窓から飛び降りた。

　病室に一人残ったアウレーリアが鼻で笑う。

「人が善を行うのは、自分もまた他者に善行をされたいという気持ちの表れでしかない。だというのに。ふ──嫌われていても構わない、か」

　彼女は武琉の去っていった方角を見てつぶやく。

「彼が傷つかないことを願おうかな。──私らしくはないけれど」





　　　　　◆　◆　◆






　──倒れるわけには、行かないわ。

　咲さく耶やは荒野と化した公園に立っていた。

　身体がふらつき力が入らない。

　今倒れたら二度と起き上がれないかもしれないとすら思う。

　いつ意識を失ってもおかしくない状況。

　だが、それでも彼女の黒曜石オブシディアンの瞳だけは、強い意志の光を失っていない。

「ぜったいに、ここは通さないんだから」

　残った七人の中の一人である、太めの男が湾刀シヤシユカを咲耶に向けて言う。

「できる訳がないだろ。おまえは命を賭けて一人倒したかもしれない。だが、それだけだ」

「せ、えいっ！」

　力を込めて剣波を放つ。しかし、それは太めの男の禍まが々まがしい湾刀シヤシユカが軽く弾いてみせた。

　明後日の方向に剣波が飛んでいき、空へと消えていった。

「……これじゃ、威力が足りないのね。なら、もっと──！」

　咲さく耶やは更に自らの命を燃やしてエーテルへと変換していく。心臓が張り裂けそうだった。頭の中がぐるぐる回る。もうほとんど時間がない。

「──あァ……あアァアッァッ！」

　後ろからノエルの声がした。

「さ、咲耶、それ以上は、やめてください……！　あなたの、身体が……！」

「問題、ないわっ！」

　大地を蹴った。爆散した土を背後に一瞬にして太めの男の目の前へと跳ぶ。上から赤鞘さやを振り下ろして殴りつけ、戻す鞘でも殴りつける。だが、そのすべてがいなされる。弾かれる。決定的に威力が足りない。

　咲耶の首筋に汗が伝う。

　どれほどもつのか。はたして、この状況を覆せるのか。そんな思考が頭の中に浮かぶ。

　そのときノエルのつぶやきが聞こえた。

「こんなとき、彼が、如月きさらぎ武たけ琉るがいてくれたら……」

　咲耶は赤鞘を相手の湾刀に思い切り叩たたきつけてから、その反動で後ろに跳ぶ。

「武琉は来れないわ。武琉の状況、わかってるでしょう？」

「で、ですが……、これでは、あまりにも、勝ち目が……」

「それでもよ。その武琉を守るために戦っているの。だから、武琉の助けは必要ない」

　咲耶は精一杯強がって言った。

「武琉は、来ない」

　口にしないと心が折れてしまいそうだった。彼にすがってしまいそうだった。

「だから、わたしが戦う」

　だけど声に出して、はっきりとわかった。

　今しなければいけないことは、ここで敵に打ち勝つこと。

　最悪でも、相打ちに持ち込むこと。

　ここで負けてしまえば、武琉に顔向けが出来ない。

「うあアァァッ──！」

　握る鞘にさらに力を流し込む。自らの命が削られて行っているのがわかる。

「──ごほっ」

　せき込むと、赤い液体が口から出た。

　口の中に鉄てつ錆さびの味が広がっていく。

「っ……。行くわ！」

　叫んで太めの男に切りかかる。しかし、別の偽剣レプリカ使いの援護が入った。咲さく耶やの攻撃は決して大きな傷を与えられない。

　七人の敵から様々な方向から攻撃をされてただ被害だけが増えていく。

　咲耶は一度後ろに大きく飛んで鞘さやを掲げて叫ぶ。

「決して、通さないわ。──真・桜華結界！」

　しかし、何も起こらなかった。

　発動しなかったのだ。

　それどころか、背後で結界が綻ほころび崩れ落ちていくのを感じる。

「う、うそ……」

　咲耶がギリと歯をかんで、赤鞘を黒衣の集団に向けた。

「……まだ、やってやるわ。武たけ琉るは来ない。なら、私がやるしかないじゃない」

　それを見て、太めの男が嘆息した。

「面倒だ。リーダーはおまえを生かして捕らえたかったようだが、かまわん。リカバリーできないほどじゃないからな」

　彼はおぞましき純白の湾刀シヤシユカを振りかぶる。

「今までご苦労様でした。ヤマトの姫君」

　彼の湾刀の先端に冷気が集まる。大量の氷が空中に発生していく。冷気は一カ所にとどまり、今なお膨れている。

「さようなら」

　それはさながら滝のように激しく怒ど濤とうとなって押し寄せる。

　咲耶は心が真っ暗闇の中に落ちたような気分だった。

　──彼は、会ったばかりのわたしを守ってくれたのに。

　──わたしは、そんな彼を疑って。

　──戦うと決めたのに、勝てなくて。

　──守れなくて。

　──最低だ。

　──助けを求める、資格すらない。

　ノエルの叫び声が聞こえた。

「咲耶ッ──！」

　目の前に、氷の滝が迫る。

　咲耶は一瞬たりとも、目をそらさない。

　睨にらみつけたまま、ただ前だけを向いていた。

　だから、見えた。

　見覚えのある背中が。

　見たことのない紅あかいコート。

　蒼あおい滝が、真ん中から真っ二つに裂けた。

　二人を避けるようにして、氷の滝が背後に消えていく。

　黒い龍りゆうの刀が目に入る。

　それを握っているのは──。

「ごめんな、咲さく耶や──」

　聞き覚えのある声だった。

　涙が出そうになる。

　心に安あん堵どの気持ちが染み込んでいく。

「…………武たけ琉る？」

　武琉は背を向けたまま、咲耶に向かって言う。

　背中を向けているのに、武琉がどんな顔をしているか、咲耶にはくっきりと目に浮かんで見えた。

「悪い。遅れた」

　咲耶はこみ上げてくるものを飲み込んだ。












「ちょっとだけな、病室で、おまえの声が聞こえちまったんだ。だから、このカタナは、おまえの欲しかったものだってわかった」

　武たけ琉るは寂しそうな声で続ける。

「当然だよな。おまえは大事なモノを守れるかどうかの瀬戸際だった。これはそのために必要な武器だったんだから」

　武琉は振り向かない。

「オレはおまえに嫌われても仕方ないって、思っているよ。咲さく耶や。本当に、ごめんな」

　──嫌ってなんか、いないわ。

　咲耶は言葉を返せない。いま口を開けば、えづいてしまいそうだったから。

　彼は今助けてに来てくれて、咲耶が思ったことも理解して、その上で許してくれている。

　助けられたこと、理解されたこと、許されたこと。そのすべてが咲耶の身体の奥で混ざり合って、心をかき乱す。

　武琉が背中を向けたまま強く言った。

「だから、おまえはもうオレに助けなんか求めるな」

　──え？

　突き放されたような感覚。

「『助けて』なんて、必要ない。たとえ、おまえが嫌がっても、望まなくても、オレを憎悪していても、関係ない。オレが、おまえを助けてやる」

　寂しそうな声。だけど、その奥で揺らがない芯を携えた声。

　武琉が小さくつぶやく。

「はっ。いろいろ考えた結果、じいさんのときと同じ行動に戻ってきちまった」

　そんな武琉に咲耶が涙声で告げる。

「……怒ってないわ。恨んでもない。それがわかったの」

　武琉の肩がぴくりと動いた。

　きっと武琉は目を丸くしたのだろう。その様子が咲耶にはわかる。

「ええ。だって、武琉は武琉だもの。だったら、わたしにひどいことするはずない。そう、信じているもの」

「…………そっか」

　きっと武琉は安心したように表情をゆるめたはずだ。

「わかりなさいよ、ばか」

　そう言う咲耶の言葉には温かさが滲にじんでいた。

「……わりい」

　武琉の寂しそうだった声が一瞬だけ確かな温度を取り戻す。

「ちょっと、待ってろよ」

　それから武たけ琉るの声が硬く厳しいものへと変化した。

「うちの咲さく耶やをこんなにしたのは、おまえらだよな？」

　武琉は強く正面の男女を睨にらみつけた。

　──こいつらが誰だか、さっぱりわからねーけど。そんなことは、どうでもいい。

　武琉にとって、それは本当にどうでもいいことだった。

　大事なのは、咲耶とノエルとアーニャをここまで傷つけたということ。

　ただ、その一点だけで、武琉にはこいつらが許せない。

「咲耶たちに手を出したこと、後悔させてやるよ」

　サングラスをかけた巨腹の男が大口をあけて笑う。彼は純白の湾刀シヤシユカを肉体に似合わぬ速度で振り回しながら言った。

　それはロザリンドが持っていたあの禍まが々まがしくおぞましい凶悪無比な武器だ。

　だから、どうした？

「できるのか？　おまえに。アレを見ろ」

　巨腹の男が指さす方向には、四人の男女が倒れていた。そのうちの三人はまったく見覚えすらない。

　けれど、一人はよく知る銀髪の男だった。

　レナード・ルクレール。

「……おまえ」

「全部《神域封剣レグナーレ》使いだ。オレたちがやった。ヤマトの《神域封剣》使い。如月きさらぎ武琉。おまえもすぐにこうなる」

「…………おまえらも、これが《神域封剣》だと知っているのか。オレですら知らなかったってのにな」

「ああ、知っているとも。オレの名前は──」

　大口で笑いながら言う太めの男に、武琉は吐き捨てた。

「いらねえよ。すぐに必要なくなるからな」

「負けるつもり満々だな？　当然だな。おまえといい勝負だった王子様までこんなザマだ」

　彼らは武琉と同格である《神域封剣》使いを倒したから、自分たちが武琉よりも上であると主張した。

　──笑わせる。

　そんな戦う前の予想などに、果たして何の意味があるというのか。

　やってみなければわからないじゃないか。

　と思ってから武琉はすぐさまそれを否定した。

　──いや、それは噓うそだ。

　武琉は目の前の彼らにまったく負ける気がしていないのだから。

「じゃあ、試してみようぜ」

「バカな野郎だ！　こいつら《神域封剣レグナーレ》使いを、オレたちは一人で倒せる力がある！　しかもそれが七人だ！　勝ち目なんざ目に見えてる！　さぁ、行くぜ、てめぇら！」

　その声を皮切りに、純白の武器たちが武たけ琉るに一斉に襲いかかる。

　大剣グレートソード、刺突剣レイピア、湾刀シヤシユカ、両手剣ツヴアイヘンダー、双剣、ジャマダハル。

　さらに、炎、風、氷、岩、闇。

　様々な力の塊が武琉に飛来する。

　だけれど。

「ど、どこです!?」

　黒衣の男女がねらった場所に、武琉はすでにいなかった。

　低いつぶやき声が乾いた空気に乗って響いた。

「まず、一人」

　その武琉の言葉は、武琉以外の誰にも理解できなかった。

　何が一人なのか。

　ただ攻撃を回避しただけで何を言っているのかとすら、思われていたかもしれない。

　次の瞬間。

　女の持った刺突剣が斜めにズレていく。

「あ、あああっっ！」

　刺突剣の女が頭を抱えて、崩れ落ちる。まるで自分が斬られたかのように、苦しみ悶もだえている。

　咲さく耶やの声が聞こえた。

「す、すごい……。武琉、ここまで……」

　武琉の攻撃は、咲耶はおろかその場にいた誰にも認識できなかった。

　太めの男が鋭い武琉をにらみつけながら叫んだ。

「てめえら、注意しろ！　こいつはヤベぇ！」

　彼らは武琉を警戒するように距離をとる。

　牽けん制せいのためかそれぞれの属性の剣波を打ち出してきた。

　武琉には、すべて手に取るようにわかる。

　未来すら予測できている気分だった。

　難なく回避。

　武琉はそのまま地面を蹴って、近くにいた大剣使いの男のすぐそばまで跳ねる。

「くっ!?　く、くそおぉっ！」

　一瞬で接近されたか、男は焦ったように切りかかってきた。

　太刀筋が甘い。そして何より覚悟が足らない。気迫ならアーニャのほうが勝っている。

　──二人。

　大剣グレートソードの根本から切断された。刀身がくるくると回って宙に舞う。

　飛んでいった刀身が落ちる前に、武たけ琉るは駆けた。

　両手剣ツヴアイヘンダーを手にした男に狙いを定めた。

　彼は鋭い突きと、横よこ薙なぎで応戦してくる。

　すべてを回避し、疾風のような連撃。

　いくつものパーツに分かたれた両手剣は分解され、ばらばらと地面に落ちる。

「あ、あがああああ！」

　男が叫びながら崩れ落ちた。

「三人」

　口にした瞬間、双剣使いの男が強襲してきた。

　なかなかの速度だ。

　だけど、圧倒的に動きの洗練が足りない。

　レナードの足下にも及ばない。

　武琉は双剣の片方をカタナで切りとばし、もう片方を手でつかみ、ひねりあげる。

　男が苦く悶もんの声をあげ、双剣の残った片方を落とす。

　地面に落ちたそれを踏みつけ、踏み砕く。

「四人」

　こともなげに武琉は告げる。──残り三人。

「こ、こいつ、化け物なの……!?」

「ちげえ！　一斉にかかれば、勝てるはずだ！　恐れるな！」

「え、ええ！」

　ジャマダハル使いの男と、湾刀シヤシユカ使いの女が武琉を取り囲むように迫ってくる。

　武琉は、黒龍りゆうのカタナを強く握った。

「──目覚めろ」

　カタナにエーテルを流し込み、起動する。願うのはこのヤマトの《神域封剣レグナーレ》が喰くらった、第八階位偽剣レプリカ《グラウィス》の力だ。

　カタナが赤熱する。

　それだけで、地面が燃えた。

　二人の暴走偽剣使いはもう目の前に迫っている。

　武琉は、カタナを横に一薙ぎ。

　──溶けた。

　武琉に迫ってきていたジャマダハルが、湾刀が、武琉に届く前に業火に放り込まれた氷のようにどろりと溶けたのだ。

　二人はそのままずしゃあと地面に倒れ込み頭を押さえる。

「さて、あとはおまえだけか」

「な、何だってんだ、こりゃあ……。夢じゃ、ねえのかよ。ありえねえ。だってオレたちゃ、あの方の力を授かった最強の偽剣レプリカ使いだ。そのはずだ。オレらが世界を変える、はずだってのに……」

　額を押さえる太めの男に武たけ琉るは告げる。

「そんなこと言っている暇、あるのか？」

　武琉が太めの男の横を駆け抜ける。

　次の瞬間、彼の《偽剣》が二つに、四つに、六つに分かたれていた。

　通り抜け様に、三太刀。

　咲さく耶やの呆ぼう然ぜんとした声が聞こえた。

「……また、見えなかった……」

　その咲耶の声が突如として切迫したモノに切り替わる。

「なっ、きゃ、きゃあああああ！」

　見覚えのある男が、咲耶の首に大剣グレートソードを押し当てていた。

「は、はははは！　久しぶりだね！　如月きさらぎ武琉くん！　君はバカなんじゃないのかな!?　前と同じ状況だね……！　ずっと息を殺していた甲か斐いがあった！」

　身体のいたるところが黒く焦げ、ボロボロになった男だ。その右腕だけが、妙に黒く染まっている。

　アルベルト・ブルーフォレスト。

「僕は学習する。前と同じ過ちは犯さない。今度こそ、油断などせず、ここから君を切り刻む。わかったかァ!?」

　アルベルトが目をこする。

「ん、んん？　一瞬君の姿がブレたように……いや、気のせいだな……まあ、それももう終わりだ」

　武琉はアルベルトのほうに向かってゆっくりと歩いていく。

「お、おい！　動くな！　動くなと言っている。この女がどうなってもいいのか!?」

　強い焦りを帯びたアルベルトの声。

「やってみろよ」

　汗をだらだらかいて、奇妙な表情になったアルベルトが、裏返った声で叫んだ。

「や、やってやる！　後悔するなよ！　咲さく耶やくんは道連れに……」

　アルベルトは不自然に言葉を途切らせて、「へ？」と間抜けな声を出す。

「できるものなら、な」

「う、腕が、動かな……」

　ずるり──とアルベルトの黒い何かが蠢うごめいているような、おぞましい腕が、落ちた。

「ぼ、僕の腕が、僕の腕がぁ!?」

「オレだって学習するさ」

　アルベルトが腕の付け根を押さえながら言う。

「いつの間に……いつの間にぃ……！　僕は、こんなところで終わる人間じゃない！　世界を変える人間なんだ！　なのに、なのにぃぃっぃっ！」

　逆の手で落ちた純白の大剣グレートソードを摑つかもうとする。

「させねえよ」

　武たけ琉るのカタナが、大剣を砕いた。

「あ、あああ、あああああ！」

　アルベルトが頭を押さえながらのたうち回る。

　武琉は振り返りすらせず、後ろに向かって言った。

「まだ、いるんだろ？　出てこいよ」

　一瞬の静寂。

「良い天気だね。本当に、綺き麗れいな夕陽だ」

　それから哄こう笑しよう。

「くく、くは、くあーはははははっ！　まさか、こんな結末になるとはボクも思っていなかったよ」

　白い髪に、中折れ帽をかぶった少年が姿を現す。

「ああ、中々におもしろいショーだった。せっかく集めたボクの部下を、全部やっちゃうなんてね」

　それを見ながら、咲さく耶やがつぶやく。

「フェリックス・ハーン……」

　ノエルが続いて声を出した。

「ま、まさか、《神域封剣レグナーレ》使いが、彼らの、仲間……？」

　フェリックスはかぶった帽子を手で押さえながら、くつくつと笑う。

「その通り。その通りだよ」

「な、なぜ裏切ったのです……」

「裏切った？　違う、違う。ボクは元から『会議』という組織のメンバーでね。これでも導師という位を得た幹部なんだ。《神域封剣》を得る位置までくるのは、苦労したなあ」

　言って、フェリックスは刺突剣型の《神域封剣》をぶんと振った。

　先ほどの暴走偽剣レプリカなど比にならないほどの剣圧が周囲にまき散らされる。地面すらも恐怖しているかのように震えた。

　咲耶がふるえる声で告げた。

「そ、その《神域封剣レグナーレ》は……なんて、威力、なの。間違いなく《神域封剣》よりもはるかに強い……！」

　フェリックスが嬉うれしそうに言った。

「よくわかるね。そうそう。その通りだよ。君たちは考えなかったのかな？」

「……何をよ」

「偽剣レプリカを暴走させてパワーを引き出すことができるならば……」

　フェリックスが片手で帽子を押さえながら告げる。

「ま、まさか」

　フェリックスの口元が笑みの形に変化した。

「その通り。《神域封剣》を暴走させたらいかほどのものか、とね。《瀆とく神しんノ匣はこ》を──とある方が生み出す物質をね、偽剣に混ぜ込むと、アレができるのさ。ボクは、それを《神域封剣》に入れてみたんだ」

「…………七本しかない《神域封剣》に、なんて、ことを……」

「つまり、ボクに勝てる人間なんて、この世界に存在しないのさ。──今は、ね」

　意味ありげに言ってフェリックスは周囲を睥へい睨げいする。

「これは《地霊剣フルンティング》。大地と、霊を操る剣さ。幽霊を司つかさどる神を封じた《神域封剣》と言われていてね。こんなことができる」

　フェリックスがぶんと《地霊剣フルンティング》を振るった。

　ゆらり。

　大気が揺れ、蠢うごめく。

　何か半透明のものが、空気中にずずずと浮き上がってくる。

　それは無数の人間だった。

　苦く悶もんの表情を浮かべ、『ア、ア……ア』と声にならぬ呻うめきをもらしている。

「彼らは、過去の戦争で死んだ偽剣使いの亡霊だよ。エーテルでかりそめの身体を作った。そして世界に刻まれた記憶を元に魂を再構築したんだ。本当はこの霊たちもうまく操るのは面倒くさいんだけどね。でも、今はこの《地霊剣フルンティング》が狂ってしまったからか、彼らも凶暴になっていてね」

　くく、と笑う。

「どうやら存在するだけで大層苦痛らしいよ。可哀かわい想そうに」

　この間にも、半透明の亡霊はたくさん生み出されていく。

　いったいどれほどの数がいるのだろうか。少なくとも目視で千人。今なお増え続けるそれらが武たけ琉るたちを取り囲んでいた。

　武琉はフェリックスに向かって告げる。

「おまえ、世界を平和にしたいとか言ってただろ。こんなことして、何が平和だよ」

「争いをなくすための力の行使は、仕方のないことさ。争いをなくすのは紳士の務めだよ」

　涼しい顔で言うフェリックスに、武たけ琉るは吐き捨てた。

「はっ……笑わせる。とんだ紳士だな」

「一度決めたことを貫くのが紳士だよ」

　言って、フェリックスは禍まが々まがしい刺突剣を空高く掲げ、振り下ろす。

「行くんだっ！　さあ、如月きさらぎ武琉、君の力をボクに見せろ！」

　半透明の偽剣レプリカ使いが近づいてくる。

「いくら数が多くても、おまえを倒しちまえば、終わりだろ？」

　武琉はカタナを振りかぶってフェリックスに一いつ閃せん。ギディオンの岩を溶かし尽くした炎が荒れ狂う。

「無駄だよ。──行け」

　フェリックスがつぶやくと、無数に存在する亡霊の数人が炎に飛び込んだ。彼らは苦く悶もんの表情を顔に刻み、どろりと溶けるように消えていく。

　彼らはその意思を奪われ、フェリックスを守る盾とされたのだ。

「……届かない、か」

　ノエルが地に伏したままつぶやく。

「こんなの、勝てるわけが、ありません……。たとえ武琉とフェリックスが同等だったとしても、千を越える偽剣使いに、囲まれては……」

　絶望しかない──と言いたげにノエルが武琉を見る。

　咲さく耶やは龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくらを握りしめて、敵を睨にらみつけていた。

　武琉が攻撃を加えても、少数が盾となるだけで減らない死者の集団。

　フェリックスがその様子を遠くから見てきていた。

「……フェリックス。おまえ、矛盾だらけだな」

　武琉が言うと、フェリックスが鼻で笑った。

「はっ。ボクに矛盾なんてない。あるのは、ただ崇高な理念だけさ」

「テロリストが紳士気取りか」

「君ごときに何がわかる。君との対話は時間の無駄だ。終わりにさせてもらうよ」

　武琉にはフェリックスの理論が寒々しいものにしか聞こえなかった。決意も覚悟も思考も何もかもが足りないように思えた。

　咲耶のような崇高さがなく、

　アーニャのような覚悟もなく、

　ノエルのような献身もない。

　ロザリンドのような愛情もなく、

　レナードのような決意もない。

　ただの妄執でしかない。

　無数の偽剣レプリカ使いの亡霊が前から、右から左から後ろから、足音をたてる。

　彼らは敵意をむき出しにして襲いかかってきていた。

「──行くぜ！」

　武たけ琉るがフェリックスに向かって地を蹴る。背後で砕けた地面が弾けた。

　ギディオンと戦ったときのように、炎を放っても止められてしまうのなら。

　病室でレナードに言われてから、咲さく耶やのことがあるまでずっと考えていた一つのこと。

『君は圧倒的な力を持つのに、分散させてしまっている。ただ漏れ放たれる力に任せて攻撃してしまっている』

　握ったカタナに、ありったけの力を注ぎ込む。

『私の暗黒極光剣ノワール・リユミエールや闇黒特異点オプス・フェールのように、力を操り、収束させると比べものにならない威力になる』

　それを外に放たず、剣の中に封じ込める感覚。

　集めて集めて集めて。もっと集める。

　まだ足りない。

　亡霊の集団はもう目の前だ。

　彼らがスローモーションのように迫ってくる。

　武琉の思考速度は、景色がそんなふうに見えるほどに活性化されていた。

　集中の極地。

「──オォォォ」

　さらに練って固めて高めていく。

　敵の攻撃が当たるほんのわずかに前。

　武琉は溜ためたそれを解き放つ。

「焼き切れ──紅焰ほむらの太刀──！」

　武琉のカタナに巻き付いた龍りゆうが咆ほう哮こうをあげた。

　炎が轟とどろく。セカイが灼しやく熱ねつの炎で焼き尽くされるが如く、赤に染まった。

　一度周囲に解き放たれた炎が、武琉のカタナ一点に集約される。

　カタナが赤熱する。

　正面から集まってくる亡者の群に、ただカタナを振るう。

　横一文字に紅あかの線が引かれる。

　一瞬の手応えすらもない。

　視界を埋め尽くしていた亡者の群すべてを、ただの一太刀で切り捨てる一刀両断。

　燃やすのではなく、溶かすのでもない。

　焰を以もつて断ち切った。

「そんな、ボクの軍勢レギオンが、一撃で……」

　フェリックスは一瞬だけ呆ぼう然ぜんとした表情になる。すぐに険しい顔で武たけ琉るを睨にらんだ。

「くっ……！　コレ以上君と遊ぶのは危険だ。だから、すぐに決めさせてもらうよっ！　ボクの、全力を以もつて！」

　暴走させた《神域封剣レグナーレ》を使うフェリックスは、刺突剣レイピアを強く握りしめて叫ぶ。

「──墓標に潰つぶされ冥界に堕おちろ。地砕霊潰剣テール・エピタフ・カセ──！」

　フェリックスの足下が割れる。地面から多量の土石が現れる。それは集まり固められ硬い硬い岩の十字架へと形成されていく。どれほどの岩が寄り集まったのか、大きな岩の十字架ができあがる。圧縮された十字架。それでも武琉を押しつぶしてなお余りある大きさ。しかし武琉は怯えなど一欠片もなく、ただ正面を睨む。

「そこが、君の、墓標だァァッ！」

　叫び声とともに岩の十字架が飛来する。

　武琉は峰が背中につくほどカタナを振りかぶった。

　異様な構え。

　だが、それこそが最適な構え方。

「────オ、ラァ！」

　飛来する十字架に、たたきつける。

　めり、めりめり──十字架は正面から真っ二つに裂けた。

　斬った衝撃の波が十字架の背後に抜けていき、フェリックスに直撃した。

　身体から煙を立ち上らせたフェリックスがよろめく。帽子が炭化し崩れていった。

「く、う……。な、なんだっていうんだ、この威力は……。信じられない……でも、まだ」

　そういった瞬間、フェリックスの膝が地面についた。

「な、なんでだよ……。くそ、ボクは、あの方とともに世界を、変えたいのに、こんなところで……。ボクの考えが間違っていないと、証明したいのに、こんな、ところで、倒れるわけには……っ」

　武琉が龍刀天叢雲あまのむらくものつるぎを振りかぶる。

「──終わりだ」

「くそ、くそ、くそおおおおっ！」

　叫ぶフェリックスに、ズゴンッ！

　恐ろしい音を立て、カタナの峰がたたき込まれる。

「く、はぁっ……」

　から、から、からん。

　フェリックスの手から《地霊剣フルンティング》が落ちて、転がった。

　灰髪の彼は立ち上がることすら出来ず、頭を押さえていた。

　武琉はカタナを向けたまま警戒を緩めない。

　フェリックスは身もだえ、ゆっくりとその動きを緩慢にしていき、動かなくなった。

　咲さく耶やが声を震わせながら言う。

「暴走した《神域封剣レグナーレ》使いを、たったあれだけで──」

　咲耶が足を引きずりながら武たけ琉るに歩み寄ってくる。

　近くで体勢を崩した彼女を、武琉は抱きとめた。

「大丈夫か？」

　咲耶は首にぎゅっとしがみついたまま、武琉の耳元で小さくつぶやいた。

「…………武琉」

　咲耶はそのまま何も言わない。

　でも武琉の名前を呼んだ一言に万感の思いがこもっているような気がした。ありがとうとか、ごめんとか、とにかくいろんな想おもいがこもっているように、武琉には感じられた。













│　　│エピローグ






　その後フェリックスとその部下たちは、神霊浮遊都市エーテル・フロート内の監獄に収容された。

　それからの日々は何事もない日常に戻っていった──とは、いかなかった。

　大きな変化がいくつかあった。

　最強の精鋭を保有する神霊浮遊都市がテロリストに攻められるという異例の事態。その影響は様々な面に出ていた。

　さらに、《神域封剣レグナーレ》使いの五人が倒され、一人が裏切った。

　オリヴィアは未いまだに行方不明のままだ。捜索が続けられているようだが、結果は芳かんばしくないらしい。

《神域封剣》使いのほとんどが戦闘不能の状態になってしまったため、今年の神剣刀争ベルム・ラミナは中止されることになった。

　世界での発言力を決める神剣刀争が中止されたことによって、この後の情勢がどう動くかはさっぱりわからない。

　一強を誇っていたネオリカは《神域封剣》使いを失い、このままではいずれ今の地位を失うだろう。

　賛否はあれど各国を引っ張っていたリーダーの権威が失墜する影響は、世界に大きく影を落としそうだ。





　　　　　◆　◆　◆






「くっはー！　やっぱ外に出られるっていいなぁ！」

　武たけ琉るは太陽ひの光を浴びながら、手を伸ばした。

　事件から数日後、武琉はヤマトが間借りしている部屋の校舎の前にいる。

　武琉は病状を確かめるために、数日間の検査入院を終えたばかりだった。

　結果は、もはや何も問題ないとのことだ。アウレーリアも太鼓判を押してくれた。

　そんな武琉の隣には咲さく耶やが一緒になって手を伸ばしている。

「んっ！　ホントねっ。もう、病院とか身体が鈍っちゃうわ」

　咲耶も武琉と同時期に怪け我がによる検査入院を終えていた。

　一通り伸びをしてから、咲耶がぱんぱんと自分の頰ほおをはたく。

「おしっ。じゃあ、武琉。そろそろ行きましょ」

　咲耶が満面の笑みを浮かべて、何のためらいもなく武琉の手をとってきた。

　武たけ琉るは唐突に手をつながれたことに焦り、何事かを口にしようとする。

　しかし咲さく耶やの顔を見て、言葉を飲み込んだ。

　数週間前の、おかしかった様子など欠片かけら見えない。

　それどころか、更に何も隠してないありのままの笑顔にすら思える。

「……おう。楽しみだな」

「うんっ」

　今日は武琉と咲耶の退院祝い、ということで、ノエルとアーニャ、それにアウレーリアと、何かおいしいものを食べにいく予定なのだ。

　いったい何を食べるのか武琉たちは聞かされていない。

　音頭をとっているのがノエルのため、嫌な予感も拭えない。しかし、それすらも楽しみに思える。

　空から降り注ぐ曇りを知らない空が、手の繫つながった影を地面に落としていた。

　背の低いほうの影が空を見上げながらつぶやく。

「──今日も本当にいい天気。こんな気持ちのいい日が、いつまでも続けばいいわねっ」





　　　　　◆　◆　◆






　──神霊浮遊都市エーテル・フロートの奥深く。

　生徒も教員も知らない隠された場所に、理事長とその秘書はいた。

　青白い光に照らされた、禍まが々まがしい雰囲気の幾何学的な模様のある部屋だ。

　理事長が口を開く。

「今回の件で、いくつか計算外は起こってしまった。まさか武琉くんが復活し、フェリックスくんを倒すなどとは……予想もしていなかったよ」

「はい。ですが──」

「ああ。目標は達せられた。フェリックスくんはよくやってくれたよ」

　理事長は手の中で純白の物体を転がしていた。正十五面体。すべての面の形が等しい物体は、正四面体、正六面体、正八面体、正十二面体、正二十面体の五種類しか存在しない。幾何学の法則として、そうなっている。

　けれど理事長の手にあるのは正十五面体。

　現実には存在し得ないはずの、でも目の前にはなぜか存在している形の物体。

「それにしても、こんなちっぽけなものを混ぜるだけで、あそこまで《偽剣レプリカ》が変化するのは驚きだね」

「理事長、その物体は──。うっ、何か、中に奇妙な柄が……」

　秘書が頭を抑える。

　よく見れば辺はそれぞれが歪ゆがんでいる。中央部にはおぞましい小さな突起がいくつもあるように思えた。

「《瀆とく神しんノ匣はこ》という物質さ。見ない方がいい。見るだけで頭がおかしくなるような物体だ。決して理解しようとしてはいけないよ。考えてもいけない。これは、その形だけでも人の頭では到底理解できない物質なのだから」

　これを混ぜることで、偽剣レプリカは暴走偽剣へと変貌する。人の脳を冒す悪魔の道具に成り果てる。

「そんなものが、これから生まれるのですね」

　理事長の目の前にあるモノからだけ生まれるものだった。

　巨大な緑色のクリスタルだ。

　その形は正十五面体。

　表面からじわりと透明な液体が漏れだし、クリスタルを伝い床に落ちた。

　床に落ちたまった液体は、カタ、カタカタと揺れる。それは何もせずともとある形をとって固形化する。

　それも、正十五面体に変貌していく。

　──《瀆神ノ匣》。

　そんなクリスタルの中で剣を携えた一人の男が眼めを硬く閉じていた。

「……ああ。もうすぐ復活だ」

「はい。理事長」

「これが《神域封剣レグナーレ》七本の力を以もつて封じられていたモノ。荒神と呼ばれる、人ならざる神の力を持つモノだ」

「…………ようやく、ですね」

「ああ。僕がどれほどこの時を待ったことか。《神域封剣》の力を使わせて消耗させるために、この学園の制度まで作った。最終兵器として各国に死蔵されたら、《神域封剣》の力が失われることはないからね。君にも僕の考えを理解してもらえて嬉うれしいよ」

「《神域封剣》七本でようやく封じるなんて、これが持つ力の総量は、いったい……」

「僕らには計り知れないほどだろうね」

　クリスタルの中に閉じこめられた男の目が、ぎょろりと動く。

　男がクリスタルに手を当てる。

　ぴき、ぴき、ぴきりとクリスタルにヒビが入っていった。




「──さあ、ようやく革命祭典カーニヴアルの始まりだ」





あとがき




　真崎まさむねです。読んでいただきありがとうございます。

　さて、今回ですが、内容たくさん詰め詰めです！

　なるべくネタバレにならない程度に内容に触れてみたいと思います。

　あとがきから読んでおり、ネタバレを気にする方は本編から読むようお願い致します。

　新たな敵が出現し、咲耶の心が揺さぶられてしまう今巻。

　個人的に咲耶はとてもかわいいと思っているわけなんです。ですので皆様に少しでも伝われば幸いです。

　何がいいって、不幸になっている姿がかわいい。涙目で頑張る感じがとてもよい。

　そして、ノエルの場合は自信満々でおかしなこと（ゲルツ仕込み）を言って、その自信を打ち砕かれるところですね。

　そう。一巻から出ていてようやく表紙になったノエル嬢。そういう変な場面ばかり目立ったためか、もしかしたら表紙がノエルだと気づかれない可能性もありそうですね。かっこ良すぎて。赤＋黒の軍服風ナース服なのですが、すごくよいですね。（さすがぴょん吉さん……！）




　ああ、あと今回は非常に、前巻以上にバトル多めです。

　後半ほぼバトルみたいな、そんな感じ。（でも前半にきちんと（？）サービスシーンもあります。）

　その中で武琉の活躍があり、そして成長もある。

　個人的に武琉には常に前だけを見ていてほしい。しかし考えなしに後ろを振り返らないのではなく、ある種の決意を持った上での前向きさ、そういった格好良さを見せてほしい。その辺りを彼は今回見せてくれたはずです。

　今巻はバトルとともに、そういった武琉や咲耶の心について大事にして書いています。

　個人的に楽しく書いたつもりではあります。

　その辺りが伝わっていれば嬉しいです。




　最後に謝辞を。

　担当のＫさん、イラストレーターのぴょん吉さん、非常に助けられています。ありがとうございます。この本に関わってくださった様々な方、ありがとうございます。

　そして何より今この文章を読んでくれている、親愛なるあなたへ、最大級の感謝を。
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